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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その会は、カルミアの小さな白い花が咲く頃に始まる。

　毎年、一様に同じ数をそろえて、きっちりと。

「それでは、みなさま準備はよろしい？」

　ふたつの円えん卓たくに挟はさまれた中央席は、はりぐるみの一人掛けソファが置いてある。

　まじめで知性的な顔つきの少女が、背筋をお手本のようにきちんと伸ばして、そこに座っている。

　円卓を取り囲む少女たちは、みなしんとしていた。カップをソーサーに戻す音すら立てなかった。この会において、雑音はマナー違い反はんだ。左の円卓には七人、右の円卓には十二人の令れい嬢じようたちが着席している。

「このたびの、『匿とく名めいの少女』の悩なやみを解決できる方は挙きよ手しゆを」

　中央の特別席の少女がそう呼びかけると、右の円卓から手があがった。

「賛さん成せい派はのアリスです。その男性とのお付き合いは続けてよろしいかと」

　左の円卓から、すっと、まっすぐに手が伸びた。

「反対派のエイミーです。今すぐに連絡を絶たち、彼に関する物は処しよ分ぶんした方がよろしいかと思います」

　中央の席の少女は、それぞれのテーブルに視線をやった。

　賛成派、十二人。

　反対派、七人。

「もう一度手紙を読みます。そのうえで判断を変えた方は、席の移動を」

　封ふう筒とうから丁てい寧ねいに便せんを取り出すと、少女はそれを淡たん々たんと読み上げた。感情をこめないように。どこまでも、見知らぬ他人に接するように。透とう明めいな壁かべの向こう側の人間のように。

　私が考えているのは、私がのけ者にされた恋について。けして渡ることのできない、大きな川の向こう岸の恋愛物語について。

　最後まで手紙を読み上げてしまうと、少女は静かに言った。

「──熟じゆつ考こうしてください。成功の王おう妃ひ、シンデレラを手本に」

「「成功の王妃、シンデレラを手本に」」

　乱れなくそろった少女たちの声が、室内に響ひびきわたる。

　今宵こよいもひとり、悩める少女が救われる。
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　エデルは緊きん張ちようした面おも持もちで、本日のお客さまを迎むかえていた。

　シルバーブロンドの美しい髪かみを結ゆい上げた淑しゆく女じよである。

　長いまつ毛にふちどられた青あお紫むらさきの瞳ひとみは、神しん秘ぴの色をしていた。実際は四十に近い年ねん齢れいのはずだが、まだ二十代の後半に見える顔立ちである。

　ダリア・ディセント。アランの母である。

「こんにちは、エデル・アンダーソン」

　彼女は詩を読み上げるように、ゆっくりとエデルの名を呼んだ。

「あなたに靴くつを作っていただきたいの。よろしいかしら？」

「も、もちろんです。ダリアさま」

　エデルはふかぶかとおじぎをして言った。

（なぜ……突然ダリアさまが……）

　エデルは探さぐるように、目の前の美しい貴き婦ふ人じんを見た。

　エデルは実の父であるレイと決別し、靴職人として日々の仕事に追われていた。恐怖の影は取り払われ、ようやく仕事に集中できる環境が整ったところだった。

　しかし、仕事以外にも考えなくてはならないことがある。

　エデルの想い人、アランとの結婚について──。

　彼女は頭をふって、気持ちを切り替えた。

（ダリアさまはお客さまとしてやってきたのだから、私も職人として接しよう。まずはどんな靴を作るのかを決めないと）

「どのような靴をお作りしましょうか？　何かご希望はございますか？」

「そうね……」

　ダリアは部屋を見回した。

「ここは変わらないわね、昔から。ずっと同じ家具、ずっと同じ壁紙、お茶の味は……変わったかしら」

「ハーブティです。新しい庭師の女の子が作ってくれました」

「そう、たまには変化も大事」

　ダリアはハーブティを一口飲んでから、ソーサーに戻した。

「では、そのような靴をお願いするわ」

「えっ」

「八割は不ふ変へん、二割は斬ざん新しん。そんな靴がいいわね」

「え、えっと」

　エデルはメモに書きつけた。メモをとったはいいものの、ダリアの注文はふわりとしていて、具体的なアイディアは何も思い浮かばなかった。

「申し訳ないけれど、新しい靴が必要だったわけではないの。私の靴はいつもジジが作ってくれますからね」

　試し作さく師しでガラスドーム一番の腕うで前まえを持つジジは、ディセント家の専属靴職人なのだ。

「あなたが二割の斬新になれるかどうか、それが知りたいのよ」

「私が、二割の……」

「斬新に」

　ダリアはそう付け加えると、ハーブティの入ったカップを見下ろした。

「あなたを我わが家やに迎え入れることは、大変な危険を伴ともなう賭かけです。今のところ、私の夫はその賭けに乗るつもりはありません」

　エデルは口を閉ざした。アルヴァが自分を認めていないことは、アランから聞いている。

「私は夫の判断に従うのみです。それが妻の役割。ただ判断材料は、正しくそろえなくてはいけません」

「判断材料……？」

「私はあなたの人間性を知りません。まったくもって何も分からない。あなたがどのような性格で、どのような嗜し好こうで、どのような選せん択たくを重ねてここへたどり着いたのかを、何から何まで知りません。情報としては知っている、でもそれは厚い壁を一枚隔へだてたようなものです。異国のことは、異国へ行ってみなければ分からない。そうでしょう？」

「あの……」

「あなたという異国へ飛び込んでみなければ、あなたのことは分からない。私の息子むすこは異国を知り、異国を選んだ」

　ダリアは人形のように整った顔を一度伏ふせた。

「私はディセント家の分ぶん家けで生まれ、アルヴァ……従い兄と弟こと結婚しました。ディセント家で生まれ、ディセント家に収まったのです。まるで一度も出荷されることなく、食卓に収まった林りん檎ごのように」

「ダリアさま」

「ある人は私を世間知らずの青い林檎だと言うでしょう。またある人は私を生家に守られた、幸せな赤い林檎と言うでしょう。どちらも正しく私です。私はそのような生おい立たちですので、息子の選択を正しく判断することができません」

　ダリアは言いながら、一枚の封筒を取り出した。

「これは？」

「招しよう待たい状じようよ。ルディアに送られてきたものだけれど。コーディナル伯はく爵しやく令嬢から、別荘地へ遊びに来ないかというお誘さそい。あなたにも同行していただきたいの」

「……え？」

　エデルは封筒と夫人の顔を見比べた。

「でも、私は招待を受けていません」

「親しいお友達をひとり、ぜひ連れてきて、と書いてあるわ。枠わくがふたつ空あいたからと」

「枠……？」

「よく手紙を読んで頂ちよう戴だい」

　エデルは注意深く便せんを取り出すと、癖くせのない、丁寧な筆ひつ致ちを追った。




　ルディア・ディセントさま




　お久しぶりです。昨年の舞ぶ踏とう会かい以来ですね。

　今年はぜひ、ルディアさまをステイシア城で開催する乙女おとめの会へご招待したいと思いペンをとりました。

　枠はもうひとり分空いております。ルディアさまの信頼のおけるご友人をお連れください。

　きっちり二十名、そろった形で始めたいと思っております。





マリー・コーディナル






「これは……？」

　乙女の会とはいったいなんなのだろうか。

「ルディアが以前から興きよう味みを示していた会です」

「ルディアさまが……？　乙女の会、というものにご興味があったのですね？」

「ええ、思わしくない集まりだという意味で」

　エデルは口を閉ざした。そして、用心深くたずねた。

「思わしくない……とは？」

　伯爵令嬢からの招待状だ。なぜ思わしくない、などとダリアは口にしたのだろうか。

（刺し繡しゆうをしたり、お茶をしたり、ゲームをしたりする会……ではないということ？）

　ダリアはエデルの疑ぎ問もんになめらかに答えた。

「乙女の会とは、言うなればお悩み相談会のようなものね」

「お悩み相談会……」

「会員たちは匿名で会長のマリー・コーディナルに手紙を送ります。恋の悩み、家の悩み、お肌はだの悩みからペットの悩みまでさまざまなものをね。彼女は一年分の匿名の手紙を抱かかえ、毎年この時期になると別荘地でその手紙を開封します。そして二十名の全会員で意見を出し合い、悩みを解決してゆくというものです」
















　エデルはおずおずと言った。

「えっと……よくある、女性だけの意見交換会ではないのでしょうか？」

「そうね。そういう見方もある。会員の少女たちはみなそう思っているでしょう」

　ダリアの物言いには含ふくみがあるようだった。

「では、ルディアさまと、ダリアさまは……乙女の会はただの意見交換会とは思っていないのですね」

「この別荘地……リステリアは、かつてシンデレラが好んで滞たい在ざいしていた土地です。これまでに十五足もの魔ま術じゆつ師しの靴が見つかっていて、これはカンディナールに次いで多い数です」

　この土地にそびえるステイシア城は、夏の間はシンデレラの拠きよ点てんであった。現在は国王からリステリアを任まかされたコーディナル伯爵家の所有となっている。

　近くには美しい湖こ畔はんと緑みどり豊かな森があり、王都からそう離れてもいないため、いざとなればすぐに王宮へ帰ることもできる。シンデレラが王都の喧けん噪そうから逃のがれるにはちょうどいい場所であった。

「魔術師たちはシンデレラのそばで活動し、多くの靴をばらまきました。ディセント家は国中の怪あやしげな事件を調べては、靴に関わりがないかを判断しておりますが、この土地には特別に目を光らせているのです。とりわけこのステイシア城は、以前から目をつけておりました。今回の招待は城の調査ができる好機なのです」

　エデルは不思議に思ってたずねた。

「お城の調査は、もっと前の代で行われなかったのでしょうか？」

　シンデレラが好んで滞在していたというのなら、以前からこの城の危険性について考えられたはずである。

　ダリアはため息をついた。

「我が家とコーディナル家の交流は、同じ伯爵家とはいえあまりうまくいっているとは言えないのです。仲良しのお宅でもない限り、別荘地に招待してもらえるなんてなかなかないでしょう？　ルディアの代でつながって助かりましたわ」

　そもそも、とダリアは続ける。

「本来シャルロッテ・ディセントが国王を裏切りさえしなければ……リステリアはディセント家の所有になるはずの土地でした。怒いかり狂くるった国王はシンデレラ王妃から豊かな別荘を取り上げて、飢うえた大地の続く寒さむ々ざむしい場所へ彼女を追放したのです。このあたりのことは、私の夫から聞いたでしょう？」

「は、はい」

「立場上、ディセント家の者はリステリアに近づくのははばかられるのです。伯爵家の称号とカンディナールを残していただいただけでも、感謝しなくてはいけない立場ですから」

　シャルロッテ・ディセントは裏切りの王妃だが、その息子のドゥーガルド・ディセントは国王の側についた、王の血をひく信頼のおける忠ちゆう臣しんだった。本来なら息子も追放されてしかるべきだが、靴の番人として生かされ、伯爵の身分を与えられたのは、ドゥーガルドが率そつ先せんして魔術師を刈かり取った功こう績せきを認められたからである。

　一方、コーディナル家は魔術師の関わった一連の事件において、静せい観かんを決め込んだだけであった。なんの努力もしなかった彼らがリステリアを手にしたのは思わぬ幸運だった。ディセント家が手にするはずだった土地を手に入れ、伯爵家へと成り上がったのだという。

「我が家とコーディナル家が疎そ遠えんな理由もそこにあります。しかしシンデレラが亡なくなってずいぶんと経たちますし、当時のことを知る人物はもう存ぞん命めいしておりません。そろそろ頃合いかとは思っていました」

　ようやくステイシア城の調査を開始できる──。ディセント家はそれを、娘のルディアだけでなくエデルにも任せると言っているのだ。

（これは……大たい役やくを仰おおせつかってしまった）

　エデルはごくりとのどを鳴らした。

「ステイシア城で行われる乙女の会を、まずは調べるということですね」

「少女の悩みは深刻です。大人のようにあらゆる物事を諦あきらめ、わりきることができない。厄やつ介かいなことに、少女時代に作ったしこりは、後のち々のち尾を引くことがあります。彼女たちは想像もしていません。女性と呼ばれ、母と呼ばれるような年齢になるまで、心に刺ささった小さな傷口がふさがらないこともある」

「傷口が……」

「少女の悩みには、魔術師の靴がつけいりやすいのです。しかもこのような秘密の会で打ち明けなければならないような悩みは、およそ健康的とは言えません」

　まぁ、とダリアは微笑ほほえんだ。

「健康的な悩みなんて、そもそも悩みとは言えないけれど」

　ふわりとカーテンが舞い上がり、柔らかな陽射しが差し込んだ。ダリアはまぶしそうに目を細めながら、続けた。

「アランの力を借りずに、リステリアへ行ってきて頂戴。ルディアの友人として」

「あ、あの……」

「アランがあなたを保ほ護ごしていたのは、あなたの父親から守るためだった。その父親も魔力を封じられ消しよう息そくを絶ちました。驚きよう異いは何もない。雛ひなは独り立ちしなければ」

　ダリアの言う通りだった。エデルはアランの保護下に置かれる必要はなくなったのだ。

「ディセント家の女に必要なことは、力ずくで魔術師の靴を壊こわすことでも、魔術師を倒すことでもない。ただ魔術師の靴を見つけだし、夫にすべてを託たくすことです」

「はい……」

「あなたがどのように動いたかはすべてルディアに報告させます。本当は私が一緒に行けたらいいけれど、私はすでに少女と呼ばれる年齢をはるかに超えていますから、乙女の会の参加権はないの」

　ダリアは立ち上がった。

「靴もきちんと作っておいてね、夫に自じ慢まんしたいから。健けん闘とうを祈いのるわ、私の祝福すべき宿しゆく敵てき。小さな魔術師さん」

「……お力になれるよう、努力いたします」

　にこやかに笑うダリアに向かい、エデルは精せい一いつ杯ぱい答えた。
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　アランは難しい顔をしていた。

　エデルをリステリアに向かわせるつもりだ──という母の意思を聞いてからというもの、落ち着かない気持ちだった。

（エデルの社交界デビューは、俺と一緒のときにさせるつもりだったのに）

　そう。リステリアの別荘地に集まるのは貴族たちだ。

　エデルにとって初めての社交が、まさか自分のそばを離れてのことになるとは。

　もちろんアランは反対した。エデルを支えるのは自分の役目だ。

　アランは母とのやりとりを頭の中で繰くり返した。




「それでは、エデル・アンダーソンを知るのに十分な材料にはならないわ」

「母さん」

「私はあなたなしのあの子が見たいの。どうしても嫌いやなら、そのチャンスすら与えなくてもいいのよ。私はあの子にこだわっていないもの」

　アランは言葉をのみこむしかなかった。

「エデルが貴族の娘であればどんなによかったかと思います」

「そうね。だけどそれは、ただの『もしも』の話です」

　ダリアはため息をついた。

「アルヴァはあの子を気に入っているの。でも家のことを考えれば、あの子を次の伯爵夫人にすることはできない。私たちはさまざまな困こん難なんを乗り越えて、あなたの代まで命をつないできた。それを絶つ可能性が少しでもあるならば、了りよう承しようはできないの」

「父さんが……」

「あの人はとても厳きびしく、冷れい酷こくな面がある。本来ならばあの子はディセント家から切り離され、カンディナールへ近寄れないようにされてもおかしくなかった。けれどアルヴァはあの子をディセント家に縛しばりつけた……」

　エデルは、父親に対たい抗こうするための魔術を身に着けるために、アルヴァに手ほどきを受けた。

　その際に彼女はディセント家への忠ちゆう誠せいを誓ちかったのである。

「私もあの子を知らなくてはいけないと思ったのよ。そこへおりよく、乙女の会の招待状が届いた」

　アランは乙女の会に関して詳くわしくは知らなかったが、名前からして年若い令嬢たちのサロンのようなものだろうと想像がついた。

　半なかば安あん堵どして口を開く。

「エデルも、同じ年頃の女の子なら気安く接することができるかもしれませんね……」

「そう甘あまくないわね。あの年頃のご令嬢は、同年代の女の子に対して最も厳しいものです」

「なら、やはり俺がいた方が……」

「火に油です。余計すぎる。あなたはとても、余計」

　母の物言いに、アランは口を閉ざすしかなかった。

「そういうわけで、あなたはここでお留る守す番ばんよ。それからアルヴァがまたしばらくカンディナールに滞在しますからね」

「えっ？」

「当主の引き継ぎを行うそうです。靴くつ箱ばこ館かんでね」

「それは……」

　ずいぶんと急な話だ。もしや、アランが結婚の意志を見せたことによるものだろうか。

「親子で仲良くしなさいね。アルヴァに靴でも履はかせてあげればいいじゃない」

　何も口にしていないというのに、アランは思わずむせた。

「冗じよう談だんでしょう？　なんで俺が」

「親愛のあかしだと聞いたけれど、彼から」

（それは……母さん限定だろう……）

　親のいちゃつく姿を想像したくなかったので、アランは思考を断った。

「靴は、履かせません。俺がそうするのはエデルだけです」

「ルディアにもたまにはしてあげて。私はもう行くわ。エデル・アンダーソンが靴を作り上げた頃、また来るわね」

　母はアランの頰ほおに挨あい拶さつのキスをすると、颯さつ爽そうと部屋を出て行った。




　アランは今一度、状況を考え直した。

　もうすぐ、アルヴァが屋や敷しきへやってくる。

　当主の引き継ぎをするということは、本格的にアランにはパートナーが必要になるということだ。ディセント家は長男が結婚し家庭を築きずくと決まったとき、引き継ぎをすることになっている。

　父はエデルを認めていない。このまま放っておかれるとは思えない。もしかしたらシレーヌに引き続き、新たな婚こん約やく者しやを用意しているのかもしれない。

　そしてエデルはリステリアへ──。

　アランはこめかみに指をあてた。

（今回のエデルのリステリア行き、母さんの言う通りチャンスだ。母さんがエデルを認めてこちらに味方してくれるのなら、可能性はまだ残っている）

　ただ、エデルの社交界デビューに自分がいないというのが、大変な気がかりだ。

　こうなったら無理やりにでも社交の練習の場を設もうけるべきだろうか。さすがに今日明日の出発ではあるまい。

　もしかしたら……これは両親の考えた、手ひどい策さく略りやくかもしれない。十分な訓練も積ませずに社交界に放り込み、結婚に対する不安を与えるつもりなのでは。

　アランがいくら結婚したいと言っても、エデルにその気がなくなってしまえば無理な話だ。アランの意志が固いとみた両親は、エデルに揺ゆさぶりをかけるつもりなのかもしれない。

　一方で、もうひとりの自分が反論する。いくらなんでも両親がそこまでひどいことをするとは思えない。エデルにはルディアが同行するのだし……。

　自分の身内が敵に思える。アランはこのところ、気が休まるときがなかった。

　ため息をつくと、革のブックカバーのかかった本を取り出した。

　息抜きが、必要だ。

　妹のルディアが託してくれた彼のバイブル。恋愛指南書の三冊目である。

　これは書き込み式で、恋人との理想の将来を思い描くためのページが設けられている。

　心がくじけそうになったとき、アランはこのページを開くことにしているのだ。

　書き込みで真っ黒になったページが顔を出す。

【エデルとの結婚式までにしておくべきこと


・招待客リストの作成

・エデルのウェディングドレスのデザイン案の募集（ドレスメーカー三社からのプレゼン形式にて決定する）

・ブライダルシューズの作成（エデルには内緒でガラスドームの職人たちに作成させる）

・新婚旅行先を決める

・新婚旅行でエデルに着せるドレスを用意する……】



　アランは眉み間けんに皺を寄せた。

（ページが足りないな。出版社に要望を伝えておいた方がいいかもしれない。たいていの男は、たった数枚のページでは満足いかないだろう）

　メモを切り取って、ページの端はしに合わせて丁寧に貼はりつけてゆく。仕方がないので手製でページを増やすしかあるまい。

（結婚式までにすることは山ほどあるが、大事なのは結婚式ではなく、そのあとのことだからな）

　アランは、「子どもの数」という項こう目もくを書き加えた。

　結婚の次は、子ども。どの夫婦もまず考える問題である。

　アランは子どもは苦手だったが、エデルとの子どもとなれば断然かわいがれる気がする。

　跡あと継つぎなら男の子だ。最低ひとり、できればふたり欲しい。

　しかし女の子も捨てがたい。特にエデルにそっくりな子どもがいたらなおのこといい。三人いてもいいくらいである。

「合計五人だな」

　アランは男の子ふたり、女の子三人と書きつけた。

　しかし、残念なことに全員自分に似ている場合もないわけではない。どちらに似ているかは明確にしておくべきだろう。

　アランは「五人全員エデルに似ていること」と書き記した。

（待てよ。エデルは父親似だった……）

　ということは、エデルにそっくりな男の子となれば、祖そ父ふにあたるレイに似ることになってしまう。アランはさんざんレイに苦しめられたので、複雑な想いだった。もちろん、レイに似ている男の子だって愛せる自信はあるが。

　アランは悩みに悩み、男だけは自分に似ても構わないことにした。「全員」の部分を二重線で訂てい正せいし、「男だけ俺に似ていてもよい」とする。

　子どもが増える分にはいっこうに構わないので、「以降は無限大」と付け加える。

　アランは満足すると、しおりを挟んでページを閉じた。

（最近、俺は「思い出しエデル」を脱だつした。過去のエデルではなく、未来のエデルに思いを馳はせるようになった）

　エデルがうさぎのフードをかぶっていたときなどの、かわいい格かつ好こうは今でもつぶさに思い出すことができるが、最近はめっきりまだ見ぬ花嫁姿がお気に入りだ。

　こういった前向きな想像は、良い未来を呼ぶに違いない。何ごともプラスに考えなくては。魔術だって良き心で使わなくてはならないものなのだから、現実だって良い想像をしていた方がいいに決まっている。

（大丈夫だ……俺はお手本のような当主になり、エデルだってすばらしい伯爵夫人になってくれるはずだ）

　心配することなど何もないのだ……たぶん。

「あ、アランさま……」

　扉とびらの向こうからか細い声が聞こえて、アランは顔を上げた。

　いつの間に時が経っていたのだろう。あたりはすっかり暗くなっている。

「あの、お忙いそがしいですか？　あとでまた……」

「いや、待ってくれエデル」

　アランは思わず立ち上がった。ゆるんでいた表情を必死で引きしめる。

　なんとか扉を開けると、エデルが申し訳なさそうな顔で立っていた。

「ただいま帰りました」

「おかえり。母さんがガラスドームへ行ったと思うが」

「はい、あの……そのことでお話があって……」

　ふたりで談話室へ移動してから、アランは先ほどの結婚生活の想像をかき消した。今は現実に向き合う時間である。

　エデルを椅い子すに座らせると、アランも向かいのソファに腰こしをかけた。

「アランさまは、お怪け我がはもう平気なのですか？」

　レイ・バーンゼルと対たい峙じしたさい、アランは足に怪我を負おっていた。

「たまに、雨の日に痛むくらいだ。晴れた日はもうなんともない」

「よかったです」

　エデルがほっとしたような顔で言った。

「あの……ルディアさまと、リステリアへ行くことになりました。乙女の会、というものがあるそうで」

「聞いている。ただ俺は……心配で。社交の場だというのに、一緒にいられない」

　エデルは困ったような顔をして、アランを見た。

「私も……アランさまと一緒がよかったです。でも、これは私がひとりでしてみなくてはいけないことですから」

　エデルの決心は固いようだ。思ったよりも怖こわがっていないようなので、安心した。

　たとえ困難がたちはだかっても、エデルはそう簡単に諦めるような娘むすめではない。そのことをよく分かっているはずなのに、アランは時折心配になってしまうのだった。

　アランはふと、思ったことを口にしてみた。

「最近、ふたりでいられなくなることが多いな」

　不満めいた口く調ちようになってしまったので、アランはしまったと思った。だが出した言葉はもう引っ込めることはできない。

「最近……あの、私が里帰りをしたからですか……？」

「いや、それが悪いんじゃなくて」

　いけない。彼女を責めるようなことを。

　アランは取り繕つくろおうとしたが、エデルの表情に影がさした。

「ごめんなさい。私、最近残業も多くて、お屋敷でもあんまりご一緒できなくて……」

　エデルはしょぼしょぼとしてゆく。アランはあわてた。とにかく、失言をカバーしなくてはならない。

　アランは懐ふところから本を取り出すと、すさまじい速さでページをめくった。

【彼女の機き嫌げんをそこねてしまったときのとっさの応急処置！

「ごめん、でも君のことを愛しているから本当のことを伝えただけなんだ、そんな君もかわいいよ」と付け加えましょう。

例：「最近太った？」「ごめん、でも君のことを愛しているから本当のことを伝えただけなんだ。太っている君もかわいいよ」】

（なるほど）

　アランは人形のようにかくかくとしゃべり始めた。

「ご……ごめん？　でもお前のことを愛しているから本当のことを伝えただけなんだ。里帰りするお前も、残業ばかりのお前も……かわいいぞ」

「……？　あ、あの……」

　エデルは動どう揺ようしているようである。

「お気き遣づかいありがとうございます……以後気をつけます」

「？　ああ。できれば一緒にいたいから、そうしてくれ。お前のことがかわいいから、あんまり離しておきたくないんだ」

　なんとかこの場は収まったようである。

　アランは改めて向かいに座るエデルを見つめた。

　彼女はもじもじと照れた様子で、指先をいじっている。

（リステリアへ行く前に、プロポーズをやり直した方がいいのだろうか）

　乙女の会というものは女性ばかりが集まるのだろうが、そこで知り合った令嬢に晩ばん餐さん会かいなどに呼ばれたなら、男が出てくる機会がある。

　婚約指輪がエデルの指にはまっていたなら、牽けん制せいになるかもしれない。

「プロポーズのことなんだが」

　アランが切りだすと、エデルははっとしたような顔をした。

「は、はい」

「お前は、俺の足が治なおってからと言ったな」

「あの……はい」

「やっぱり、リステリアへ行く前に──」

　アランが身を乗り出したとき、膝ひざの上に載のせていた本がするりとすべって、ローテーブルの下へ落ちた。

「あ、アランさま。私がおとりします」

「……！　待ってくれ」

　エデルがささっとかがんで、革のブックカバーのかかった本を手にとった。

（まずい）

　アランの顔が、みるみる蒼そう白はくになってゆく。

　エデルはそれを拾い上げてすぐにアランに渡そうとしたのだが、継ぎ足したページが折れてはみ出てしまっていた。

「あ、お直ししますね……」

　彼女は指南書を膝の上に載せ、ページを開いた。

　エデルはしばし、開いたページを凝ぎよう視ししていた。

　アランはあまりのことに固まってしまった。本当ならすぐにでも彼女から本を取り上げなくてはいけないのに、一瞬頭が真っ白になったのである。

　エデルの瞳はその間、左右に動いていた。

　ぷらんと情けなく飛び出しているのは、先ほど追加した手製のページである。

　エデルとの結婚式の計画や、子どもの数を書き込んだ──。

「……！」

　アランはようやく、エデルの手から本をひったくった。

「こ、これは」

　アランはもごもごと口を動かした。

「なんでもないんだ」

「あ……あの」

「忘れてほしい」

「私……その、すみません」

　エデルはみるみる顔を赤くすると、立ち上がった。

「ちょっと、頭の中がぐるぐるしていて。今日は失礼します」

「えっ」

　あっという間の出来事だった。エデルは逃にげるように部屋を出て行ってしまった。

　アランは頭を抱えた。しばらくの時間を要して我に返ると、呼び鈴を鳴らして、ルディアの侍じ女じよを呼びつける。

　とにかく、妹に助けを乞こうことにしよう。アランが考えられたのは、そこまでだった。
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　エデルは姿見に自分の姿をうつしてみて、ため息をついた。ふっくらとしたスカートをはいているので、目立たないが……。

（……私、あんまりお尻しりが大きくない……）

　ぺたりとしたお尻を触ってたしかめる。

　たしか、たくさん子どもを産むには、ここがしっかりしたつくりでないといけなかったはずだ。

（アランさま……五人も子どもが欲しいだなんて知らなかった。しかも以降は無限大って書いてあった……）

　気持ちがふさぎこんでいくのを感じて、エデルは頭をふった。

　昨日きのう、エデルは彼の大切な本を見てしまったのである。

　一いつ瞬しゆんのことだったが、付け加えられたページの記述だけは、目に飛び込んできたのだ。

　なんと、アランは子どもの数を男の子ふたり、女の子三人と決めているらしい。しかもエデルに似ている子が欲しいようだ。

　ねらい通りに自分似の子ばかり産めるとはかぎらないので、アランの希望を叶かなえるならもっと産むことになるかもしれない。

　おそらくアランは、魔術師の血を濃こく受け継いでいる子が欲しいのだろう。だからわざわざエデルに似ている子どもを欲しがっているのだ。

　子どものことは、別れ際ぎわに父親からも言われていた。たくさん子どもを産めば、アランとの結婚を認めてもらえるかもしれないと。

　アランもそう考えているのだとしたら──。

（でも、五人も必要だなんて知らなかった。も、もし私がたくさんの子どものお母さんになれなかったら……）

　アランとの結婚はもちろん認めてもらえない。せっかくダリアがエデルのことを見てくれる気になったのに、もとより期待に添そえない体だったら──。

　エデルはぺたぺたと自分の体を触さわる。やはり貧ひん相そうである。

　フロンデの町にいたとき、子だくさんの家のおかみさんは恰かつ幅ぷくのいい体をしていた。たしかその人は十人もの子こ宝だからに恵まれたのである。

　彼の欲しがっている子どもの数を見たとたん、自信がなくなってしまった。何も考えられなくなり、彼の部屋を出てしまったのだが……。

（そもそも……アランさまの持ち物を勝手に見てしまった私が悪いのだから、昨日の態度は失礼だった……）

　謝あやまらなくてはいけない。それと──。

（何を食べたら大家族のお母さんになれるのか、調べなくては……）

　エデルは気持ちを奮ふるい立たせた。豊ほう満まんな体を手に入れるために、できる努力はするべきである。

　翌日の朝、朝食の席にアランは現れなかった。

　エデルはいつもより多めにスープと卵料理をいただき、パンをおかわりした。
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　時は、エデルが姿見とにらめっこをするほんの少し前にさかのぼる。

「お兄さま、お困りのようですわね」

　ルディアが自信に満ちあふれた足取りで、アランの部屋に現れた。

　アランは憔しよう悴すいしきった表情を妹に向ける。ルディアは不思議そうにまばたきをした。

「どうなさったの。まるでこの世の終わりのよう」

「終わったかもしれない」

　アランは机の上に置いた本を指さした。

「指南書がどうかなさって？」

「見られたんだ」

「どなたに？」

「エデルにだ！」

　ルディアは扇おうぎを口元にあてると、まぁと小さくつぶやいた。

「テクニックを利用しているページを見られたということですの？」

「いや……書き込みのページだ」

「失礼、拝はい見けんいたしますわね」

　ルディアはじっくりと例の本を見た。付け足された例のページまで、丁寧に読み込んでいるようだ。

　ほどなくして、彼女は静かに本を閉じた。

「お兄さま……」

「なんだ」

「とても……気味が悪いです」

「!!」

　アランは思わず後ずさり、背中を書しよ棚だなにぶつけた。

　小さな本が一冊床に落ちたのだが、それを拾う余よ裕ゆうはなかった。

「結婚前から子どもの数まで決めているなんて、せいぜい十代前半の子までしか許ゆるされませんわよ。お兄さまの場合、結婚適てき齢れい期きの男性なのですし、実際にエデルさんという結婚を考えている女性もいるのですから……。『俺は子どもが五人は欲しい！　生み分けは以下略』なんて内容は重たいし、人によっては気持ち悪いと感じるでしょう」

「重たい、気持ち悪い」

「だいたいこのウェディングドレスの案はなんですの。ドレスメーカー三社のプレゼンですって？　もっとほかに考えることがあるでしょう。エデルさんが我が家の人間としてなじむためのレッスンや、靴箱館の管理の仕方をおぼえる方が先ではなくて？」

「それは……」

「自分に都つ合ごうのいい結婚の妄もう想そうばかりを書き連ねていては、さすがのおっとりしたエデルさんも気分を害するというものです」

　ぐうの音ねも出ない。アランはしどろもどろになりながらも、なんとか口を開いた。

「エデルに見せるつもりはなかったんだ。子どもの数や結婚式のことだって、こうなったらいいなという希望だけで、実行しようとしたわけじゃない。つまり、この書き込みは俺の一種のストレス解消法で」

「なかなか結婚を認めてもらえないので、書き込みをして甘い夢を見ていたというわけですのね」

「まぁ……そういうことだ」

　さすがにエデルに子どもの数まで押しつけるほど、アランとてひどい人間ではない。こういうのは神様の采さい配はい次し第だいであるし、子どもがひとりも産まれなくたって、アランは変わらずエデルのことを愛し続けるだろう。

「ならエデルさんにそのことを訂正しませんと。わたくしたち、リステリア行きがもう決まりましたのよ。一週間後にはここを発たちますわ。出発前に誤ご解かいを解とかなくては」

　思ったよりも早い日程だ。アランは唇くちびるを嚙かんだ。

「分かっている。とにかく、早めにエデルに伝えるつもりだ」

「エデルさんに何か気のきいたプレゼントのひとつでもお贈おくりになってね。花やアクセサリーや、旅りよ行こう鞄かばんでもいいですわ。すぐに役に立ちますし」

「さっそく用意しよう」

「やるならとことん派は手でにやりませんと。出発前に気分を害されたうえに、期待外はずれのプレゼントでごまかされたという印象を植えつけては大変です」

「そ、そうか。なら……この機会にプロポーズをするのはどうだ？」

「は？」

　ルディアはただ一言、冷たくそう言った。

「子どもの数と、結婚式のあれこれを書いた気持ちの悪い書き物を読まされたあとにプロポーズですって？　正気ですのお兄さま」

「いや……ただ離ればなれになる前に、どうしても指輪を……」

「それはお兄さまの都合です」

　ぴしゃりと言い放たれて、アランはもうむやみに自分の考えをしゃべるまいと決めた。

「とにかく、エデルさんをいたわること。正直に、今の、ありのままのエデルさんを愛していると伝えること。昨日読ませてしまったものはすべてお兄さまの夢物語であり、現実は別であるときちんとわきまえていること。しっかりとお伝えになってくださいまし」

「分かった」

「あと……こちらを参考に」

　ルディアは例の本のページをぱらぱらとめくり、アランに差し出した。

【彼女を喜ばせたい！　そんなあなたのためのサプライズ案をご用意しました。喧けん嘩かのあとの仲直りの際にお使いください】

「お兄さまのためを思って、少し厳しく意見してしまいましたが……お兄さまが素す敵てきな男性だということは、妹のわたくしが保証いたしますわ。お兄さまに圧倒的に足りないのは経験──それを補おぎなうのは、先人の知恵です。この指南書は知恵の結晶ですわよ」

「ありがとう。参考にしておく」

　エデルの出発は一週間後だ。すみやかに誤解を解かなくてはならない。

　アランはすぐさま準備にとりかかることにした。
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　エデルは真っ白なデザイン画を見下ろしていた。

　出発前にダリアの靴のデザインをあげておこうと思ったのに、何も思い浮かばない。

　向かいの席でヒールを削けずり出していたセスが、くすりと笑って言った。

「苦戦してるね。ダリアさまの靴だろう？　ジジに聞いてみたら？」

　いつもダリアの靴を作っているジジなら好みも分かるだろう。彼女は靴を作りに来たわけでなく、エデルのことを知るためにガラスドームに来店したので、すばらしい靴などは求めていないかもしれないが──。

「自分で……やってみたくて。でも、セスさんの言う通り苦戦しています」

　しかし、八割は不変、二割は斬新……。

　もしかして、何か高度なたとえなのだろうか。貴族階級の人なら誰だれでも知っている詩や物語になぞらえたものだったり……。

　見当違いな靴を作っては、ダリアはがっかりするだろう。

　不変にたとえていたのはこのガラスドーム。斬新と言ったのはリリーローズの作ってくれたハーブティ、そしてエデル……。

（貴族の方の言う不変というものが、私には分からない……）

　ダリアがエデルのことを知ろうとするように、エデルもまた彼らのことを知らなくては、この靴は作れないのかもしれない。

　貴族の令嬢を接客することならあるが、それだけではきっと足りない。もっと彼らの本質を知らなくては……。

「貴族の方について知るには、どうしたらいいんでしょうか……」

　エデルがぽつりとつぶやくと、セスは目をまばたかせた。

「エデルが一番近いところにいると思うけど。アランさんと一緒のお屋敷に住んでるじゃない」

「そう……なんですよね」

　それなのに分からなくなってしまうとは。もしや日頃から自分はぼんやりと日々を過ごしてしまっているのだろうか。

　エデルが悩み始めると、セスが肩をすくめた。

「こういうのは僕らに聞いても仕方がないよ。僕たちも労働階級だしね」

「あの……参考までに聞いてもよろしいでしょうか。もしカラバ女おんな侯こう爵しやくなら、不変とは何と答えるでしょうか」

　セスの想い人であり、彼を保護していたシエルナの女侯爵、ビオレッタ・カラバ。魔術師の靴の回収の際、彼女はエデルたちの力になってくれた。

「ずいぶんぼんやりとした質問だね。それがダリアさまのオーダー？」

「はい……」

　セスはしばし考えてから、答えた。

「あの人にとって、不変は存在しないと思うよ。何せ自分が姿を変えて、歴史を変えて生きてきた人だから。あえて言うなら、街を愛する気持ちだけは、どんなときも変わっていないものだと思うけど」

　カラバ女侯爵は、もともとは粉ひき職人の娘だった。猫の靴の力で変身の能力を得て、親友の代わりに街を治おさめてきたのだ。

　不変とは、人によって意味が違うものなのかもしれない──。ではダリア・ディセントにとっての不変とは？

（ダリアさまに直接聞いてみるのが、一番早い。でもそれならオーダーのときに私に伝えてくれたはずだ）

「エデル、ルディアさまとリステリアに行くんだろう？　ちょうどいいじゃないか。そこでいろいろ勉強してくれば」

　ジジがにこやかに言った。

「リステリアはいいぞ～。私も子どもの頃はよく湖に釣つりに行ったり森にリスを探しに行ったりしたからなぁ。まぁさすがにドレスを着てそんなまねはできないだろうが、少なくとも空気はいいしな。いきなり王都で息のつまる宴えん席せきに出るよりは気楽だと思うよ」

「ジジさん……リステリアによく遊びに行かれたのですか？」

「いや、私はリステリア出身なんだよ。ディックも五歳まではそこで育った」

　初耳だった。てっきり、ジジやディックはカンディナールで生まれ育ったと思っていた。

　ディックが意い気き揚よう々ようと口を開く。

「といっても、おれはあんまり記き憶おくにないけどな～。何せおれは、五歳にして伝説の靴職人になると決めていたし！　カンディナールに骨ほねをうずめる覚かく悟ごでいるんだぜ！」

「ディックは三歳の頃、ふざけてたら湖に落ちて……城下町の男おとこ衆しゆうが次々と湖に入って救出活動をするという大おお騒さわぎをしでかしてな」

「お、おぼえてねえし」

　幼おさない頃の恥はじを持ち出され、ディックは唇をとがらせた。

「まぁ伝説の人物には、幼い頃はやんちゃだったっていうエピソードがつきものだからな。そのうちおれが歴史をすばらしく塗ぬり替えるから」

「ディック、じゃあこの縫ぬい取りの早さで歴史を塗り替えよう」

　セスがさりげなくディックに仕事を勧すすめている。

「あの……私とルディアさまは、ステイシア城というところに滞在するようなんです。ジジさんは何かご存じですか？」

「ああ……ステイシア城ね……」

　ジジはもったいつけるようにして言った。

「あそこは、かなりやばいぞ」

「……？　と、言いますと……？」

「出るんだよ」

「出る」

　何がでしょう、とエデルがたずねる前に、ジジは声を低くしてしゃべりだした。

「幽ゆう霊れいだよ。二百年前の洪こう水ずいで亡くなった人たちの幽霊が、わんさかね～」

「ひぃ」

「当時のステイシア城は住民に避ひ難なん場所として開放されていたんだが、間に合わずに息をひきとった住民たちがな……自分が死んだことも分からずに、城に行けば助かると思っていて……未だに夜な夜な城に集まるって噂うわさだよ……」

「そっ……そうなんですか」

（ダリアさまはそんなこと言っていなかった気がするけど、魔術師の靴の仕し業わざとか……？）

　エデルが急に考え込んでしまったので、ジジはあわてた。

「すまんすまん、怖かったか？」

「えっと……あ、洪水で亡くなった幽霊がたくさん出ることを教えていただいて、ありがとうございます」

「エデル、意外と怪かい談だんは平気なんだな……」

　ジジが半ばがっかりしたような反応をして、肩かたをすくめた。

「まぁ、今のはリステリアの子どもたちに古くから伝わる、おきまりの怪談だけどな。実際あの城に入ることができるのはコーディナル家の人たちとその使用人、招待された者だけだから。本当に幽霊が出るかどうかっていうのは誰にも分からないよ」

「ジジさんは、コーディナル伯爵家の方とお会いしたことはあるんですか？」

「ないよ。だが長男のレオン・コーディナルは家か督とくを継がないようだと噂で聞いたね」

　幽霊のことは気にせず社交をがんばってくればいいさ、とジジはしめくくって作業に戻った。

　ステイシア城。乙女の会。幽霊が集まる……。

　貴族のお嬢さまたちと社交をして、不変と斬新について、勉強もする……。

　ディセント家とは疎遠のコーディナル伯爵家。家督を継がない長男。

　一ひと筋すじ縄なわではいかないかも、とエデルはため息をついた。
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　エデルはアランの部屋の前に立ち、丸めた手をかざしたが、迷ったようにその手を下ろした。

（アランさま……もう三日もお会いしていない。ずっと具合が悪いみたい）

　明後日あさつてには、エデルはこの屋敷を発つ。挨拶だけでもしておきたいのに、このままでは会えずじまいかもしれない。

　エデルは、本の内容を見てしまったことを謝っておきたかったのだ。

（もしかして……私、嫌きらわれてしまったのでは）

　さあと血の気がひいた。今まで、なぜその可能性に思い至らなかったのだろう。動揺してあとまわしにしてしまったが、すぐに本のことは謝しや罪ざいするべきだった。

　エデルは悩んだが思い切って、扉をノックした。

「誰だ？」

　澄すんだ声が返ってくる。

「あ……アランさま、エデルです」

「エデル!?」

「あの……お会いしたいです。だめでしょうか……」

「だ、だめじゃないが……少し待ってくれ」

　ばたばたとあわただしい音が聞こえて、エデルは目をしばたたいた。いつも落ち着いている彼らしくない反応だ。

　扉がほんのわずか開いて、アランはそこに体をすべりこませるようにしてエデルの前に現れた。

「……すまない。少したてこんでいるんだ」

「そ、そのようですね」

　アランの顔は心なしかげっそりとしていた。具合が悪いというのは本当なのかもしれない。クラヴァットもむすんでおらず、シャツに上着を羽は織おっただけだ。

「あ、あの。シャツの襟えりのところが少し……汚れているようですが」

「あ、ああ」

　灰色の塗と料りようのようなものが付着しているが……いったいなんなのだろう、とエデルが触ろうとすると、彼は後ろへ下がった。

「いい、あとで洗せん濯たくさせるから」

「すみません」

「どうした。何か困ったことでも？」

「あの……この間のこと、本当に申し訳ありませんでした。アランさまの大事なご本を読んでしまいまして……」

「あ、あれのことか……」

　アランが決まり悪そうに言ったので、エデルはあわてた。

「あの。どうしても、リステリアへ行く前にアランさまに伝えておきたかったんです。お疲つかれのところ、わざわざ出てきていただいて申し訳ありませんでした」

　エデルは口をつぐんだ。

　ここで自分の部屋に戻ればいいのだが、なんだか離れがたかった。

　このお屋敷に引っ越してから、毎日のように食事や出勤を共にしていたせいだろうか。アランと一緒にいられないことが、ひどくこたえる。

「……エデル？」

「あの……この間、アランさまがおっしゃっていましたね。ここ最近は一緒にいられないことが多いって。あのときはそうだったかな……と思ったのですが」

　エデルはひと呼吸おいてから続けた。

「今は、アランさまのお顔を見られなくて寂しいです。これからまた、お屋敷を離れなくてはいけません。あの……ほんの少しでいいですので、わがままを聞いてもらってもいいですか？」

　アランはあっけにとられたような顔をしていたが、エデルに「なんだ？」とたずねてくれた。

「出発前にもう少しだけ……ほんのわずかな時間でいいんです。一緒にいられる時間をくださいませんか？」

　アランは迷ったような顔をしてから、言った。

「本当は出発の日までに間に合わせて、お前に贈おくるつもりだったんだが」

「……はい？」

「この進しん捗ちよく状じよう況きようだと間に合いそうにない。途中だが今見せる」

　アランはエデルの手を引いて、自みずからの部屋の扉を開けた。

（絵の具の匂におい……）

　窓が開いている。ふわりと白いカーテンが舞い、そこには画架イーゼルがたてかけてあった。

　アランはエデルを、そのイーゼルの前に立たせた。

　椅子に座っている女性の……絵だ。たぶん。

　顔はまだない。灰色と桃色をまぜたかたまりのような絵の具が、髪の毛のところにべたりとついている。

「俺はこれを始めて……自分に絵心がないことに気がついた」

「え、えっと」

「これの前には詩を書いた。そこにある紙の束たばがそうだ」

「わあ、こんなにたくさん」

「どれもしっくりこなくて未完成だが……。その詩に乗せる曲ができなかったので、絵に変更したのだがうまくいかなくて」

「どうされたんですか？　アランさま。どこかに発表なさるのですか？」

「お前にプレゼントしたかったんだよ。最高のディナーと世界にたったひとつの、手製のプレゼントが、気持ちを伝えるのに最適だというから……」

「えっ」

　エデルは驚おどろいた顔をした。

「だが俺は誰かにものを作ってもらうことはあっても、自分で作ることはほとんどなかった。何が向いているのか分からないから、本に書いてあったものを手当たり次第……」

　アランはエデルの手をとった。

「この間はすまなかった。気分が悪くなるような書き込みを見せて。あ、あれは俺の本心では……あるのだが、そうではなくて」

「は、はい」

「お前を困らせるつもりはなかったんだ。許してほしい。えっとだな、その……お前はきれいだ」

「へ!?」

「俺の理想を体現したような女性だ」

「そんな」

「それから……えっと、なんだ。すまない、本番が今日くるとは思わなかったから、じっくりと考えられなかった」

　アランはまごまごしていたが、はっきりと言った。

「とにかく、そのままのお前が好きだ。だからいろいろと、将来のことで不安にならないでくれ。あの書き込みのことは気にする必要はない。今のお前が、一番好きだ。いつどんなときでも」

「あ……あの……」

　アランが真剣な顔つきをしていたので、エデルは顔を火ほ照てらせて、上ずった声をあげた。

「ありがとうございます。私、そう言っていただけて、とても幸せ者です」

　嫌われたわけではなかったらしい。エデルはほっと胸をなでおろした。

「あの……この絵は、もしかして私ですか？」

「よく分かったな。お前の魅み力りよく的てきなところをキャンバスに描えがこうとしたのだが、俺の頭の中のイメージに対して、手がついてこないんだ」

「この絵も……完成したら私にくださる予定だったのですか？」

「まぁ、この通りなのでプレゼントはまた別のものになるだろうな。絵が欲しいのか？」

「アランさまがくださるものなら、なんでもうれしいです。あの……もし可能でしたら、一緒にアランさまも描いてください」

「俺も？」

「はい。旅に行くとき、アランさまの小さな肖しよう像ぞう画ががあったらうれしいなって。これを見て思いました。寂しかったら絵を見ればいいですから」

　アランはふいっとエデルに背を向けてしまった。

「……俺が描いても、たぶん俺にそっくりにはならないぞ。それなら専門家に任せた方がいい」

「え、あの……そうですか……それではリステリアに行くまでに間に合いませんね」

「あちらへ行っても、俺のことを考えてくれるのか？」

「もちろんです、アランさま」

　アランはしばらく考えてから、しゃがんで靴ひもをほどき始めた。

「大丈夫。いつも手入れをしてもらっているからきれいだ」

　彼はそれを、エデルの手首にあててみせる。

「何か装飾品を贈ろう」

「あの」

「何か飾かざるものを贈るから、この靴ひもに通して、いつも持っていてくれ。身に着けなくて構かまわない。旅行鞄にでもつるしておいてくれ。俺の代わりだと思って」

　アランはエデルの手首に靴ひもを巻いてくれる。

「やっぱり……きちんとしたブレスレットの方がいいな。お前の手首は華きや奢しやすぎる」

「私はうれしいです、アランさま」

「旅行鞄につけてくれ。靴ひもを手首に巻きつけていたら、ルディアが怒おこるだろうから」

　アランははっとしたような顔になった。

「それから、カフスボタンと、ハンカチと……」

「アランさま？」

　がたがたとクローゼットの引き出しを開けて、アランは何やら物色し始めた。

「それから俺のシャツと、いろいろ……」

「あ、あの。靴ひもだけで大丈夫です」

「そうか？」

「はい。ほかのアランさまは、帰ってからのお楽しみにしておきます」

「それならいいんだが」

　アランは不ふ承しよう不ぶ承しよう引き下がった。エデルはほっとした顔になる。

　自分がアランのものをたくさん持って行ってしまっては、彼が困るだろう。

「俺も、お前のものが欲しい」

　アランが改まったように言ったので、エデルはきょとんとした顔をした。

「えっと……何がよろしいでしょうか。たいしたものは持っていないのですが」

「た、たとえば、髪についているリボンとか」

「これですか？」

　エデルはしゅるりとリボンを解いて、アランに手渡した。

　そういえば前にもこんなことがあったような気がする。

「あ……レイさんも、最後に私のリボンを持って行かれました」

「え？」

「お別れのときに。不思議ですね。たいしたものではないのに、なぜリボンを望まれたのか……」

　アランは手元のリボンをじっとにらみつけると、言った。

「やっぱりエプロンもよこしてくれ」

「えっ？」

「レイと同じでは納なつ得とくいかない。エプロンも俺に渡してくれ」

「で、でも作業用のエプロンですし、あんまりきれいでは……」

　アランはすごんだ。

「いいから、エプロンを渡すんだ」

「ひ、ひぃ。分かりました」

　エデルは自室から比ひ較かく的てききれいなエプロンを持ってくると、アランに渡した。

「……これでいいな」

　アランはようやく気持ちが落ち着いたのか、エプロンとリボンをそろえて机の上に置いた。

「エデル、気をつけて行ってきてくれ。俺も当主の引き継ぎを受けて、正式に伯爵になる準備をする。お前を伯爵夫人にするために、がんばるよ」

「あの……ご無理だけはなさらないでくださいね」

「無理はしていない。大丈夫だ」

　アランの顔色が優すぐれないようなので、エデルは心配になった。当主の引き継ぎとは、それほどまでに大変なことなのだろうか。それとも何か別に、彼には心配ごとがあるのだろうか。あるいは、手製のプレゼントのことで無理をしすぎたせい……？

「リステリアへ行く準備はできたか？」

「あ、はい……。そういえばジジさんはリステリア出身なのですね。存じ上げませんでした」

「たしかそうだったな。何か話を聞けたか？」

「はい。ステイシア城には幽霊が出るそうです……」

「幽霊？」

「洪水で亡くなった方の幽霊だそうで。魔術師の靴に関係しているかどうか、見てこようと思います」

　アランはちょっと待ってろ、とドゥーガルドの手しゆ記きを取り出した。

「幽霊が出る靴の記述は、ないようだな……」

　手記をめくりながらつぶやく。

「何か対策を講じておいた方がいいかもな。幽霊の苦手なものを持って行くとか」

「幽霊は、何が苦手なんでしょう」

　アランは書棚から何冊か本を取り出した。オカルトに関係するものばかりだ。

「魔術師の靴の回収の際に役立つかと思い、数冊は手持ちがあるんだが」

「すごいですね。拝はい見けんしてもよろしいですか？」

「一緒に記述を探そう」

　ふたりはソファに座り、本のページをめくり始めた。

「呪じゆ文もんを唱となえるというものがありますが、これは特定の幽霊でないと意味がないみたいですね」

「ステイシア城に出るのがその幽霊とは限らないからな……」

「にんにくが効きくみたいですが」

「それはおそらく幽霊でなく吸きゆう血けつ鬼きだな。持って行くと臭くさいぞ」

　アランは手を止めて言った。

「これではないか？　幽霊が苦手な想像をしたり、話をしたりすること」

「幽霊が苦手な想像……？」

　エデルはアランの本をのぞき込んだ。

　たしかにそのように記しるしてある。たとえば、太陽の光や祈りで悪あく霊りようが浄じよう化かされるイメージを思い浮かべたり、生者の欲望を想像したりすること。また、想像だけで幽霊が立ち去らない場合、わざと幽霊の苦手な話をしてみること。おいしい食事の話や猥わい……

　アランは突然本を閉じた。

「あの……？　猥わい談だんとは、どのような話なのでしょうか？」

「……た、たとえばだな。男女のあれこれとか」

「あれこれ……」

「……よし、今のは忘れていい」

　エデルは改めてたずねた。

「男女のあれこれとは、私とアランさまのことをお話しすればいいんでしょうか？」

「えっ……それはだな……」

「アランさまと一緒にお散歩をしたり、ごはんをいただいたときのことなどでいいんでしょうか？」

「そ、そうだな。まさしくそれだ」

「でも、それって猥談なのでしょうか……？」

「違う。むしろ俺たちは、上品で清きよい付き合いをしている」

　アランがきっぱりと言ったので、エデルは首をかしげた。

「分かった。俺たちが仲良くしているところを想像し、滅ほろびよ！　と言うことだ」

「は、はい」

　想像と言葉のイメージの乖かい離りが激しい気がしたが、エデルはとりあえずうなずいてみせた。

　幽霊のことはさておいて、ステイシア城で困ったことに直面するとしたら、それは貴族階級の人間との付き合い方だった。

「あの、アランさま。アランさまにとって不変と斬新とはなんですか？」

「不変と斬新？　それは謎なぞかけか何かか？」

　アランの反応をみるに、ダリアの宿題はどうやら有名な詩や物語になぞらえた問いかけではないらしい。

　エデルがわけを話すと、ああ、とアランは納得した様子になった。

「母さんはいつもよく分からないことを言い出すからな」

「そ、そうなのですか」

　アランさまとよく似ていらっしゃるのかもしれない……と思ったが、エデルは黙だまっておいた。

「俺にとって不変とは……もう起こってしまって変えようのないことだな。たとえば過去の出来事とか。斬新というのはどういう風にとらえるかによるが、今までにないものを思い切って取り入れたときじゃないか？　思いつきではなく、思い切って、取り入れたとき……」

「思い切って……」

「今までのやり方を変えるには覚悟が必要だからな」

　たしかに、アランの言う通り過去は変えられない。また新しいことを始めるには覚悟が必要である。

「参考になりそうか？」

「はい、とてもためになりました。ありがとうございます」

　エデルが笑顔になると、アランも安堵したような表情になった。

「しばらくお前の顔が見られないと思うと、つらいな。だが耐たえなくては。あちらでよその男に言い寄られても、きっぱり断るんだぞ」

「私を誘うような人は、きっといらっしゃいませんよ」

　何せ隣となりにはルディアがいるのだ。どんな男性も彼女の美しさに夢中になるに違いない。

「そんなことはない。お前は自分のことを過小評価しすぎだ。俺は、いつだってお前のことを一番愛らしいと思っているし、本当は社交の場になんか出さず、ずっとこの屋敷に隠かくしておきたいくらいだ」

「そ、そんな……」

　エデルが顔を赤くしてもじもじすると、アランはそれを指摘するように言った。

「ほら、そうやってすぐ赤くなる。それが隙すきだと言うんだ」

「えっ」

「もっと顔の色味を調整できるようにならないと、すぐ男につけいられるぞ」

「色味を、調整……？」

　アランは教師のような口調になって言った。

「エデル、山に住むウサギは、冬になると白い毛に生はえ替わるんだ。どうしてだか分かるか？　雪で真っ白になった景色に紛まぎれることで、外敵から身を守るためだ」

「は、はい」

「お前もそれくらいの用心深さが必要だ。俺以外の男が近づいてきたら、顔を赤くしたり、笑いかけたりせず、相手を冬山だと思って接しろ」

　相手を冬山だと思って……。

　エデルは困こん惑わくした。

　アランは大切なことを伝えるように、重々しく口を開いた。

「換かん毛もう期きを迎えろ、エデル」

「かんもうきを」

「身を守るために毛の色を変えろ。そうすればお前は、仮装のフードなどかぶらずとも、どこまでも隙のないウサギだ。換毛期を意識するんだ。分かったな」

　エデルはおずおずと言った。

「でも……私、アランさまだから、どきどきして顔が赤くなっちゃうと思うんです。ほかの男性と話しても、こんな風にはなりません。だから……きっと大丈夫です」

「……そうか。ならばいいのだが」

　アランは咳せき払ばらいをした。

「あちらへ行って、困ったことになったらルディアを頼れ。それでもだめなら、俺に手紙を書け。どうしても無理ならカンディナールに帰ってこい。父さんや母さんが何を言っても、俺はお前の味方だ」

「私、がんばります。帰るときはお役目を終えたときです」

　エデルは、逃げ帰るつもりはなかった。ダリアが自分のことを見てくれるというのだから、その厚意を無む下げにするつもりはない。

　話を終えて、自室に戻もどろうとするエデルの手をとって、アランはしばし黙りこくった。

「アランさま？」

　アランは迷まよったように口を開けたり閉めたりしていたが、思い切ったように言った。

「しばらくの間、俺たちは離ればなれになってしまうから……でも挨拶のキスはしないと約束したから、それ以外の……だな」

「は、はい」

「抱だきしめてもいいか？」

　エデルはびっくりして、目を見開いた。

　彼に抱きしめられたことは、これまでに何度かあった。でもそれは感情が高ぶっていたときのことで、こうしてたずねられたのは初めてだ。

　アランは少しだけ不安そうな顔をして、エデルを見ている。

　彼を安心させてあげたい──と、エデルは思った。

「はい、アランさま」

　エデルが返事をすると、アランの手がのびてきた。エデルは彼の肩に頰を寄せた。心臓がうるさく高鳴っているのがきっと伝わってしまっているだろうと思ったが、もうどうしようもなかった。

（ずっと、こうしていられたらいいのに……）

　エデルはそう思ったが、口には出さなかった。ずっと彼の腕の中にいられないことは、何より自分がよく分かっている。

　エデルは親鳥に甘える雛のようにぴったりとくっついていたが、アランが深く息をついたのを合図に離れた。

「行ってきます、アランさま」

「ああ」

　覚悟を新たに、エデルは顔を上げる。そんな彼女にアランは微笑みかけた。
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　リステリアは、ひときわ大きな古こ城じよう──ステイシア城のそびえる街だった。城を取り囲む外壁、そしてそれに沿うようにして延のびる街並み。王都ほどの都会ではないが、城下町はにぎやかで、街の人間の気質はのんびりとしているようだ。

　乙女おとめの会は明日からだ。コーディナル家の使用人に城の離れに位置するゲストハウスに案内され、そう説明を受けた。初日から城に入れると思っていたエデルたちは拍ひよう子し抜ぬけしたが、気を取り直して街の散さん策さくに出ていた。

　白くて太めの猫が、わきを通り過ぎてゆくのを見届けると、ルディアは言った。

「素す敵てきなブレスレットですわね、エデルさん」

　エデルは顔をほころばせた。

「アランさまがくださったのです。靴くつひもと飾りチヤーム……」

　エデルの手首に巻きつけられたのは、黒い靴ひもだ。細い靴ひもを二重に巻き、そこに飾りチヤームを通してぶらさげてある。

　しずく型にカットされた小ぶりのアメジスト、紫むらさきがかったパール、金きん細ざい工くの台座に乗せられたラベンダー色の翡ひ翠すい。

　出発の日、アランは宝石箱の中に、細やかな石をたくさん入れてくれた。

　エデルは道中それに手を加えて、ブレスレットをこしらえたのだ。

　色が統一されているのは、おそらくエデルが持っている母の形見に合わせてくれたからだろう。胸むな元もとに光るアメジストのブローチと、調和がとれている。

「まぁ、とても靴ひもには見えないですわ」

「本当は、手首でなく鞄かばんにつけるといいと言われたのですが……」

　エデルはおそるおそる付け加えた。どうしても肌身離さずつけていたかったので、手首につけてしまったのだ。

「お兄さまの靴ひもですのね。お兄さまったら、もっと良いものを贈おくればよかったのに」

「あの、私にはもったいないほどのお品なのです」

「もったいなくはないですわ。あなたは未来のディセント伯はく爵しやく夫ふ人じん、そして私のお義ね姉えさま。今日のドレスもよく似合っていてよ。新しいものを仕立てる時間があればよかったのだけれど」

「いいえ。素敵なドレスを貸していただいてありがとうございます」

　クリーム色のドレスは、袖そで口ぐちと裾すそにフリルがたっぷりあしらわれている。少し幼おさないデザインなのは、ルディアが十四歳のときに着ていたものだからだ。

　エデルとルディアは同い歳だが、悲しいことに、ルディアの方が大人っぽい体つきをしていた。ルディアが最近仕立てたものを借りるには詰つめ物をたくさん入れなくてはならなかったのである。

　ルディアは微笑ほほえむと、改めて口を開いた。

「エデルさん。これからわたくしたちがたずねる、コーディナル家について説明をいたします」

　エデルはポケットからメモを取り出そうとして、ふと気がついた。今は職場ではない。メモは自室の引き出しの中だし、ポケットのあるエプロンはアランが持っている。

「今回ご招しよう待たいいただきましたのは、コーディナル家のご令れい嬢じよう、マリーさまの主しゆ催さいする乙女の会です。マリーさまは現在二十一歳、社交界デビューは済ませておりまして、わたくしとも面識がございます。会うたびに乙女の会に参加したいと伝えつづけてようやく今回かないました」

「は、はい」

　精せい一いつ杯ぱい暗記しようと、エデルは注意深く話を聞いた。

「乙女の会の概がい要ようは？」

「ダリアさまから、少し」

「よろしいですわ。乙女たちのお悩なやみ相談会ですわね。そこに魔ま術じゆつ師しの靴が関わっていないかを調べるのがわたくしたちのお仕事です」

　ルディアがマリーと出会ったのは数年ほど前。

　園えん遊ゆう会かいでの出来事だ。

　以前からマリーに興味を持っていたルディアは、ここぞとばかりに彼女に近づいた。なんといっても、ステイシア城の持ち主、コーディナル家のご令嬢だ。

　マリーは相続人となったことで、新しい人脈を増やしておきたい時期だった。それまでなぜか社交界と疎そ遠えんだった彼女も、こういった集まりに足を運ばざるを得なくなっていたのだ。ふたりの利害は見事に一致したのである。

　昔は昔、今は今。わたくしたちの時代ですもの、せっかくですから仲良くいたしましょう──というルディアの言葉に、マリーはうなずいてみせた。

　マリーから乙女の会について知らされたのは、しばらく経たってからだった。年に一回、別荘地で開く秘密の会があると。会員制で人数に制限があるが、次の会ではきっと招待できるはずだと。

　そうして、ルディアはシンデレラが亡なくなったのちにステイシア城に訪おとずれた、初めてのディセント家の人間となった。

　エデルはぎゅっとこぶしを作って、山の上にそびえる城を見つめた。

　何ごともなければいい。その報告を持ち帰りたい。

「ステイシア城は何度も改装を繰くり返され、祖先が知っていたときのような城ではなくなっております。改めてわたくしの代で調べて、危険がないことをたしかめておきたいところです。またこのいわくつきの城で行われる乙女の会が、健全なものであると結論を出したいと思っております」

　ルディアは城を見上げながら続けた。

「乙女の会についてですが、会長のマリーさまご自身にお悩みがあるかどうかは、わたくしにはまだ分かりません。ただこのような会を開くきっかけに何かヒントがあるとは思いますわ。人脈作りにしては、会の内容が秘密主義ですから……」

「そうですね……」

　匿とく名めいとはいえ会員は悩みを明かし、集団でそれを解決してゆくのだ。信頼できる者同士でしかできないだろう。

「マリーさまの家族構成をご説明しますわね。両親とお兄さまがひとり、ごくごく一般的なご家庭です。わたくしと同じ家族構成ですわね。ですがわたくしと異なる点があります。お兄さまとマリーさまは、お母さま違いの兄きよう妹だいだということ。マリーさまのお兄さま、レオンさまは愛人の子であり、それを理由に相そう続ぞくを放ほう棄きしておられます」

「相続を放棄……。では、次のコーディナル家を継つぐ人は？」

「現時点では、マリーさまの夫になります。男性の方が相続順位は優先されますから。相続放棄をきっかけに、レオンさまは長く家を空あけるようになり、女性関係にだらしなくなられたとか。マリーさまにお悩みがあるとしたらこのようなところでしょうね」

　本来、相続放棄とはそう簡単にできるものではない。コーディナル家には男子がレオンしかいないのだから、よほどの覚かく悟ごで家か督とくを継がないことを決めたのだろう。レオンは母の連れ子ではなく、現コーディナル伯爵の血を受け継いでいるというのだ。

　レオンは現在文ぶん筆ぴつ業ぎようをしながらこのステイシア城に暮らしているが、妹の結婚を機に母親の姓を名乗り、城を出るつもりであるらしい。コーディナル家と縁えんを切ることが決まっているのだ。

　妹に次の伯爵位を譲ゆずり渡わたした兄。マリーの心情はどのようなものなのだろうか。

「もし……ルディアさまがマリーさまと同じお立場でしたら、どのように思われますか？」

「なんて無責任な、と憤いきどおるかもしれません。子どもの頃に家督を継がないと決まっているならまだしも、レオンさまは成人するまでに次の当主になるべく教育は受けていたはずですもの。わたくしのお兄さまがもし相続放棄なんてなさったら、お顔をぶってしまうかもしれませんわ」

「えっ」

「そして正気に戻ってもらいます。家を守ることの大切さを思い出していただかなくては。祖先がすべてを懸かけてつないできた家ですもの」

　エデルは、貴族にとって血筋や家柄は、ときに財産よりも大切であるということをルディアに教わった。

「財産は労働者階級の方でも知恵と工夫で築きずくことができるでしょう？　それはすばらしいことだと思いますわ。でも血筋だけは、どうにもならないものなのです。神さまがお決めになったことですから」

　家を守ることを放棄した兄の代わりに相続人となったマリー・コーディナル。

　マリー本人に会ってみないと分からないが、彼女の家庭は難むずかしい問題に直面しているようだ。

「もちろん、マリーさま以外の方が魔術師の靴の被ひ害がいに遭あわれる場合もあります。出席者それぞれの情報を集めていかなくてはいけません」

「大変ですね。私たちをのぞけば、十八人のご令嬢……全員分ですか？」

「もちろん。でも本命筋はマリーさまです。ほかの十八人に関しては、実はわたくしのもとにある程度の情報が集まっているのです」

「どうやって、そんなにも情報をそろえることができたのですか？」

　後こう学がくのためにもぜひ聞いておきたい。エデルがたずねると、ルディアはその神しん秘ぴ的てきな瞳ひとみを細めた。

「エデルさん。わたくしは伯爵令嬢で、美び貌ぼうのお兄さまがおります」

「ぞ、存じております」

「みなさんわたくしとお近づきになりたくてたまらないのです。パーティに顔を出せば、わたくしの妹のような存在になりたがるおませなご令嬢、わたくしの良き姉のような存在となりたがる、少しあつかましいご令嬢、さまざまな方から『友人関係』を求められます」

　つまりは、アランの妻の座をねらう野や心しんたっぷりのご令嬢たちは、妹のルディアを介かいして目的を遂とげようとしているのだ。

　一時は社交界で不動の人気を誇ほこったシレーヌ・クラウデッドの名がアランの婚こん約やく者しや候こう補ほとしてあがったため、令嬢たちは大人しくなったのだが、最近はまたルディアにアプローチしてくる女性が増えたらしい。

「乙女の会についてマリーさまからお伺いした時点で、会員の令嬢にある程度あたりはついておりました。社交界でおしゃべりをしながら、コーディナル家の別荘へ招待されたことがあるご令嬢を捜し出したのです」

　会員限定の秘密の会なのだから、ご令嬢たちも乙女の会について簡単に口を割ったりしない。けれど「別荘地へ行ったことがあるか」という質問になら、彼女たちは警戒せずに答える。おまけに令嬢たちはアランに興味津々なので、ルディアとは親しくしておきたい。彼女の質問にはできるだけ正直に、かつ詳しく答えてくれるというわけだ。

「別荘地へ招待された方が全員乙女の会の会員とは限りませんが、それでも標的は絞れました。会員の数は二十名とマリーさまから聞いておりましたので、こちらとしても調べやすかったのです」

　ルディアはその後、少女たちと表向き「仲良く」することで、彼女たちの素す性じようを調べた。会を構成しているのは十五歳から二十二歳までの年若い女性で、社交界デビューしたばかりの者から既き婚こん者しやまで、それぞれにそれらしき悩みはあった。

「たとえば意中の男性が見つからない、親の決めた婚約者が気に入らない、夫となった人に不満がある、親が思っていたような嫁よめ入いり道具を用意してくれなかったなどですわね。ご本人からしてみれば、それなりに深しん刻こくな悩みです」

「は、はい」

　エデルもアランとの結婚に悩んでいるので、ことの深刻さはよく理解できた。

「全員を洗いざらい調べて、まったく魔術師の靴と関係がないと決断をくだすのは難しいと思います。けれど彼女たちの中で変わった靴を履はく者や、身内に不幸があった方、お怪け我がをされた方などは見つかりませんでした」

　魔術師の靴は人を不幸にする靴だ。靴を履けば摩ま訶か不ふ思し議ぎな現象が少女を取り巻き、その犠ぎ牲せいを生み出す。

「あとはマリーさま……ということですか？」

「ええ。マリーさまは基本的にご自分のことを熱心にお話しになるような方でもありませんし、わたくしと親しくなりたがる方でもありません。社交界でも控ひかえめで、噂うわさのたつご令嬢ではありませんの。ですが幽ゆう霊れいの噂はもちろん、彼女のお兄さまの放ほう蕩とうと相続放棄の件、これも不幸のひとつと考えることもできるわけです」

　ルディアは今回の滞たい在ざいで、標的を絞るならマリーだという。

「わたくしたちで、ぜひマリーさまと仲良くなりましょう。エデルさんは、わたくしの良き友人ということで紹しよう介かいさせていただきますわ」

「は、はい」

　ルディアと自分を比べれば、あきらかにつりあっていないのが分かるので心配になった。ドレスを着ても、彼女にふさわしい友人のようには見えない。

「大丈夫でしょうか……」

「自信をお持ちになって。あなたはとてもチャーミングですわ」

　エデルは不安な気持ちを振り払うように、ぎこちなく笑ってみせた。
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　ステイシア城は石造りの堅けん牢ろうな城だった。天てん井じようが高く、廊ろう下かには大きな古めかしいランプがつり下がっている。窓をしめきってしまうと、不思議と風の音もいっさい聞こえてくることはない。

　エデルは緊きん張ちようした面おも持もちで、ルディアの少し後ろを歩いていた。

「ずいぶん静かですのね」

　響ひびくのはルディアやエデルのヒール靴の音だけだ。使用人たちはみな、かかとの低くやわらかい革の靴を履いていて、音を立てないようにして歩く。

「この城は嵐がきても大丈夫なようにとことさら頑がん丈じように建設されましたので、窓を開けない限りは外の音が聞こえることがありません」

「嵐がきても本当に大丈夫ですの？」

「幸い、今まで大きな被害に遭ったことはありません。荒野で有名なカンバスほどの嵐に対応できるかは分かりませんが、それでも十分安全だといえるでしょう。二百年前の洪こう水ずいの際は領民たちの避ひ難なん所じよとなりました」

　エデルは思い切ってたずねてみた。

「洪水の被害者の幽霊が出ると聞きましたが……」

　マリーの侍じ女じよはつめたく言い放った。

「ここにお勤つとめして十八年となりますが、そのようなものは一度も見たことはありません」

　ということは、噂はまやかしであったのだろうか。そうでなければ、客人に幽霊の話を語ること自体、禁じられているのかもしれない。

　壁かべかけ式の花か瓶びんには、みずみずしい薔ば薇らの花がいけられている。摘つみたてのものだろう、エデルが通り過ぎると、ふわりと良い香りがした。

　よく見れば、調ちよう度ど品ひんにはさまざまな工夫がしてあった。

　絵かい画がは古いものでも、額がく縁ぶちは新しい意い匠しようで作り直したものであったり、ソファのデザインはそのままに、生き地じだけ真新しいものに取り替えたりしている。

　最低限の手を加えながらも、あくまで伝統を大切に守っている。

（お家の歴史を大切にしているんだな。それが、爵しやく位いを守るということなのかもしれない）

　ディセント家は、靴くつ箱ばこ館かんを大切に守っている。あれは魔術師の靴を封ふう印いんしてあるからだと考えていたが、本来貴族は日常の生活においても、祖先が守ってきたものを重んずる人種なのだ。

　こうしてルディアと同じようにドレスを着て、よその家に招まねかれてみなければ、改めて気がつくことはなかったかもしれない。

　ステイシア城は古くからオルハラ国の歴史と共にあった。老ろう朽きゆう化かした城を壊こわして、新しく建て直してしまうことはせず、大切に守っていることに意味があるのだ。

　無ぶ骨こつなだけではなく、華はなやかさを持ち合わせた城である。

　巨人の腕うでに守られているようだ、とエデルは思った。

「素敵なお城ですわね。過去と現在が同時に生きているかのような」

「本当に」

　一番奥まった場所にある、古びた扉とびらの前で侍女は止まると、ひと呼吸置いてノックをした。

「お嬢さま。ルディア・ディセントさまと、エデル・アンダーソンさまをお連れしました」

「お通しして」

　無む駄だのないはきはきとした声で返答がある。

　侍女は扉を開けて、エデルたちを中へ入れると、音もなくその場を辞じした。

　マリー・コーディナルはソファから立ち上がり、エデルとルディアを歓かん迎げいすると椅い子すを勧すすめた。

　エデルはまじまじとマリーを見つめた。

　栗色の髪を高い位置で結い上げ、すっきりとした目元をした令嬢だった。立て襟えりの、首まで隠かくれる古めかしいデザインのドレスを着ていたが、この城の中ではよく似合っている。襟から胸元にかけて漆しつ黒こくのオニキスのボタンで留とめる、彼女の知的な印象をそこなわないデザインだ。

　靴はそのボタンと合わせて、艶つやのある黒いヒール靴を履いていた。草のような模も様ようを彫ほり出したヒールは変わったデザインだが……とエデルは目をこらした。魔術師の靴ではないようだ。

「ルディアさま、お久しぶりです。エデルさま、初めまして。マリー・コーディナルと申します」

　挨あい拶さつが遅おくれてしまい、エデルはあわてておじぎをした。

「エデル・アンダーソンです。よろしくお願いいたします」

「アンダーソン家……ごめんなさい。私はエデルさまのお家のことについて、何も知らないのです。社交界でお会いしたことはないですね？」

　エデルはどうしたものかと迷った。自分の身元について、どこまであきらかにすればいいのだろう。ヴァイオレット・ファーは表向き子どもがいないことになっているし、実父であるレイ・バーンゼルとは縁を切った。

　ルディアがなめらかに答える。

「彼女はわたくしの良き友人です。身元はディセント家が保ほ証しようしています」

　マリーはエデルを一いち瞥べつした。

「そうでしたか。不ぶ躾しつけなことをおたずねして申し訳ありません」

「い、いいえ」

　お茶が運ばれてくると、三人は一度口をつぐむ。給仕が下がってから、マリーはゆっくりと話し始めた。

「おふたりには少し早くここに来ていただきました。会の趣しゆ旨しを説明するためです」

「そうでしたの。どうりでほかの参加者の方がいらっしゃらないと思いましたわ」

　マリーは淡たん々たんと、無駄なく会のルールについて説明をした。

　匿名で寄せられた手紙の内容は、秘密厳守。

　会員はマリーを含ふくめて二十名。進行役のマリーを除のぞく十九名が多数決で問題の解決にあたる。たいていは「賛成派」と「反対派」のふたつのグループに分かれる。人数が二で割り切れないため、意見がふたつに割れて収拾がつかないということにはならない。

「会員は二十名と決まっておりますの？」

「はい。王おう妃ひシンデレラの側そつ近きんの数がちょうど二十名でしたでしょう。この会ではシンデレラ王妃をお手本に問題を解決するという趣旨ですので、できるだけ人数はそろえるようにしております」

　シンデレラ王妃に選ばれた二十名の側近。彼らはシンデレラの治ち世せいでは大いに活かつ躍やくした。

　シンデレラが逝せい去きよしたのち、この二十名のうち半分は王の側近として城に残ったが、半分は魔術師であったために処しよ刑けいされたのだ。

　ふたつのグループに分けて討論しあうという進行も、それになぞらえたものだという。もちろん、どちらの意見が「生き残る」かは蓋を開けてみなければ分からない。

　マリーは次々とルールを説明してゆく。

　マリーに手紙を寄せる場合は、自分の名を書かずに投とう函かんすること。

　悩みの解答は次回の会ですることになるので、時間がかかることを念頭においた上で相談すること。

「悩み相談はその二十名しか受け付けてませんの？」

「いいえ。匿名の相談ですから、どなたからの相談でも受け付けております。ですが回答は乙女の会で発表することになっておりますので、結果を知れるのは乙女の会の会員のみです」

　仲の良い友人や使用人の悩みを代理で相談するご令嬢もいるらしい。結果は会員のご令嬢本人が聞いて、持ち帰ってくることになる。

「こちらが会の秘密は絶対遵じゆん守しゆであるという旨の誓せい約やく書しよです。サインをお願いします」

　マリーが差し出した誓約書に、エデルとルディアはサインをした。罰ばつ則そくなどは特に書かれていなかったが、どちらにしろ人数が限られた会なのだから、誰だれかが秘密を漏もらせばすぐに分かるだろう。

　自分の軽はずみな発言でコーディナル伯爵家を敵にまわしたくないと思うなら、大っぴらに話すことなどできない。

「ほかに質問はございますか？」

「素そ朴ぼくな疑問がありますわ。二名の空あきが出たということは、誰かふたりがこの素敵な会を抜けられたということでよろしいかしら？」

　形式上、シンデレラの側近の数をそろえるためにエデルたちはここに呼ばれた。なぜ二名は退会したのだろうか。

「そうです。彼女たちは子を授さずかったので、退会しました。ある意味、この会は子どもらしい会ですから、親となる女性にはふさわしくないでしょう」

「子どもらしい会……ですか？」

「悪い言い方をすれば、幼よう稚ちであるとも言えます。本来悩みとは、このような議決をとって解決を求めるべきことではありません。それが指標となることもありますが」

　マリーの物言いに、エデルは考えた。

　彼女はどこか離れた場所から、冷静に会のありようについて考えているのかもしれない。

「あの、もうひとつおたずねしてもよろしいですか？」

「どうぞ」

「この城に幽霊が出るという噂は本当ですか？」

　マリーは一度、言葉をのみこんだ。

　わずかに彼女の指先が震ふるえているのを、エデルは見み逃のがさなかった。

　ややあって、マリーは少しばかり早口になって言った。

「まったくのでたらめです。おおかた夜中に使用人を見た者が幽霊だと騒さわいでいるのでしょう。ごらんの通り古い城ですから、なんでも演出がかって見えます」

　ルディアがたたみかける。

「城下町では洪水で亡くなった霊だという噂が流れているようですわよ」

「たしかに洪水で亡くなった方は大勢いらっしゃいました。コーディナル家では二百年経たった今でも、湖みずうみに祈いのりの花を浮かべております。弔とむらいは十分にしていますので、安心してください。ほかにもご心配ごとがありましたら対応しますので、教えてくださいね」

　ここで終わりとばかりに、マリーは話を打ち切った。

（マリーさまは幽霊について何かご存じみたい。でもあまり話したいと思っていらっしゃらない……）

　彼女とは初対面だ。深追いは危険である。魔術師の靴さえ絡からんでいなければ、気にしなくてもいいことなのだ。

　マリーは紅茶で唇くちびるをうるおしてから言った。

「この会は、来年にはもう開催されることはないでしょう。入っていただいたばかりで恐きよう縮しゆくですが、今回が最初で最後の会です」

　ルディアは大げさに驚おどろいてみせた。

「まぁ！　わたくし、次回はぜひマリーさまにお手紙をお送りしようと思っていましたのに」

「会の目的は終えましたが、この一年寄せられていた悩みを放置するわけにはいかず今回は開催することにしました。けれど私も婚約が決まり、早ければ再さ来らい年ねんには母となるでしょう。頃合いのいいところで幕引きにしなければ」

　会の目的とは、なんなのだろう。

　エデルは思い切ってたずねてみた。

「その……会の目的とは……？」

　マリーはしばらく口を閉ざしてから言った。

「はっきりとは申し上げられません。この会で得たものといえば、解決できない問題もある、ということが分かったくらいです」

　マリーが述べたのは、会の目的ではなく結果である。

　もう少し踏ふみ入ってもいいものか迷っていると、ルディアがエデルの膝ひざに手を置いた。ここに来る前に決めていた、ルディアからの「お待ちになって」の合あい図ずだ。

「分かりましたわ。最後の最後にすべりこみで参加できて、わたくしとエデルさんは幸運ですわね」

　扉をノックする音がする。侍女がほかの客人がそろったことを伝えると、マリーは立ち上がった。

「おふたりとも、どうぞこちらへ。乙女の会へご案内いたします」
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「ようこそ、父さん。待っていました」

　アランは父を出で迎むかえると、顔つきを引きしめた。

　アルヴァはわずかに唇の端はしを上げて、アランの出迎えに応こたえた。

　すらっとした背せ丈たけを黒いフロックコートに包んだ姿は、どこか吸きゆう血けつ鬼きを思い起こさせる。

　といっても、吸血鬼のようだと思うのは、彼の息子むすこである自分だけだろう。実はこの父……四十を超えても女性からの熱い視線を集めている美び丈じよう夫ふなのである。

「どうも。女性陣じんがいないこの家は華やぎが足りないな」

「エデルとルディアはリステリアへ向かっています」

「知っているよ。そしてダリアは本ほん邸ていにいる」

　アルヴァはさて、と前置きした。

「茶も食事も結構だ。さっそく靴箱館へ向かおう」




　靴箱館の扉を開ければ、無数の靴箱が出迎えてくれる。

　水みな底そこのような薄うすいブルー、燃えさかるほむらの色、バターのような濃こい黄色。封印の硝子ガラス細ざい工くがきらめいて、来訪者の目を楽しませる。

「ダリアから聞いているとは思うが、正式に靴箱館と当主の仕事の引き継ぎをしたい」

「父さん……」

「お前とエデル・アンダーソンが硝子の靴を取り出した。世代交代が始まろうとしている」

「いきなり引き継ぎを言い出したのは、それが理由ですか？」

「いや。エデル・アンダーソンがいなくなって、お前が暇ひまだろうと思ったから来てやっただけだ」

（なんだ、たいした意味なんてないのか）

　相変わらず父の行動は読めない。気分屋な性格なのにいきなりまじめなことを言い出すので、アランはすぐに翻ほん弄ろうされてしまうのだ。

「俺は、エデルと出会う前までは靴箱館もガラスドームもひとりで管理してきたんですよ」

「そう、あの子に出会ってからすっかりふぬけになった。以前のお前は、もっととぎすまされていたよ。何者も受けつけないような、はっきりとした意志があった。我が息子ながら驚かされたよ」

　アランはぐっと口をつぐんだ。

　そうかもしれない。自分はエデルと出会う前──彼女と出会って恋というものを知るまでは、もっと冷静な人間であったはずだ。

　アルヴァは感かん慨がい深ぶかいような口く調ちようで続けた。

「エデル・アンダーソンと出会う前、お前はひとりでなんでもできる息子だった。孤こ独どくだった。女性経験のない、たとえ誘さそわれてもうまく応えることのできない、不器用な次期伯爵だった」

「父さん、余計な説明が入りすぎていませんか」

　アランは咳せき払ばらいをした。結局バカにされているのである。

　アルヴァは封印の硝子に触ふれた。

「Ⅰの靴箱を持ってこい、アラン。そこにドゥーガルド・ディセントの『もうひとつの手記』がある」

　アランは言われた通りに、靴箱を探し出した。封印の硝子はたしかにはめられてはいたが、その靴箱は簡単に開くことができる。

　Ⅰの靴箱に入るはずだった靴は、王妃シンデレラの硝子の靴。すべての始まりとなった靴だ。

　この靴箱に入るべきであった硝子の靴は、溶とかされてしまった。そのために靴箱はからっぽのままのはずだったのだが──。

　そこには古びたノートが数冊収まっていた。

「これが、もうひとつの手記ですか？」
















「お前が普段から靴の回収のために使っている手記は、ここから魔術師の靴に関する記述のみを書き写したものだ。これはドゥーガルドの日記だよ。十五歳から四十七歳まで、彼が亡くなる日までの記録だ」

　アルヴァは続けた。

「日記……」

「私もこの日記を読んで、靴箱館を正式に引き継いだ」

「どんなことが書かれているのですか？　靴箱を作ったときの様子や、靴の封印の様子は……俺がいつも読んでいる手記にも写してあるんですよね？」

　ということは、かなり記述の内容はかぶっているということだろうか。

　アルヴァはそうだな、と少し考えるそぶりを見せた。

「ドゥーガルドはお前と違って、女性関係は充実していたようだ」

「いちいち俺を引き合いに出すのはやめてください」

「お前には刺し激げきが強いかもしれないぞ」

「変な先入観を与えないでください」

　アランはひと呼吸置いて、ノートを手に取った。何冊にも及ぶノートは、百年以上前の記録が綴つづられているはずなのに、不思議とかび臭くさい匂においはしなかった。

「引き継ぎはまず、このノートを読んで……次に何をすれば？」

「引き継ぎと言っても、たいしたものじゃない。本来ならあれこれと教えてやるものだが、私はすでにお前に訓練を積ませている。ガラスドームを任せて、店の運営や人を監かん督とくすることを学ばせた。これがもっと広範囲に及ぶだけだ。いわば、領地の統とう括かつにね。ガラスドームひとつから、カンディナール全域に変わるだけ。ずいぶん大きな変わりようとも言えるが、お前ならできるだろう」

「ガラスドームから、カンディナールへ……」

「そう。領民との話し合いの場にも近々お前を連れ回す。今後一年は私に振り回されることを覚悟してほしい。その前に、家業の引き継ぎだけは内々に終わらせておこうと思ってな」

　アルヴァは、葉巻を取り出して言った。

「そのノートをじっくり読んで、感想を教えてほしい」

　日記を読んで、感想。

（それだけか？）

　引き継ぎがこんなものとは拍子抜けだ。簡単すぎる。父のねらいは、別にあると思っていいだろう。

「俺の感想が、父さんの望む答えでなかった場合どうなりますか？」

「がっかりして、お前の世代には期待できないと思うだけだ。どうあがいても家督を継ぐのはお前なのだから、お前が愚おろか者ものでも、領民が不幸になると分かっていても、お前に渡すよりほかにあるまい。ただ最悪の場合はお前から相続権を奪うばい、ルディアに婿むこをとらせてそちらに継がせることも考えるだろう」

　アルヴァは淡々とした口調で言った。

「私の期待に応えられなかった場合、お前はすみやかに私の決めた令嬢と結婚してもらう。もちろん、エデル・アンダーソンではない」

　アランは顔をしかめた。

「エデル以外の女性と結婚なんて、応じられません」

「それならばこの家から放り出す。もちろん、エデル・アンダーソンは我が家に忠ちゆう誠せいを誓ちかっているのだから、お前がただの庶しよ民みんとなっても結婚することは許さない。お前は身分と想い人を失い、路ろ頭とうに迷うがいい。彼女にも別の男性をあてがうことになるが、私も悪魔ではないから、エデルに適当な男を見み繕つくろったりはしない。見所のある若者に彼女を託たくすことにしよう」

　アランは歯は嚙がみした。十分悪魔のような発言である。

「駆かけ落おちなどは考えるなよ。彼女が積み上げてきたキャリアも奪うことになるのだ。冷静になれば何が正しいのかが分かる」

「……俺が、この当主の引き継ぎを完かん璧ぺきにこなせばいいのですね」

　やはりただの感想ではいけないわけだ。アランは心の中でうなった。

　ノートを読んで感想を教えろという課題なら、自分の裁さい量りよう次し第だいでいくらでも簡単にできるし、いくらでも難しくすることができる。

「……父さんも、同じ引き継ぎを受けたのですか？」

「そうだよ」

「祖そ父ふはなんて？」

「『お前は、模も範はんのような当主になるだろう』と言った。合格点をもらったときはほっとしたよ。私は当主にならないわけにはいかなかった。諸しよ事じ情じようがあって、結婚と同時にするはずだった引き継ぎが遅れていたからな。当時はダリアと結婚して二年目、彼女の腹の中にはすでにお前がいた」

　今思えば懐なつかしい、とアルヴァは微笑んだ。

　アランに男兄弟はいないが、父にはいた。アルヴァが不合格であったなら、そちらに家督を継がせるという選せん択たく肢しがあった。

「もっとも、ダリアならば私が当主になれなくとも、ついてきてくれるだろうとは思ったが」

「……のろけはいいです。俺はいつまでにこの課題に取り組めば？」

「三日間、じっくりと考えるといい。私は久しぶりにこの屋敷をすみずみまで歩き、若いときの思い出に浸ひたるとしよう」
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　乙女の会に集まった総勢二十名の少女たちは、色とりどりのドレスの裾をなびかせて、静かに部屋に入ってきた。

　二つの大きな円えん卓たくには十脚の椅子が並んでおり、各おの々おの好きな席に座っていいらしい。

　エデルとルディアは、進行役のマリーにほど近い席を選び、右側のテーブル席に並んで腰こしをかけた。

　すべての席にお菓か子しとお茶が並び終わるのを見み計はからい、マリーは口を開いた。

「このたびの新しいお仲間をご紹介いたします。ルディア・ディセントさまと、エデル・アンダーソンさまです」

　紹介のせりふと共に、エデルとルディアはそれぞれ立ち上がり、礼をした。淑しゆく女じよ風ふうの礼の仕方をルディアから教わってはいたものの、エデルはひと呼吸遅れて、ぎこちない挨拶をするはめになった。

「ルディアさまって、あのディセント伯爵家の？　やっぱりすごくおきれい」

「お隣となりの方は誰？　見たことのない方だけれど」

「ルディアさまよりも年下に見えるし、社交界デビューがまだなのではないの？　アンダーソン家って、どこのお家うち？」

　ひそひそと少女たちのさえずりが聞こえて、エデルは冷や汗をかいた。

（ルディアさまとは、同い年です……）

　と心の中で訂てい正せいしつつ、席に収まる。

　ルディアが扇おうぎで口元を隠し、エデルに耳打ちした。

「お気になさらず。ただの雑音ですわ」

　エデルは小さくうなずいた。緊張しない、と心の中で繰り返し、そっと手首に触れる。

　アランの靴ひものブレスレット。これはエデルにとってのお守りだった。冷たいアメジストの石が、エデルの体温で温まってゆく。

「それでは、一枚目の手紙を読み上げます」

　とたん、少女たちはしんと静まりかえった。

「わたくしは、道ならぬ恋に身を焦こがしております。長年父に仕つかえてきた執しつ事じのことが気になって仕方がないのです……。結婚はできないと分かってはおりますが、せめて気持ちを伝えてもよいものでしょうか。ご意見をお願いします」

　マリーは論文でも読み上げるような、感情のこもらない口調であった。

　読み終えてしまうと、彼女は部屋の中央に建つ大きな柱に目を向け、ほかに視線はいっさいくれることはなかった。まるで何かを見つめているような熱心さであったが、彼女の視線の先にあるのはただの柱であり、タペストリーのひとつもかかっていなかった。

「それでは、みなさん論じてください」

　ひとりの少女が、大きな砂時計をひっくり返した。

　許きよ可かが出ると、少女たちはいっせいにまくしたて始めた。

「問題の執事っておいくつなのかしら？　お父さまの代に仕えているそうだけれど、いつからお勤めの方なのかしら？」

「お父さまよりも年上という可能性もありますわよね。何しろ、うちの執事はもう七十代ですもの」

「そこまでお年を召した方に、恋心なんて抱いだきます？　新米の執事なんじゃありませんの？」

「でもこの間は、小説の登場人物に恋をしている方のご相談がありましたわよ。実在している人物なだけ、ましなのでは……」

「たとえおじいさまでもね」

　エデルはただただ聞いていることしかできなかった。興こう奮ふんした様子のご令嬢たちに、ついていくことができない。

　赤毛の少女がまぁ、とエデルの方を見て言った。

「いやだ、私たちったら。新しい方がいらっしゃるのだから、教えてさしあげないと」

　こほん、と少女は咳払いをした。

「こんにちは、ルディアさま、エデルさま。私、ローズ・バークレイです。ルディアさまのお噂はかねがね聞いておりますわ。社交界に咲く禁きん忌きの花と呼ばれておいでだとか」

　ローズはコーラルピンクの薔薇の飾かざりをふんだんにあしらったドレスを着ていた。名前にちなんでいるのかもしれない。結い上げた髪には珊さん瑚ごの大きな髪飾りを挿さしており、首にはごてごてとした真しん珠じゆとルビーのネックレスを飾っている。テーブルでも一番目立つ格かつ好こうをしていた。

　ルディアは涼すずしい顔で返す。

「いやですわ、禁忌の花だなんて。悪い意味でないといいのだけれど」

「美しすぎて、近寄る方がみな骨ほね抜ぬきになってしまうという意味ですわ。もちろん褒ほめ言葉です」

　エデルの背筋はぞわぞわした。なんだか、このローズという令嬢の言葉に悪意を感じたのである。

「ルディアさま、先ほどのお手紙の内容についてまずはこの大きな砂時計が落ちるまで、みなで意見を交かわし合うのです。その後マリーさまの合図と同時に、賛成派と反対派に分かれて席を移動することになるのですわ。この場合、執事に想いを伝えるのに賛成か反対か──ということですわね」

「ご親切にどうもありがとう、ローズさま」

「あなたはどう思われて？」

「みなさま、執事の年ねん齢れいについてまずは話し合われていたのを不思議に思いましたわ。手紙の送り主は、執事のお人ひと柄がらを好ましく思われたのではないかしら。年齢や身分などというものは、些さ末まつなことなのでしょう」

「ルディアさま！　あなたのような方からそのような意見が出るなんて、驚くわ」

「わたくしも、ローズさまのようなお幸せな既婚者なら、きっと同じ意見だと思いましたの。ローズさまも同じお気持ちの人を探しておられたのでしょう？」

　口々にまくしたてた少女たちに、エデルは目をぱちくりとまばたかせた。

（ローズさまは同じ意見とはまったく言っていなかったのに……）

　だが、場の空気はすでにルディアがつかんでいる。同じテーブルについた者はみな、ルディアが何を言い出すかはらはらと見守っている。

　意見する隙すきを与えられないローズは不満そうだ。我がの強そうな彼女はこういった扱あつかいに慣なれていないのかもしれない。

　しかし、ローズは話の腰を折ってはならない。「お幸せな既婚者」なら、このテーブルで彼女は経験豊富な先せん輩ぱいだ。悩める少女の相談相手にふさわしく、ゆったりと構えていなくては。

　ルディアはローズに瞬またたく間にその役割を与えてしまったのである。

「やっぱり執事にはきちんと想いを伝えるべきですわ。なのでわたくしは賛成派。だって、お人柄が好きだと伝えたところで、なんの問題もないですもの！　わたくしたち、気が合いそうですわね。お姉さまとお呼びしてよろしい？　ローズさま」

「そうね。次の席移動でいろいろと意見をとりかわしましょう」

　ローズは顔を真っ赤にして震えていたが、ルディアの一言で溜りゆう飲いんを下げたようだ。

　エデルはふと、違い和わ感かんをおぼえて顔を上げた。

　薄く、ほんの少し息をふきかければ消えてしまいそうだが、黒い靄もやが見えたのである。

（いったいどこから？）

　エデルはくまなく目を凝らした。

　それとなく、ハンカチを落としてテーブルクロスをめくってみる。

（このテーブルの誰かが魔術師の靴を履いているわけではないみたい）

　誰かが靴を履いていたら、もっとはっきりと分かるはずだ。進行役のマリーの靴が普通の靴だということは、先ほど会ったときにすでにたしかめている。

　エデルはようやく、靄の出所が一カ所ではないことに気がついた。

（あっちからも、こっちからも靄が漏れ出ているような）

　柱や壁の、石畳の隙すき間まから、それは流れてくるようだった。

　壁ならこの部屋の隣に位置する場所が怪あやしいが、柱の場合……いったいなんなのだろう。中に小部屋があるわけでもあるまい。そういえば、マリーはやけに柱を見つめていた……。

　ローズが話しかけてくる。

「あなたは？　この問題についてどう思われて？」

「えっと……」

　エデルはうろたえた。魔術の気配に気をとられて、まったく考えていなかったのだ。

（もしこれがただの社交なら、ルディアさまと一緒の意見にして様子を見た方がいいんだろうけど、そうするとルディアさまと同じテーブルにつくことになってしまう。情報を集めるなら、ルディアさまとは逆の意見にしてみた方が……）

　同じ物を見聞きしても仕方がない。自分はここに情報を集めに来ているのである。

「私は……反対派です」

　ルディアが片かた眉まゆを上げた。どうやらエデルの意い図とを察さつしたようだ。

「それはどうして？」

「もし……想いを伝えてもどうにもならない恋ならば、執事には知らせないでいた方が親切かと思います……」

　少し前まで同じような問題で悩んでいたエデルは、すらすらと意見を言うことができた。アランに告白することもできず、自分の気持ちに蓋をしようとしていたときのことがよみがえってくる。

（これで……大丈夫、かな？）

　エデルがおそるおそる様子を窺うかがうと、ローズは穏おだやかな口調で言った。

「まあ、エデルさんは大人な意見ね。そういった経験でもされたことがあるのかしら？」

「えっ」

　エデルがどうしたものかと思っていると、ルディアが扇の先で砂時計を差した。

「みなさま、砂がすべて落ちましたわ」

　ルディアが言い終わるとすぐに、マリーが手をたたいた。

「……気持ちを伝えてもよいと思う方は、右のテーブルへ。そうでない方は左のテーブルへご移動を」

　自分のティーカップを持つと、彼女たちは席を立ち始めた。

　エデルは胸をなでおろした。ルディアは去り際ぎわに助言する。

「堂々となさっていて結構よ。ローズさまはわたくしが抑おさえておきます」




　その後も、エデルはさんざんだった。

　ルディアと別のテーブルにつくということはすなわち、ルディアの助けがもらえないということである。

　幸い反対派のテーブルには誰も魔術師の靴を履いている者はいなかったようだが、新会員で身元のあきらかでないエデルにみなが興きよう味みしんしんであった。

「ルディアさまとはどのようなご関係？」

「エデルさん、お父さまは何をしていらっしゃるの？」

「初めましてでよろしいですわよね？　今シーズンはどちらの舞ぶ踏とう会かいへ行かれました？」

　エデルはただ情なさけなく笑って取とり繕つくろったり、気の毒に思ったほかのご令嬢の助けで窮きゆう地ちを抜け出したりしていた。

　ただ、父親のことをたずねられ、「いない」と答えると、その場はしんと静まりかえったのだ……。

　早くにお父さまを亡くされたのね、お気の毒にと誰かが声をかけてくれたが、父親は存命である。しかし親子の縁は切ったので、父とは呼べない。エデルは話がこじれるのをおそれて、あえて訂正しなかった。

　砂時計が再び刻限を告げると、マリーはよく通る声で言った。

「──熟じゆつ考こうしてください。成功の王妃、シンデレラを手本に」

「「成功の王妃、シンデレラを手本に」」

　どうやらこれは、この会におけるお決まりの文句であるらしい。

　乱れなくそろった少女たちの声が、室内に響きわたる。

　すると、先ほどよりも靄が色濃くなり、窓際でカーテンが不自然にふくれあがった。

　開いた窓から風が吹きつけたと思ったのだろう、令嬢が窓をしめに立ち上がる。
















（間違いない。この城に、魔術師の靴がある）

　早急に調べなくては──。

「賛成派、六名。反対派、十三名。この問題は解決いたしました。それでは最初の席にお戻りください」

　席を移動する番が来たので、エデルは立ち上がった。

　隣にいた令嬢がエデルの靴を踏んづける。

「ひゃあ」

　エデルは持っていたティーカップをすべり落とした。けたたましい音と共に、カップは粉こな々ごなになり、熱い紅茶が飛び散る。

「あら、ごめんなさい。エデルさん大丈夫かしら？」

「あ、は、はい……」

「きちんとマナーを習ってからいらした方がよろしくてよ。でないとやけどしてしまうから」

　エデルはさあと青くなった。

　これはさすがのエデルでも分かる。

（て、典てん型けい的てきな意い地じ悪わるをされている……！）

　くすくすと笑い声が漏れ出て、エデルは情けなくなった。

　悪目立ちするべきではないのに、これでは同どう伴はんしているルディアの評判まで下げてしまう。

　マリーが中央の席から立ち上がった。

「エデルさん、こちらへ。しみ抜きをしましょう」

「え……？」

「やけどはしていませんこと？　みなさん、話し合いを続けてください。私たちは少しの間抜けます」

　エデルははっとした。

（これは、もしかしてチャンスでは）

　ルディアはこちらを見て静かにうなずいている。はからずも、マリーとふたりきりになれる良い機会を得たのだ。

　意地悪をした令嬢は、マリーがエデルの味方をしたので気にくわなそうである。

　エデルはマリーに連れられて、乙女の会をあとにした。





[image: ]






　マリーがエデルを連れて入ったのは、この城の中でもひときわ古めかしい部屋だった。書棚があたり一面を囲っており、真ん中に樫かしの木きのテーブルと椅子が置いてある。

「書しよ斎さい、ですか……？」

「兄のね。ここなら誰も来ないわ」

　マリーはエデルを座らせると、しゃがんでドレスの裾を確認し始めた。

「そ、そんな。自分でやります」

「大丈夫よ、ほとんど紅茶は跳はねていないわ。念のため、うちの使用人にもう一度見てもらいましょう」

　大丈夫です、と自分のドレスなら言えただろう。だがこれはルディアのドレスだ。迷っていると、マリーは微笑んだ。

「あなたのドレスではないんでしょう？　着替えを持ってくるから、今日は会に戻らなくてもいいわ」

「どうしてそれを……」

　マリーは理由を口にはしなかった。エデルの家の話になったとき、ルディアが「ディセント家が身元を保証している」と言ったことで、すべてを悟さとったのだろう。エデルがドレスを買えるような家の娘むすめではないことを。

　マリーが着替えをとりに出て行ってしまうと、エデルはほうっと息をついた。それから、手首に巻きつけたアランの靴ひもに触れた。

（アランさま……私……）

　ご令嬢たちにうまくなじめず、エデルの初うい陣じんは完全に失敗だった。マリーとふたりきりになれたのは不幸中の幸いだ。

　こんなところでつまずいて、これから大丈夫なのだろうか。

　アランの母に認められたい。魔術師の娘でも、ディセント家の役に立てると証明したい。でも、自分の情けないところばかりが目について、目標からどんどん遠ざかっている気がする。

　エデルの胸に、小さな不安が生まれる。不安の種は考えれば考えるほど、もっとひどいものに芽吹いてしまう。考えるのをやめた方がいいのに、やめられない。

　くじけそうになると、アランの顔が思い浮かぶ。

　もしアランと一緒にリステリアへ来られていれば──とエデルは思う。彼がそばにいてくれるだけで、安心できるのに。

　彼が自分の手をとってくれると、それだけで特別な女の子になれた気がした。貴族の令嬢でない自分が、お姫さまになれたような気分だった。身の危険や他人の悪意からは、すべてアランが守ってくれた。

　魔術師の靴の回収の際、エデル自身が身の危険にさらされることは何度もあったが、アランはいつも真っ先にエデルのもとへかけつけてくれた。

　でも今、彼はいない。それぞれ別の場所で戦わなくてはいけない。

　自分で納なつ得とくして決めたことだった。アランの手を借りずに、この城を調べると。

（私、……アランさまにとても大切にしてもらっていたんだ……）

　令嬢たちの冷たい視線にさらされて、エデルは凍こごえるような思いだった。

　あのお屋敷に、ガラスドームに帰りたい。彼のそばで働きたい。靴の手入れをして、ありがとうって言ってもらいたい。

　それだけではない。また手をつないでもらって、靴箱館までの道のりを歩きたい……。

　この困難を乗り越えなければ、彼と一緒になることはできない。分かっているのに、彼のそばにいられないことがとても苦しい。ひと目でいいから、彼の姿を見ることができれば違うのに。

　扉を開く音がして、はっとする。マリーが着替えやタオルを抱かかえてやってきた。

「すみません、マリーさまにそんなことまで」

「いいのよ。使用人がいては話しにくいこともあるでしょう？」

　マリーはさっぱりとした口調でそう言った。

「あの……すみません。貴族でない私が、参加してしまって」

「私は信頼できる方を連れていらしてくださいとは招待状に書いたけれど、貴族のご令嬢を連れてきてとは書いていないわ。今日は不ふ愉ゆ快かいな思いをさせて申し訳なかったわね」

「会ったばかりの私にどうしてここまでご親切にしてくださるのですか？」

　いくらディセント伯爵家、ルディアの連れとはいえ、エデルはただの庶民である。しかもコーディナル家とディセント家はあまり仲が良くないのだ。昔から親しくしている令嬢の味方をするのが当然だろう。

「慣れているのよ……私の兄の母親も、あなたと同じ身分の人でしたから」

　エデルははっとした。マリーには、腹違いの兄がいる。

「社交界では有名な話だから、あなたもルディアさまから聞いているかもしれないわね。以前は兄の母のことを、お母さまと呼んでいたわ。実母があまりにも私に無関心なものだから、父の愛人を実の母親だと思っていたの。おかしいでしょう」

　エデルはどんな言葉を選ぶべきか分からなかった。けれどマリーはエデルに語りかけているというよりは、ただ独白しているだけのようにも思えた。

「父母と私は本邸で暮らし、兄と兄の母はこの城で暮らしていたの。父と私は避ひ暑しよで毎年ここを訪れていた。兄の母は私にも優しくしてくれた。優しすぎて体を壊し、このステイシア城から出られなくなった。使用人は彼女の陰かげ口ぐちを言い、世間の風当たりは冷たかった。どこかの淑女に意地悪をされているのも見たことがあるわ」

　それで、慣れている──のだ。

　実の母親のようにかわいがってくれた人を、マリーはずっと気の毒に思っていたのである。

（私のことを、そのお母さまに重ねられたのか……）

「父は本ほん妻さいの手前、愛人の体調が優すぐれないからといって長い間ここにいるわけにいかなかった。私が父に連れられて本邸へ戻ったとき……彼女はこの城で兄に看み取とられて、この世を去った。私はこの城を訪れるたびに、ただそのことを後こう悔かいしているの。親不孝な娘であることを。彼女を看取れなかったこと、実の母親を知らなかったこと、どちらの母親を不幸にしたのか、分からないことにも」

「マリーさまのご家族のことをよく知らない私がこんなことを言っても慰なぐさめにもならないとは思いますが……マリーさまがお母さま想いの優しい方だということ、今のお話でよく分かりました。人を想う気持ちに不幸なんて起こらないと想います」

「ありがとう」

　マリーの母はエデルと同じく貴族の身分を持たない人間だったが、この城で懸けん命めいに生きたのだ。エデルは励はげまされる思いだった。

「私もマリーさまに助けていただきました。ありがとうございます。みなさんといきなり仲良くするのは、難しいですね。どうしたらいいのか……」

「意地悪をされたのに、まだ仲良くしたいと想っているの？」

「は、はい。私の方に原因があるのではないかと思いますし。もともと人付き合いが苦手な方なのです」

　そういえば、いじめは今日に限ったことではない。故こ郷きようのフロンデでも、エデルは学校で意地悪をされていたのである。

（な、なんだか落ち込んできた。でも私は、魔術師の靴が悪さをしていないか調べるためにここに来てるんだ。私自身の問題でつまずいている場合じゃない）

　ブレスレットのチャームに触れて、エデルは気持ちを奮ふるい立たせた。

　アランだったら、きっと自分を励はげましてくれる。彼はエデルが問題に直面したとき、まずエデルの気持ちを洗いざらい吐はき出させて、それから道を指し示してくれた。

『お前はどうしたいんだ？　エデル』

　彼の声が聞こえてくるようだった。

（アランさま。私、もう一度がんばってみます──）

　分からないときは、飛び込んでみなければ。エデルはマリーにたずねてみた。

「あの……何かみなさんと仲良くするために、気をつけた方がいいことありますか？　マリーさまの、ステイシア城のお母さまはどのようにされていたのでしょうか？」

「ステイシア城のお母さま……」

「あ、すみません。えっと、マリーさまのお兄さまの、お母さま……？」

「いいえ。ステイシア城のお母さまという呼び方、気に入ったわ。私にとってはたしかにお母さまでしたから」

　マリーはゆっくりと話し始めた。

「ステイシア城の母は、ほかの貴族の女性と張り合うようなことはしなかったわね。かといってへりくだるようなこともしていなかった。あくまで自然体。それを気に入らない人もいたみたいだけど、珍めずらしがって付き合ってくれる方もいたわ」

「自然体……」

「あなたらしく接すればいいんじゃないのかしら。相手は貴族である前に、ひとりの人間なのだし」

　エデルはマリーの言葉をかみしめた。たしかに、ここに来る前から肩に力が入っていた。不自然な緊張が敗因だったのかもしれない。堂々とした振る舞いをしていればよかったのかも……。

「あ、靴下が濡ぬれてしまったのね」

　エデルの着ていたドレスよりも、靴下が悲ひ惨さんな状態になっていた。

「靴下を脱いで。すぐに洗せん濯たくさせるわ」

　マリーが出て行ってしまうと、エデルはぽつんと部屋に取り残された。

　この書斎は、マリーの兄のものだと言った。

　例の、相続権を放棄した兄だろうか。エデルはそばの本棚をのぞいてみた。

「恋愛白書」「女性をオトすための心得集」「愛の詩集」「七百年の恋文の歴史をさかのぼる」「恋愛の心理」……。

（恋の本、ばっかり……？）

　エデルは隣の書棚に目をやって、首を傾げた。

『これで間違いなし！　初恋攻略大ガイドブック①　─あなたの恋はこれで愛へと進化する─』

『これで間違いなし！　初恋攻略大ガイドブック①　─あなたの恋はこれで愛へと進化する─』

『これで間違いなし！　初恋攻略大ガイドブック①　─あなたの恋はこれで愛へと進化する─』

『これで間違いなし！　初恋攻略大ガイドブック①　─あなたの恋はこれで愛へと進化する─』

『これで間違いなし！　初恋攻略大ガイドブック①　─あなたの恋はこれで愛へと進化する─』

（お、おんなじ本ばっかり）

　どうして同じタイトルの本をそろえる必要があるのだろう。よほどこの作者の本が気に入っているのだろうか。

　本に触れようとしたが、思いとどまった。この家の人がいないときに、むやみやたらと手を出すものではない。それとも、調査をするならそのようなモラルを捨てるのもやむをえないことなのだろうか。

（と、とりあえずこの本のタイトル、おぼえておいた方がいいかも）

　エデルがじっくりと本を見つめていると、後ろから手が伸びてきた。

（……え!?）

　エデルは驚いてふりむいた。

　金髪の男だった。背が高く、柔にゆう和わな顔立ちをしていて、灰色の落ち着いた色の瞳をしている。

　現れたのがマリーではなく見知らぬ男であったため、エデルはひどく困こん惑わくした。

「こんにちは。僕の書斎に興味がおありですか？」

「あの……」

「驚かせてしまって申し訳ありません。ふわふわとドレスが揺ゆれているのが見えて、もしかして妖よう精せいが迷まよい込んだのかと」

　エデルは注意深く男性を観察した。ジャケットを羽は織おらず、シャツとスラックスという軽装であったが、背筋がしゃんと伸びていた。

（僕の、書斎……？）

　エデルがおずおずと見上げると、男はにっこりと笑ってみせた。

「申し遅れました。僕はレオン・コーディナルです。あなたの名前をお伺うかがいしてもよろしいですか？」

　レオン・コーディナル。相続を放棄したというマリーの兄だ。だがマリーと似ている要素は見た目も雰ふん囲い気きもほとんどと言っていいほど見あたらなかった。

「エデル・アンダーソンです」

「エデル。朝あさ露つゆに濡れた薔薇の妖精かと思いました。不思議な色合いの髪ですね。よくそう言われませんか？」

「い、いえあまり」

　エデルは恥はずかしさのあまり、レオンの方ではなく、書棚の方に体を向けた。

「なら僕があなたに初めてこの賞しよう賛さんを贈った男ということでよろしいですか？　なんだか光栄だな。運命を感じます」

　後ろからそう声をかけられて、エデルの背は思わず震えた。

　アラン以外の男性とこんなに近づいたことがないので、エデルは途と方ほうにくれてしまった。どうしていいのかまるで分からない。

　もしこれが好きな男性だったら、どきどきするのかもしれない。アランとダンスを踊おどったとき、エデルの心臓は高鳴っていたのだ。だが、エデルの心は不思議なほどに渇かわいていた。思い出すのはアランの顔ばかりだ。

「お兄さま」

　冷たい声が扉の方から響くと、彼は観念したかのように両手を上げた。

「私のお客さまに、不ふ埒らちなまねをしないでください」

「してないよ、まだ何もね」

「エデルさん、こちらへいらして」

　マリーはエデルの手を引くと、早足で書斎を出た。彼女が怒おこったような様子だったので、エデルは心配になってたずねた。

「あ、あの……マリーさま。あの方は」

「私の兄よ」

「そうだったのですね、私きちんとご挨拶できなくて」

「する必要はないわ」

「えっ、でも……」

「エデルさん」

　マリーは一度足を止めて、エデルの方を見た。

「私は兄を軽けい蔑べつしているの。私のお客さまには誰ひとりとして、あの人と口をきいてほしくないの。だから挨拶は不要よ。これからもね」
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　ゲストハウスでルディアと落ちあったエデルは、歩きがてら書斎でのことを説明した。

「レオンさまとお会いになったのね。どんな方でしたの？」

　どんな……とエデルはつぶやきながら、考えた。

「たしか……金髪と灰色の瞳をしていらっしゃいました」

「マリーさまとはあまり似ていないのですわね」

　たしかに、知的で落ち着いた雰ふん囲い気きのマリーと比べ、レオンは役者のように華やかな容よう貌ぼうをしていた。

「そうですね。マリーさまよりも、もう少しくだけた雰囲気の方だったような……」

「くだけた、とは？　何かお話ししましたの？」

　エデルは記き憶おくを思い起こした。何やら妖精だとか薔薇だとか言われたような気がしたが、あまりにも距きよ離りをつめられたのですべて頭から吹き飛んでしまっている。

「えっと、なんだか不思議なことを、唐とう突とつにおっしゃる方で……アランさまに、似ているかもしれません」

　見た目はまったく似ていないが、エデルの考えが追いつかないようなことを言ってのけるところは共通している気がする。

　ルディアは額ひたいに手をあてた。

「……そのお答え、妹としては情けなく思いますわ」

「あ、ち、違うんです。えっと、アランさまも、レオンさまも、私をリラックスさせるために言おうとしてくださっているとは、思うので」

「レオンさまはともかくとして、お兄さまは違うような……」

「そうなのですか？」

　賑にぎやかな笑い声が中庭の方から聞こえて、ふたりは立ち止まった。乙女の会を終えた少女たちが、お菓子を囲んでおしゃべりをしているようである。

「あの……私、先ほどはうまく立ち回ることができませんでした。ルディアさまにご迷めい惑わくをおかけしてしまい……」

「意地悪な方はローズさまだけではありませんでしたのね。てっきり、このグループで発言権を握にぎっているのは彼女かと。若作りの既婚者を押さえておけばいいと思っておりました。わたくしも脇わきが甘あまかったですわ」

　エデルは自信をなくしかけていた。自分は意地悪をされてもただぼうぜんとすることしかできなかったのだ。

　マリーには、自然体でいるといいと教わった。どうするべきか、今実じつ践せんするときがきたのかもしれない。

「ルディアさま、あの集まりに顔を出してみてもよろしいですか？」

「もちろん。わたくしもご一いつ緒しよしましょう」

　エデルは勇気を持って、中庭に踏み出した。なんでも飛び込んでみなければ分からない。マリーの慕したっていたこの城の母親も、奮ふん闘とうしていたのだ。

「あの……お話に入れていただいてもよろしいですか？」

　エデルがたずねると、少女たちは一いつ瞬しゆんしんと静まりかえった。

（う、めげない）

　エデルがもう一度「大丈夫でしょうか？」と聞くと、ひとりの少女が場所をつめてくれた。

「ルディアさま、立ち話もなんですからどうぞ」

　あくまでルディアのみに声をかけたという状態だ。エデルはえいっ、とその位置に自分が座り込んだ。

（こ、こうなったらがんばってみるしかない）

　ルディアは斜め前で場所を譲ゆずってもらっている。

「みなさんどんなお話をされていたんですか？」

　返事はない。エデルは少し考えて、そばにいたローズに話しかけた。

「ローズさま。どのようなお話をされていたんでしょう」

「……昨年、この近くの湖で大きな鳥を見たという話よ」

　名前を呼ばれてたずねられれば、答えないわけにもいかない。みな良い家柄のお嬢さまなので、教育はしっかりと行き届いている。徹てつ底てい的てきな悪人にはなりきれないのだ。エデルはひとつ学んだ。

「サラさまもご一緒に鳥を見られたのですか？」

「……いいえ。私は見なかったわ」

「ミシェルさまも？」

「私は……見たわ。卵も見たわ」

「ミシェルさま、どんな卵ですか？」

「大きい卵よ……こんなに！」

　手で卵の大きさを教えてくれる。ミシェルは見たところ、エデルよりずっと年下に見えた。大きな鳥とその卵に関する好こう奇き心しんでうずうずしているようだ。

「わあ、すごいですね。何人分の朝ごはんになってしまうのでしょう」

「……食べちゃうの？」

　ミシェルがおびえたようにたずねたので、エデルはしまったと冷や汗をかいた。つい、ガラスドームで食事をするときのようにしゃべってしまった。男性ばかりの職場なのでみな食欲は旺おう盛せいだし、食べ物の話が好きだ。

　向かいにいたサラが噴ふき出した。

「あなたって、面おも白しろいのね。そんな得体のしれない鳥の卵なんて食べたらおなかを壊すわよ」

「えっと」

「ふん、下品ね。なんでも食べてしまおうとするなんて」

　ローズは顔をしかめてそう言ったが、サラやミシェルが口元を押さえてくすくす笑っているので、それ以上エデルにとやかく言うことはしなかった。

　エデルは少し間をおいてから、たずねてみた。

「みなさんは鳥以外に、何かこの城で不思議なものを見たりしませんでしたか？　初めてこの城に来たので、聞いてみたくて」

「もしかして、幽霊が出るという低てい俗ぞくな話をしたいの？」

　ローズが気に入らないとばかりに言い放った。

「ローズさまは何かご存じなのですか？」

「私は乙女の会の一番古い会員なのよ。その私が言うのだから間違いはないわ。幽霊なんていないわよ。ただ風で物音がしたりするだけ。みなそれを幽霊なんて言うのだわ。たしかに、最初の会では妙みような手紙が届いたって聞いたけれど……。今はそんな話は聞かないわ」

　エデルは不思議に思った。この城に来て、風の音ひとつしない頑丈なつくりにルディアと感心していたのだが……。

　それに、妙な手紙とはなんなのだろう。

「ローズさま、幽霊って本当に出ないの？」

「出ないわよミシェル。ほらみなさい、あなたのせいでおびえてしまったじゃない」

「も、申し訳ありません」

「もう出て行って。私、あなたとお話しするつもりなんてなかったんだから。呼んでもいないのにお茶会に押しかけるなんて失礼でしょ」

　ローズがそう言うと、エデルはすみません、と謝罪した。

「ご歓かん談だん中ちゆうに失礼いたしました。でも、お話ししていただけてとてもうれしかったです」

「……そう」

　エデルが立ち上がると、ローズは歯切れ悪く返事をした。サラがエデルを呼び止める。

「エデルさん、また乙女の会で」

　エデルは目を見開いた。

「はい、また乙女の会で」

　ルディアがさりげなく立ち上がり、エデルの隣を歩き出した。

「先ほどよりは、うまくいきましたわね」

「はい。まだまだ努力は必要ですけれど、なんとか」

　ローズはまだエデルを受け入れられないようだが、サラやミシェルとの関係はほんの一歩、前進した気がする。

　しかしこれではまだ足りない。魔術の靄を感じる以上、ことは差し迫せまっている。

「ルディアさま。正直なところ……このままでは、私がご令嬢たちから情報を集めてくるのは難しいと思います」

　時間をかければ、乙女の会の令嬢たちともきっと親しくできるだろう。しかし乙女の会の最後の相談が終わるまでに、魔術の気配をたしかめなくてはいけない。

「残念ながら、この城のあちこちから魔術の気配がします。でも幸い私には、魔術師の靴を見分ける目があります」

「何をするおつもりなの？」

「私……下働きに扮ふんして、このお城を探さぐってみようと思います」

　ルディアが目を細めて言った。

「正攻法がだめなら違う手段をとるというわけですね」

「はい。許可をいただいてもよろしいでしょうか」

「お好きなようになさるといいわ。わたくし、お母さまから『エデルさんの行動を制限しないように』と命じられております。エデルさんにしては、ずいぶん大だい胆たんなご決断に驚いておりますが」

　いたずらに時間を浪ろう費ひしたくない、とエデルは思った。

（マリーさまが、お母さまを亡くしたことや、お兄さまを嫌きらっている理由も気になる……魔術師の靴は、人の負ふの感情にとても反応しやすいものだから）

　潜せん入にゆう捜そう査さは、ディセント家の使用人がよくするやり口だ。今思えば、こうなることを予期してお屋敷の使用人に話を聞いておけばよかった。準備不足をただ嘆なげくしかない。

「大胆にならざるをえません。今のままでは……でも」

　エデルは唇を嚙かんで言った。

「いずれは、あの中に問題なく入ってゆけるようにならなくてはいけないでしょう」

「無理をする必要はありません。乙女の会は幼稚な会です。エデルさん、あなたが渡り合うのは年とし端はもいかぬ小娘ではありません、もっと大きく、おぞましく、そして豊かな人が相手です」

　ルディアは中庭の花を見つめて言った。花の向こうには、色とりどりのドレスの群むれが、咲き誇るように並んでいる。

「でも、わたくしたちもまた、小娘であることに代わりはありません」

「ルディアさま……」

「大人たちはわたくしたちを時折、ひどく残ざん酷こくに試ためします。エデルさん、お母さまに言われてはるばるこんなところまでやってきた、あなたのようにね。正解は彼らが決めることです、あなたが決めることではありません。もちろんわたくしが決めることでもない。あなたはこの会でうまく振る舞うことに気をとられて、足をすくわれてはいけません。あなたらしいやり方で、戦ってくださいな」

　メイドの服を用意しなければなりませんわね、とルディアは言った。

「ああ残念。お兄さまがいらしたら、メイド服のエデルさんを見たがったに違いないのに！」
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　エデルは黒のワンピースに袖そでを通し、フリルつきのエプロンを巻いた。鏡の前でくるりと一回転してみる。

　やはり豪ごう奢しやなドレスよりも、職種が違うとはいえ、仕事をするための服の方がしっくりくる気がする。

　身が引きしまる思いだ。令れい嬢じようの「武装」はドレスと美しい靴くつを身に着けることだというが、自分にとっては仕事着とエプロンがそれにあたるのかもしれない。

　エデルは改まってたずねた。

「ルディアさま、どうしてすぐにこの衣服をご用意できたのですか？」

「簡単です。この制服、実は堂々と貸していただきましたの」

「えっ」

　そう簡単にメイドの制服を貸してもらえるものなのだろうか。まさかマリーが？　そんなはずはない……。

　ルディアはなめらかにエデルの疑問に答えた。

「さっきこの部屋を掃そう除じしていたメイドが、誤あやまって花か瓶びんを割ってしまいまして……気の毒なので、わたくしが手をすべらせたことにしてあげる、と声をかけたのです」

「え、えっと」

「何しろ彼女の給きゆう金きんでは一生かけても返せないほどの高こう額がくな花瓶でしたもの……。彼女は私にそれはそれは感謝していたようですわ」

「えっと、つまりそのメイドさんから、花瓶のことを黙だまっている代わりに制服を貸していただいたということですか……？」

「お互たがい秘密を守るという約束でね」

　ルディアは唇の端はしを上げて笑ってみせた。

　本当にそのメイドが手をすべらせたのだろうか……と思ったが、エデルは何も聞かない方が賢けん明めいだと悟さとった。

「清せい掃そう担当の使用人でしたら、あちこちの部屋に出入りしてもなんら不自然ではありません。思う存分お調べになって」

「は、はい」

「魔術師の靴の気配がしたなら、すぐにわたくしに知らせてくださいね」

　エデルはうなずいた。夕刻までには一度部屋に戻もどり、ルディアに進しん捗ちよく状じよう況きようを報告すると約束すると、今一度鏡に向かって身なりを確認する。不自然なところは見あたらないようだ。珍めずらしい髪かみ色いろも結い上げて隠かくしてしまった。

「行って参ります、ルディアさま」

「迷わないようにお気をつけてね」

　エデルが出て行ってしまうと、ルディアは包帯を巻いた指先を見つめた。ゆっくりとそれをはがすと、白いガーゼに染み込んだ、小さな赤い血の痕あとが顔を出す。

「エデルさんのおかげでわたくしの血が目覚めたのって、本当でしたのね」

　ルディアは陶とう器きの破は片へんをめざとく見つけると、ハンカチでくるんで拾い上げた。

「でも、まだまだ扱あつかいが難むずかしそう。まさかこんなに派は手でに飛び散ってしまうなんて。エデルさんがわたくしをコントロールしてくださればよいのかしら」

　ルディアはのんびりと床ゆかをたしかめながら、小さくため息をついた。
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　静かな午後だ。吹きつける風で大たい樹じゆの葉が揺ゆれる、かさかさとした音が聞こえる。

　アランは日が暮れるまで、ドゥーガルドの手しゆ記きを読みふけった。

　手記はドゥーガルドが十五歳のときから始まった。王宮では魔術師たちが彼を優ゆう遇ぐうしたが、母であるシンデレラほどの有能さや華はなやかさを持ち合わせなかった彼は、居い心地ごこちの悪さを感じていた。

（俺が十五歳のときは、どうだったか……）

　その頃、アランは学校の寄き宿しゆく舎しやにいた。当時の友人とは、今も社交界で会えば言葉を交かわすし、季節の折々に手紙のやりとりもする。ガラスドームの経営を任まかされる前は、よくみなで連れだって街へ繰くり出した。

　友人たちが夢中になっていたのは、たいていアランには興味のないことだったが、みな楽しそうにしていた。そしてアランが興味なさそうにしていても、とりたてて嫌いやな顔をすることなく、そばにいてくれた。

　アランも彼らと過ごす時間は、心がやすまることが何度もあった。卒業後はガラスドームの経営者としての仕事が待っている。まだ見ぬ未来に少なからず不安を抱かかえていたが、仲間たちのおかげでそのことばかりを考えずにすんでいた。

　今思えば、良い友人に恵まれていたのだろう。

　ドゥーガルドは孤こ独どくだった。彼の周りには、はっきりとした派は閥ばつがあり、それに属ぞくする人間しかいなかった。「平民の王おう妃ひを受け入れる者たち」「平民の王妃を忌いまわしく思う者たち」、この二に択たくである。前者の勢力にドゥーガルドは好意的に受け入れられたが、同時に期待外はずれだと思われていることを、彼はうすうす感じ取っていた。後者の勢力は、彼のことを上うわっ面つらでしか見ようとしなかった。

（この年頃ならば、味方がいないのはきついな。自己を形成するのに大切な時期だというのに……）




　──私が母のことをおかしい、と思い始めたのは妹が生まれた頃からである。

　妹が腹から出てくると同時に、母の中の愛情もどこかへ吐はき出されてしまったのかと思う。

　母は夫に頓とん着ちやくしなくなり、私にも興味を示さなくなり、靴が汚れていると泣きわめいた。




　ドゥーガルド、十九歳。アランは暦こよみを確認する。

　この三年後に王妃シンデレラは死ぬ。彼女のおかしな言動は、硝子ガラスの靴の代だい償しようによるものだろうか。それとも、復ふく讐しゆうを遂とげたあとの生活が幸福でなかったおかげで、気が狂くるってしまったからだろうか。シンデレラの胸中は書かれていないため、分からない。

（シンデレラが汚れている、と主張したのは硝子の靴だろう。彼女もエデルのように魔術師の靴にかかる靄もやが見えたと仮定すれば……）

　一冊目のノートは終わりに近づいていた。次のノートからは、彼にとって怒ど濤とうの時代が始まる。古城へ追放された母が死に、魔術師狩りが始まるのだ。昨日きのうまで自分の後うしろ盾だてをしてくれた魔術師を火か刑けいに処しよすことになる。

　こうして手記を読んでみると、自分の考えていたドゥーガルド・ディセント像が少しずつ変わってゆく。アランは今まで、彼に対し「母の罪つみを粛しゆく正せいした強い男」というイメージを持っていた。だが実際の彼は、母の成功の陰かげに生き、悩なやみながらも道を模も索さくするひとりの青年だった。

　そういえば、父はドゥーガルドを恋多き男だと言っていた。

　次のノートを手にとってみれば、たしかにそれらしき記述はあった。とても控ひかえめで、情熱などは感じなかった。恋というよりも、現実からの逃とう避ひのように感じた。

　ドゥーガルドは魔術師を処刑する前の年まで、次々と恋人を変えていった。驚おどろいたのは前日にあがった恋人の名前が翌日には別の名前に変わっていたことだった。

（半なかば……あきれはするが……）

　彼が自分らしく気持ちを伝えられるのは、自分が選んだ女性だけだったのかもしれない。だからこそ熱心に恋愛をしていたともとれる。

　後々、この頃に付き合っていた恋人とは別れて、国王の決めた相手と結婚することを考えれば胸むねにつまされるものがあるが。

　魔術師の処刑が始まってからは、女性との連絡をいっさい絶たち、ただ粛しゆく々しゆくと自分の仕事をまっとうした。もしかしたらこのときには逃避するなどという甘あまえは完全に捨てきっていたのかもしれなかった。

　どこまでも両親の陰に隠れ、そして母親の尻しりぬぐいをする彼。

　いったい彼は誰だれの人生を生きていたのだ？

（俺の場合は……どうなんだ？）

　貴族に生まれるということは、決められたレールを正しく歩くことが要求される。道から外れることは許されない。自分が倒れれば、領民が、使用人が、ガラスドームの職人たちが犠ぎ牲せいになる。

　では、正しい道の歩き方とは？　ゴールはいったいどこにあるのか？

　アランはもう一度椅い子すを引いて、座り直した。日記の続きを開く。

　祖先がこの問題とどう向き合ったのかを、知る必要があると思った。
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　エデルはそっと、重たい樫かしの扉とびらを開けた。

　レオン・コーディナルの書しよ斎さいである。

（誰も魔術師の靴を履はいていない。でも流れてくる魔術の気配……。考えるなら、私の目の届かないどこかに魔術師の靴が隠されているのかも）

　乙女おとめの会で使った部屋を調べても、それらしきものは見つからなかった。ならばあの部屋にほど近い、この書斎も怪あやしい。

（まずは、本棚の奥に何か入ってないかどうか、くまなく……）

「あなたは、メイドなのですか？　それともお嬢じようさまなのですか？」

　エデルは驚いてふりかえった。レオンが、柱にもたれて立っていた。

「あなたの正体は妖よう精せいなのかな。書斎のお掃除妖精さん」

「あ、あの……」

　どうしよう。見つかってしまった。彼に顔をおぼえられていたようだ。

（な、なんとかしなくては）

　エデルは必死で頭をめぐらせた。

「こ、これにはわけがあって」

「どんなわけなのか、聞かせてください。そんなにきれいな髪を隠してしまって、もったいないですよ」

　レオンはさりげなく距きよ離りをつめると、エデルの髪をほどいてしまった。灰桃色ローズミストの髪がふわりと落ちる。

　レオンはしっかりした体つきをしているのに、体重を感じさせないように歩くので、気づいたときにはもう遅おそかったのである。

　彼はにこりと人なつっこい笑えみを浮かべた。

　人を安心させるような、温かい笑みだ。

「やっぱり、こっちの方が似合う」

「あ、あの……」

「大丈夫ですよ。秘密は守ります」

　彼女の髪を一束、指先ですくってレオンは言った。

「何か事情があるなら、あなたの力になりたいんです」
















　エデルはどぎまぎしつつ言った。

「か、かくれんぼをしているんです」

「かくれんぼ……？」

「はい。変装ありの、かくれんぼ、です」

　非常に苦しいいいわけだが、なんとか切り抜けるしかない。

「なので私を見たことは内ない緒しよにしてください。捕つかまってしまいますので。そ、それでは……」

「待ってください」

　レオンはエデルの腕うでをつかんだ。

「かくまってあげます。一いつ緒しよに出かけませんか？」

「あ、あの……」

「いじめられてるでしょう。捕まったらきっとひどい目に遭あう」

　なぜ孤立していることに気がついたのだろう。エデルは目をぱちくりさせた。

「心配なさらずとも、僕は紳しん士しですよ」

「あの……ご親切はありがたいのですが……」

「……仕方ないですね」

　意外なほどにあっさり彼は引いた。エデルは戸と惑まどってレオンを見つめた。

「しつこくしてすみません。ただ少し、あなたに相談したいことがあったんです。会って間もないのに相談なんて、変だと思うでしょうけど」

「そ……相談ですか？　あの……」

「不思議なことに、あなたとは初めて会ったときから懐なつかしい気持ちがしていました。無ぶ礼れいを許してください。それでは」

　エデルの手に挨あい拶さつのキスをすると、レオンはとても残念そうな顔でそう言った。

　換かん毛もう期きを意識しろ、エデル──。

　アランの言葉が頭の中でうずまいている。

（相手を冬山だと、思って……）

　しかしレオンは春のような温かい微笑ほほえみを浮かべている。エデルは人に冷たくされることはあっても、冷たくすることには慣なれていない。

　何か深しん刻こくな悩みがあるなら、自分がそれを聞くことで助けになるなら、聞くべきだと思うのだ。

「あ、あの待ってください……」

　気がつけば、エデルは彼を引き留めていた。

「ご相談ということでしたら……私でよければその……」

「本当に？　うれしいな。誰にも打ち明けられないことだったから……」

　レオンはけして強引なしぐさではなく、あくまで紳士的にエデルの手をとった。

　エデルはふと、考えた。

（あれ？　なんだか私、結局レオンさまのペースに乗せられているような……）

　しかし自分がメイド姿であることを吹ふい聴ちようされても困る。

　もしかしたら相談内容に、求めている情報の手がかりがあるかもしれない。

　エデルはおそるおそる、彼についてゆくことにしたのだった。




　城の裏口を抜け、細い山道をしばらく歩くと、小さな湖みずうみのほとりにたどり着いた。

「表通りから行けばもっと大きな湖に行けるのですけどね」

　レオンは使用人から小さなバスケットを受け取って、上じよう機き嫌げんだ。いつもこうして湖まで出かけているのかもしれない。

　急きゆう勾こう配ばいの坂道にさしかかり、レオンはエデルに手を差し出した。断るのも悪い気がして彼の手をとったが、エデルの心の中はもやもやとしていた。

　レオンはその柔にゆう和わな印象とは裏腹に、手はごつごつとして大きかった。彼の中性的な雰ふん囲い気きに少し安心していたが、やっぱり男の人の手である。

　アランの手は少し冷たい。指は男の人のわりに細いほうだと思う。でも力はとても強い。エデルはいつも、アランの力強さに驚いてしまう。だが、懸けん命めいにエデルのことを考えて、優しく手を握にぎってくれる。

（アランさまは……もっと、ぎゅっと握ってくださる。でも、レオンさまにそうしてほしいかというと、違う……）

　優しく触れるだけのレオンの手は、紳士的だがどこかよそよそしかった。彼とはこの距離感のままでいたい、とエデルは思った。

　アランは今頃元気にしているのだろうか。何もなくとも手紙を書いても平気だろうか。いや、何かはあったのだが、まさか令嬢たちとうまくいっていないなどという泣き言は書けない。

　こんなときまで、アランのことを考えてしまう。自分はどれだけ彼のことが好きなのだろう……とエデルは少しだけこそばゆくなった。

「このあたりにしましょうか」

　レオンは草むらにスカーフを広げて、エデルにどうぞ、と微笑みかけた。

「あ、ありがとうございます」

「ここなら誰にも見つからないと思いますよ。コーディナル伯はく爵しやく家けの人間しか出入りできない場所ですから……」

　レオンがバスケットからビスケットとジャムを取り出すと、エデルは手を差し出した。

「私が塗ぬります」

「いや、僕がやります」

「でも、そういうわけには」

　メイド服を着ているせいか、余計にこの人に何かをさせてはいけない気持ちになる。

「ではお互いにお互いの分を塗りましょう。エデルさんもどうぞ」

「えっ」

　ビスケットを差し出され、エデルは困った顔をしたが、おずおずとスプーンに手を伸ばした。

「あの……ご相談とは」

　黒すぐりのジャムを塗ったビスケットを差し出して、エデルはたずねた。レオンはエデルの手からビスケットを受け取ると、彼女の手のひらにもたっぷりとジャムを塗ったビスケットを載のせる。

「もう解決しました」

「えっ」

「あなたとふたりきりで出かけたいけれど、どうすればいいか。それが私の悩みでした。たった今解決しました、実によかったです」

　にこやかにそう言われて、エデルは戸惑いを隠すことができなかった。ビスケットを両手にちょこんと載せたまま、固まってしまった。

「あの……なぜ私とお出かけを……」

「ビスケットをどうぞ」

「は、はい」

　エデルがビスケットに口をつけると、レオンはすかさずポットを取り出し飲み物を用意してくれた。

「実のところ、初めて会ったときにあなたのことを気に入ってしまったのです」

「どうしてですか？」

　心底分からないというような顔でエデルが返したので、レオンは面食らったようだったが、咳せき払ばらいをしてから続けた。

「花のように可か憐れんな女性だと思ったからですよ」

　エデルの表情に影がさした。

（もしかして、私が不ふ審しんだから調べたいのかも……）

　妹の友人として会った人物が、使用人の制服に身を包んで部屋を物色していたのだ。事情をたずねてしかるべきである。

「私……物を盗とろうとしていたのではありません。調べていただければ分かると思います」

　今度はレオンが驚いた顔をする番だった。

「僕はそんなつもりであなたをここに連れてきたわけではないですよ」

　おかしいな、とレオンはため息をついた。

「普通なら、僕が種明かしをしたときにあなたは『いやだ』なんて言って照てれたり、ちょっとあきれたふりをしてくれるところなんですけど」

「えっ、そうなのですか」

　エデルがショックを受けたような顔をすると、レオンはあわてたように言った。

「すみません。あなたがあまりにも魅力的なので、噓うそがつけなくて。率そつ直ちよくにものを言ってしまいました。ちょっと変わった反応をするあなたが、かわいいと思いましたよ」

（あれ……？）

　エデルは首を傾かしげた。

　なんだか似たような話し方を、アランからされたような気がするのだが。そう、残業ばかりのお前もかわいいぞ──と……。

「だいたいあの部屋の本は、あまり貴重なものではないですよ。大たい衆しゆうに読まれるようなものばかりですから。あなたが別の部屋で宝石箱でも物色しているなら話は別ですが」

「し、調べていただければ無実だと証しよう明めいできます」

「それは、僕があなたの服を剝はいでもいいと？」

　エデルは顔を真まっ青さおにした。レオンはそれを見て、くすりと笑った。

「冗じよう談だんですよ」

　エデルはほっと胸を撫なでおろしてから、言った。

「あの部屋に、こんな格かつ好こうでいたのはわけがあるんです。その……捜さがし物をしていて。詳くわしくはお話しできないのですけれど」

　今魔術師の靴の話などを持ち出しても、混乱させるだけだろう。エデルは慎しん重ちように言葉を選んだ。

「何も聞きません。今分かるのは、あなたがルピナスの花のように愛らしいということだけ、それで十分です」

　レオンはそばに咲いていたルピナスの花を摘つんで、エデルに手渡した。咲きあがった花の集合体が、もこもことした面おも白しろい形をしていて、エデルもこの花は好きだ。

　しかし、ルピナスのようとはどういう意味なのだろう。エデルがもこもこしていると言いたいのだろうか。制服はすっきりしていてふくらんでいるところはあまりないはずなのだが。

「ルピナスの花言葉は『あなたは私の安らぎ』。あなたにぴったりの花ですよ」

（あっ……私がもこもこしているという意味じゃないんだ……）

「どうもありがとうございます」

　どうしていいのか分からなかったので、エデルはとりあえず精せい一いつ杯ぱいの笑顔を取とり繕つくろってそう言った。

「レオンさまのお悩みはもう解決されたのですよね？　よかったです。そこで、私もレオンさまにお伺うかがいしたいことがあるのですが」

「なんでも聞いてください」

「ステイシア城に幽ゆう霊れいが出るという噂うわさについてです。真実をご存じでいらっしゃいますか？」

　エデルが真剣な顔でたずねると、レオンは一度口をつぐみ、重々しくまた開いた。

「ええと……僕の話を聞いてましたよね？」

「はい。ルピナスに似ているとおっしゃってくださってありがとうございました。それで、この城に来る前から気になっていたのですが──」

「あなたは僕のことを知りたいと思ってくれませんか？　幽霊ではなく」

　レオンの顔が近づいてきて、エデルはびくりと肩かたを震ふるわせた。

「あの……レオンさま。近いです」

「男女が近づくのは当たり前のこと。自然の摂せつ理りですよ」

　エデルはようやく気がついた。

　もしかして、アランが心配していたようなことが今起こっているのだろうか。

『もっと顔の色味を調整できるようにならないと、すぐ男につけいられるぞ』

　そんなこと、別の世界の出来事かと思っていた。

（か、顔の色味を調整しなくては。ど、どうやって）

　笑いかけたり、顔を赤くしてはいけないとアランから言われていたが──。

　エデルはぎゅっと目を閉じ唇くちびるを嚙かみしめ、レモンをかじったような顔をしてみせた。

　笑うでも赤くなるでもない。とっさに考えられたのが、これだったのである。

　レオンはしばらくこらえていたようだが、たえかねて噴き出した。

「はー、そうきたか。君、予想外のタイプだね」

　彼が突然くだけた口く調ちようになったので、エデルは目をぱちくりさせた。

　大きな口を開けて笑う彼は、先ほどまでとまるで別人だ。

「あ、あの」

「いや、ごめん。君があんまりにも面白いから、つい」

　言いながらも、彼はまだ背を震わせている。

　丁寧でスマートな伯爵令れい息そくだった彼の印象が、崩れている。

（……もしかして、笑い上じよう戸ごで親しみやすいのが、本当のレオンさまなのかな）

　彼の態度によそよそしさがあったのは、本当の自分を隠していたから……？

　ひとしきり笑ったあと、レオンは改めて言った。

「そんな顔でかわされるとは思わなかった。君、好きな人がいるの？」

「えっと、はい……」

　エデルは照れたように答えた。

「なんだ、失恋しちゃったな。一ひと目め惚ぼれだったのに」

「えっ!?」

「いいなと思っていなかったら女性をこんなところに誘さそわないよ。来てくれたから脈みやくがあると思ったんだけど」

「そ、そうだったのですね。深刻なご相談があるのかと思って……」

「いや、僕にとっては深刻だったよ。素す敵てきな女性と楽しい時間を過ごすにはどうしたらいいかってことだもの」

　一目惚れの次は、素敵な女性。

　エデルはこれまでにない事態に、どう対たい処しよしたものかと迷った。ルディアはこんなときどうやって断っただろう。

　アランがそばにいれば、こんなことにはならなかったのだろうか。

「すみません。お出かけの意味を、よく理解できていなくて」

「君の好きな人は、どんな人？　いい男なの？　それとも優しい人？」

「とても優しい方です。厳きびしいときもありますが、すべて私を思いやって言ってくださるのです。えっとそれから……うっとりするほどきれいな人です」

「べた褒ぼめじゃないか」

「お慕したいしている方ですから……」

　エデルが照れたように言うと、レオンは肩をすくめた。

「両想いなの？」

　エデルはおずおずとうなずいた。お互いの気持ちはすでにたしかめ合っている。

「恋する乙女は輝かがやいているね。彼にはいつもその気持ちを伝えているの？」

「いつも、ではないかもしれません……。いろいろと、難しい問題が多いんです。彼が優しければ優しいほど、言えないこともたくさんあります……」

　最近のアランはとても疲つかれて見えた。自分との結婚が、完かん璧ぺきな伯爵令息だった彼の欠けつ点てんになるかもしれない。分かっていても、彼は自分と一緒にいてくれると言った。

　アランは自分のために無理をしてくれている。だから、エデルもがんばって応こたえる。たどり着きたい未来が一緒だから……エデルは彼に、泣き言を漏もらしたくはない。彼に甘えたい気持ちは、今は閉じ込めておく。

　彼に手紙を書くのはやめよう、とエデルは思った。心配をかけたくないから。

「難しい問題がどんなことかは分からないけれど、君が頼ってくれたら彼は喜ぶんじゃないの？　男ってそういうものだよ。女の子に頼りにされたいのさ」

「私は今まで、彼に十分すぎるほど頼ってきました。だから、彼のおかげで私が独り立ちできるようになったということを、見せてさしあげたいのです」

「なるほどね、絆きずなが強いというわけだ。甘えて終わりの関係はただの恋人、それ以上の関係になるには互いを尊そん敬けいし合わなくてはいけない。僕の経験上学んだことだけれど」

「互いを尊敬……」

「恋人同士の関係を深めるだけなら、小手先のテクニックだけでもどうにかなる。それ以上に進むには、本人の努力にゆだねられているんだ。尊敬というのは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでできるものじゃないんだ」

　レオンの言葉に、エデルは考えた。

　彼のことは尊敬している。ガラスドームのオーナーとして。保護者として。そして……ひとりの男性として。

（私も、アランさまに尊敬してもらえるような人にならなくちゃ、ふさわしくないんだ……）

　あこがれの人に尊敬してもらうなんて、できるのだろうか……。

　でも、ダリアから出された課題をこなせれば、あるいはそんな自分に一歩近づけるかもしれない。

　少しずつ、階段を踏ふみしめるようにして、彼に近づきたい。

「相手を尊敬できることは、とてもいいことだよエデル。君にとっての運命の人のようだね」

「はい、レオンさま。私も、彼にふさわしい人になりたいです」

　エデルがほころぶような顔でそう言うと、レオンはしばらく惚ほうけた表情になったが、はっとして咳払いをした。

「彼は君をかわいがっているだろう。どんな風に褒めてくれるの？　これは僕の職業上聞いておきたいことなんだけど」

「豚肉みたいで、良いと言われます」

　しばらくの間があった。

　レオンはまじめな顔つきでたずねた。

「本当に彼で大丈夫なの？」

「私も、あんまりにもあの方が素敵なので、私で大丈夫なのかなと思うときがあります」

「いや、君を肉だと思っているんでしょう……？　君のこと、捌さばいてやりたいとか思ってるんじゃない？　危険人物なのでは？」

「そ、そんなことはないですよ。軟なん体たい動物みたいとか、いろいろたとえてくださるんです。お肉には限りません」

　ちょっとのろけてしまっただろうか、とエデルは反省したが、相手はますます重たい表情になった。

「軟体動物……他には？」

「えっと、蟻ありみたいとか、猿みたいとか、ザリガニみたいとか……」

「……もっと他になかったの？　犬とか猫とか」

「あ、犬のように臭においにめざといとは言われました」

　レオンはしばし、受け入れがたいような顔をしていたが、ようやくといった様子で言った。

「……まあ、カップルの数だけ、愛の形はそれぞれだよね」

「？　そうですね」

「はぁ、そういうたとえ方でも女性はオトせるものなんだな。勉強になったよ」

　エデルは気になっていたことをたずねてみた。

「あの、レオンさま。先ほどご職業のことをおっしゃっていましたが……」

「あれ、僕の職業を知っていたから、書斎で熱心にあの本を見ていたんじゃないの？」

「あの本……？」

「初恋攻略大ガイドブックシリーズ」

「はつこいこうりゃく……だいがいどぶっく……」

「あの書棚にあった本だよ。恋愛指南書。僕は、世の不器用な男を手助けする仕事をしているんだ。ただいま三冊がベストセラーになり、四冊目の執しつ筆ぴつ中ちゆう。新しく女性を口く説どくためのテクニックを目もつ下か模索中というわけ」

　書斎に同じ本をたくさん置いていたのは、お客さまがいらしたら、宣伝がてら持ち帰っていただくためであったらしい。

　エデルはようやく、展開が読めてきた。

「私は……そのテクニックの実験台だったというわけですか？」

「誤ご解かいしないでほしいんだけど、君がタイプだったのは本当だから。まぁ、実はこれからが本番で、新しいテクニックを試そうと思ったんだけど……今までの僕の口説きが君にはまったく通じないんだからなあ……少しくらい、今の彼と比べてくらっとしてくれたときはあった？」

「ええと、考えさせられることはありました」

　なぜわざわざビスケットを交換するのか、たとえられた花のシルエットのことなど。

「……なんだか微び妙みような回答だな」

　レオンはまてよ、と声をあげた。

「君みたいな女の子がいるということは、世の中にはもっとたくさん、僕の本をもってしても恋がうまくいかない男性がいるということだな」

「は、はあ」

「それとも、僕の作ったキャラクターがよくなかった？　君はまじめな男性が好きだと思って、敬語を使ってあくまで紳士的に攻めたつもりだったんだけど」

「まじめな男性は、好きです」

　アランさまは、誰よりもまじめな人だから……。とエデルは心の中で付け加えた。

「レオンさまは、誰かに合わせて口調や好みなどを変えられるのですか？」

「そうだね。第一印象ですべてが決まる！　という特集を今度組もうと思っているんだ。相手の好みに合わせて、その子だけの王子様になるという企画だよ。君の好きな人の第一印象はどうだった？」

「えっと……怖こわかった、です」

　そういえば、最初の頃アランはとても怖かった。エデルを靴くつ箱ばこ館かんから追い払ったし、母の形かた見みの靴もとられてしまった。そんな彼との結婚を考えるようになるなんて、当時の自分に聞かせてもまったく信じられないだろう。

「うーん。じゃあこの企画自体がだめなのかな？　第一印象が悪くとものちに好きになる可能性があるなら……」

　ぶつぶつと繰り返しながらレオンは思考にふけっている。

「あの、レオンさまはどうして執筆のお仕事をされているんですか？　コーディナル家は継つがない、とはお聞きしましたが」

「いい質問だね。これは君が先ほど投げかけた質問、『ステイシア城の幽霊』にも少なからず関係のある話だ」

　エデルはぴっと背を正した。

　レオンはもったいぶった口調で言う。

「これは最愛の妹に嫌きらわれたかわいそうな兄による、世にもせつない実話である──」
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　レオン・コーディナルは十四歳のときに母を亡なくした。母は豊かな金きん髪ぱつをした美しい女性で、もともとはただのお針はり子こであった。コーディナル伯爵は若く美しい彼女に心奪うばわれ、妻がいる身でありながら、ステイシア城に彼女を住まわせた。お針子の愛人を、まるで昔からこの城に住んでいる貴き婦ふ人じんのように扱った。

　しかし、母はレオンによく言い聞かせた。あなたは愛されて産まれた子ではありますが、本ほん妻さいの奥さまに男の子が産まれるようならわきまえなくてはいけません。私は本来、この城に住まうお姫さまでもなんでもないのですから。その代わり、あなたのことは、私が世界で一番愛してあげる。あなたにとって特別な誰かが現れるまでは。

　レオンは両親の愛情をたしかに感じてはいたが、やはりどこかで、自分は生まれてきてはいけない子どもだったのではないかという気持ちがぬぐえなかった。跡あと取とりである自分が本ほん邸ていに立ち入りを禁じられていることや、父とは夏の間しか一緒に過ごせないことも、その気持ちに拍はく車しやをかけた。

　特別な誰かとは、いったい誰なのだろう──。

　レオンはたびたび、大きな城をさまよいながら考えた。母にとっては父が特別な誰かだったのだろうか。でも父はすでに別の誰かの夫だった……。母はレオンに見つからないように、こっそり泣いていることもあった。

　幼おさな心ごころにレオンは誓ちかった。僕に特別な誰かが現れたら、四六時中幸せになる言葉をかけて、寂さびしい想いなどさせないのだ──。

　そんなある日、彼に転てん機きが訪おとずれる。

「僕は出会ったんだ。小さな天使、マリー・コーディナルにね」

　レオンは湖の方をぼんやりと見つめながら、そう言った。

「あれは僕が十歳の夏のことだった。いつものように、僕は城の秘密の通路を探検していたんだ」

「秘密の通路……？」

　エデルは繰り返した。それはいったい、どこのことだろう。城の中を探索したときは不審なものは見つからなかったのに。

「エデル、君はあの城がかなり手を加えられていることは知っているだろう？」

「はい」

「あるんだよね。隠し通路というやつが」

「!!」

「僕はその隠し通路を探検するのが趣しゆ味みだった。昔のお宝がたくさん眠っている。仮か面めん舞ぶ踏とう会かいの衣い装しようや、ピースの欠けたパズル、すごーく磨みがかなくてはいけないような、埃ほこりをかぶった食器なんかがね」

　レオンはバスケットからフォークを取り出して、エデルの前にちらちらと揺らしてみせた。

「その隠し通路で……レオンさまは、マリーさまと出会ったと？」

「彼女は巨大なクローゼットの中に隠れていた。子猫みたいにまるくなって震えていた。隠し通路に迷い込み、ネズミに驚いてクローゼットに飛び込んだあの子を僕が見つけたんだ。とんでもないお宝を見つけたと思った。だってランプでかざしたマリーの瞳は薄茶色で、うるんでいて……ちょうど君みたいだったな。衝しよう撃げき的てきだった。母さんの言う特別な誰か、というのは、この手で守ってあげたい誰かのことだったのだと知った瞬しゆん間かんだったんだ」

　まぁ、と彼はため息をついた。

「あとで彼女が血のつながった妹だったと知って、もうがっかり。ロマンスは始まる前に終わったというわけだ」

「レオンさまは、マリーさまのことを好ましく思われたのですね」

「とてもね。この城は大人ばかりで、僕も甘やかされて家庭教師がつきっきり。同じくらいの年頃の子どもなんていやしなかったから。僕より小さな女の子、しかも心細そうにしている可憐な女の子なんて、見たこともなかったから」

　マリーは、レオンによく懐いてくれた。どこへ行くにもついてきてくれた。ふたりで城を探検し、よくこの湖へも遊びに出かけた。恋人にこそなれなかったが、レオンはかけがえのない血けつ縁えん者しやを得た。

　マリーに抱いだいた淡あわい気持ちは、またたくまに兄きよう妹だい愛あいに変わった。

「本邸の人間には嫌われていると思っていたけど、彼女はそんな僕を救ってくれたんだ」

　マリーの笑顔は、たしかにレオンの存在を肯こう定ていしてくれた。今まで思い悩んでいたことも、遠く彼方かなたへ追いやってしまうことができた。

　何せコーディナル家の次の世代は、レオンとマリーだ。ふたりで力を合わせて領地を管理してゆけばいい。母が死ぬまでは、そう思っていた──。

「母が死んで、僕は夏以外のすべての季節は、このステイシア城でひとりきりになった。いったいいつになったら僕は本邸へ移れるんだ？　しかし、おそらくそれが許されるのはマリーの母親が亡くなったときだ。でもその前に父が死んだら、僕にその機会は訪れるのか？　父の本妻が、男の子を産んだら？」

「レオンさま……」

「怖くなったんだ。骸がい骨こつになるまでこの城にたったひとりか？　夏になっても父とマリーが来なかったら？　それかある日突然、父の妻が現れて、荷物をまとめて出て行くように言われたら？　僕を世界で一番愛してくれた母親は、もうどこにもいないのに」

　レオンは焦しよう燥そう感かんにかられ、城を抜け出した。

　愛する人を見つけなくてはいけない。ステイシア城の夏に執しゆう着ちやくするのをやめなくては。

　貴族の息子として、結婚相手はどこかの家柄の良いお嬢さまになると思っていた。社交界に特別な誰かがいると思っていた。

　でも僕はこの城から追い出されてしまえば、社交界からもつまはじきにされるかもしれない。ならば身分になんてこだわらないで、世界中のすべての女性のなかから探そう。僕の運命の人を。

　新しい居場所を、守りたい人を、自分の力で見つけなくては──。

「ここから先の話は、君に積せつ極きよく的てきに話したいとは思わないからやめておこう。僕はいろいろと社会勉強をして、そこで得た知識を一冊の本にして出版した。僕が最愛の人を見つけたら、かけてあげたい言葉やしてあげたいことなんかをたくさん詰つめたとっておきの一冊は、またたく間にベストセラーになった」

　それが、あの「初恋攻略大ガイドブック」らしい。

　新しい人生の道が開けてきたのを機に、レオンは相そう続ぞく放ほう棄きすることを決めた。

　父さえ許してくれるなら、伯爵家の息子としての権利や財産もすべて捨てる。母の姓を名乗り、ただのお針子の息子として、自分の力で生きたい。

　コーディナル伯爵は愛人が早そう世せいしたことに責任を感じていた。長年この城に縛りつけてしまったと。彼は悩んだようだが、息子に好きな道を歩ませることにした。

　マリーは幼おさないながらも立りつ派ぱな淑しゆく女じよとして教育を受けていた。そのうち彼女も特別な誰かを見つけるだろう。夫と領地を管理すればいい。

　しかし、マリーは相続放棄にひどく反対した。

　翌年の夏、レオンの考えを聞くなり、マリーは部屋に閉じこもって出てこなくなってしまった。

　マリーはレオンと口をきこうともしなかった。その夏の間、兄を徹てつ底てい的てきに無視し続けた。レオンだけではない。誰とも、いっさい口をきこうとしなかった。本邸に戻ってからもマリーの様子が変わらないと聞いて、レオンはいよいよ心配になった。

　翌年の夏、マリーは父と共にステイシア城に現れたが、相変わらずだんまりのままだった。

「マリーはこのままでは友人もできずに婚こん期きも逃のがしてしまう。僕はなんとか彼女が社交界に復帰できる方法を探した」

　このとき、マリーは十五歳。社交界に出るならできるだけ早い方がよかった。

「マリーは昔から責任感の強い子だった。思いやりがあって優しいけれど、表に出すのは苦手だった。僕は彼女のいいところが存分に生きる方法を探した。それが『乙女の会』と『ステイシア城の幽霊』だ」

　エデルは目をまるくした。

「ステイシア城の幽霊と、乙女の会は関係があるのですか？」

「あるさ。どちらも裏には僕がいる」

　レオンは新しいビスケットにクリームを塗りつけて、エデルに手渡した。口を差し挟はさまずに聞いていてほしいのかもしれない。

「僕はマリーの名で、できるだけたくさんの知り合いの令嬢に手紙を書いた。『ステイシア城で乙女のお悩み相談会を始めます。この城は成功の王妃、シンデレラが愛した城です。ここなら秘めた悩みを解決するのにふさわしいでしょう。ご協力いただける方は城へお越しください──』」

　演出はできるだけ本格的な方がいい。シンデレラの側そつ近きんと同じ二十名、できるだけマリーの友人になってくれそうな人物を選出した。当時レオンは妹より早く社交界に出ていたため、令嬢たちと「仲良く」していたし、彼女たちの友人にいたっても人ひと柄がらは耳に入っていた。

　マリーの誘いを受けた令嬢は、次々とステイシア城にやってきた。驚いたのはマリーだった。当然のごとく、彼女はそんな手紙を出したおぼえはないと言った。

　では、手紙を出したのは誰なのか？

　令嬢たちは困こん惑わくした。そして、マリーのもとにも手紙が届けられた。身を引き裂さかれるような悲恋を体験した者、家の相続争いに巻き込まれ家財をすべて失った者、最愛の猫を亡くし失意にうちひしがれている者──。

　手紙の送り主は分からなかった。ただ最後に、こう記しるしてあった。

『成功の王妃、シンデレラを手本に。知恵と勇気のある二十名の淑女のみなさん、どうか私を助けてください』

　見えない誰かからの召集と手紙。

　そうして、ステイシア城の幽霊の噂はまことしやかにささやかれるようになった。

「すべては、レオンさまがなさったことだったのですね」

「そういうこと。ちょうどこの城に二百年前の大だい洪こう水ずいの幽霊が出るというのが、もはや定番の怪かい談だんになっていると、城下町で聞きつけたものだからね。そして僕は妹の活かつ躍やくを見守るべく、秘密の通路から乙女の会の様子をすべて見ていた」

「え……？」

「乙女の会の会場として使っているあの部屋、実は隠し通路がつながっている。僕は壁かべに細さい工くを施ほどこし、裏側からマリーの活かつ躍やくを見ていた。もちろん、最近のマリーは僕が見守らなくても立派に会長の務つとめを果たしたが、僕が驚いたのは女の子たちが次々とマリーに本物の悩み相談の手紙を送るようになったことだった。しめたと思ったね。これは一いつ石せき二に鳥ちよう。女の子の気持ちを直じかに聞けるまたとないチャンスだと」

　女心のなんたるかを知るというのは、レオンの職業にとってなくてはならないもの。妹のためにひと芝しば居い打った彼だったが、最近はもっぱら、本のネタ作りのために会話を……盗み聞きしていたようだ。

「じゃ、じゃあ私がいじめられていることをあてたのも……」

「そう、あの部屋で見ていたから。あんまりにも意地悪されているからハラハラしてしまったよ」

「そ、そんな」

「いや、かわいい新入りさんが来たなと思ってじっくり見せてもらっていたらね」

　レオンは少し決まり悪そうにそう言ってみせた。

　エデルは、先ほどの会話を頭の中で反はん芻すうさせながら、はっとした。

（あれ？　もしかして、壁から漏れ出ていた黒い靄って……隠し通路から出ているのでは？）

　不自然な靄のただよい方から考えても、その可能性が高い。

「以上がステイシア城の幽霊の話の種明かしだ。大丈夫かな？」

「は、はい」

（いけない、ぼうっとしていた）

　とにかく隠し通路のことはあとでルディアに報告しなくては。

「あの……でも、こんなに大切なことを私に話してしまって平気なのですか？」

　レオンの母に関することや、隠し通路のことなどは、公おおやけにしたくない話だろう。

「僕の母親のことはある程度周知の事実ではあるし、隠し通路に関しては老ろう朽きゆう化かして危険だから近いうちに塞ふさいでしまおうと、父が考えているらしい。なので君に話したところで大きな問題にならないさ」

　レオンはなげやりな口調になって言った。

「それに、ステイシア城の幽霊が僕だって君が訴うつたえたところで、マリーはとりあわないと思ってね。なんせ僕の名前を聞くだけで、目をつりあげて怒おこり出すから」

「い、言いません」

　乙女の会を仕組んだのがレオンであったにせよ、あの会を必要としてる女の子がいるのだから、エデルは乙女の会の成り立ちについて口こう外がいするつもりはなかった。

「あの……でも盗ぬすみ聞ぎきは、よくないかと……」

「分かっている。もう以降はやらないさ、約束する」

　レオンは改まった口調で言った。

「まぁ、それにしたって僕が乙女の会を作ったことをばらされると、嫌われ者の兄としては致命傷になりかねない、かなりの痛手だ。それを承知の上でこんなことを君に話したことにはわけがある」

「わけ……？」

「君が幼い頃のマリーに似ていたっていうのもあるけど、もうひとつ。マリーが君にはとりわけ優しい」

　エデルはぱちくりと目をまばたかせた。

「紅茶をかけられたとき、マリーは君をわざわざ保護した。放っておけばいいのにね。そして僕の母親の話をしただろう」

　どうやらそこまで盗み聞きしていたらしい。そういえばあのとき、マリーがいなくなった隙すきにレオンが部屋に入ってきたことを思い出した。

「あの子は僕の母親の死に、とても傷ついていた。未いまだにあの子の触ふれてはいけない傷口になっている。自分から話すことはほとんどないんだ。それだけ君に僕の母親を重ねていたってことだと思う」

　たしかに、マリーはステイシア城の母の死にショックを受けていたようだ。

「マリーは君になら心を開くかもしれない。だから、僕からお願いしたくてね。……僕は心残りを片づけておきたいんだ。そのために、この城に来てからの僕の人生を、ざっと君に説明させてもらった」

「心残り？」

「彼女と和解したい。マリーが立派な令嬢になったのはこの目で確認しているけれど、僕が相続放棄をすると伝えた日以来、仲なか違たがいしたままだ」

　マリーは、兄のことを軽けい蔑べつしていると言った。でも、レオンは妹のことを大切に想っているようだ。

「マリーと仲直りするのに、協力してほしいんだ。橋渡しをしてほしいんだよ」

　レオンの目は真剣だった。その目を見てエデルは悟った。先ほどまで、エデルと仲良くなるためにかけてくれた言葉よりも、今の彼の視線の方がよほど情熱がこもっている。

「分かりました。私にできることでしたら、やってみます」

　乗りかかった船だ。この際引き受けてみた方がいい。ステイシア城の隠し通路の話や幽霊の正体だって、レオンの話を聞かなければ分からなかったのだから。

　ひとまず、魔術師の靴と幽霊にはなんの関係性もないことがわかった。

「その代わりと言ってはなんだけど、君のことをいじめてくる子がいたらそれとなく、君に火の粉こがふりかからないように協力するよ。たとえばその女の子と僕が仲良くなって、君のことなんてどうでもよくなるようにするとかさ。そのメイドの服も無理やり着せられたんだろう？」

「いいえ、これは私が着たくて着ました」

「……そうなんだ。結構いい趣味してるんだね、君。いや、嫌いじゃないけど、そういうの」

　レオンはぶどう酒を飲みながら、まじまじとエデルの姿を見つめて、そう言った。
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　アランはガラスドームの執しつ務む室しつで、難しい顔でノートを読んでいた。

　しかめ面つらをしていると、目の前にさっとコーヒーが差し出される。

「ああ、悪い……」

　アランは一口飲んでから、ふと考えた。自分は誰かに入室の許可を与えたか？

　顔を上げれば、すぐそばにセスの渋じゆう面めんがあり、アランは飛び上がった。

「な、なん」

「アランさん、上うわの空だな～。これ誰かにブスってやられたとしても、数秒間は気づかないんじゃないの？」

「縁えん起ぎでもないことを言うな」

　アランは心臓を落ち着かせてから、椅子に座り直した。

「……ていうかさ、何してんの？」

「俺は伯爵を継ぐための勉強中だ」

「いや、それだよ。腰こしに巻いているやつ」

　アランは得意げな顔になった。

「もちろん、エデルのエプロンだ」

　エデルが置いていったエプロンを、壁に飾かざるか膝ひざにかけておくか悩んだすえに、アランは腰に巻くことにした。壁に飾れば埃がつくだろうし、膝にかけていれば気がつくと床に落ちている。もういっそのこと身に着けてしまおう！　と思い至ったのである。

「うわっ……もしかして拝はい借しやくしたわけ」

「失礼なことを言うんじゃない。エデルが俺にくれたんだよ」

「強ごう奪だつしたんじゃないの？」

「そんなことはない。ちょっとねだっただけだ」

　セスは哀あわれな目でアランを見た。

「とにかく、それはいただけないよ。もう見ているだけでかわいそう。ちょっとした犯罪だよ」

「何を言う。俺はエデルと離れていても、こうして一心同体でいようと……」

「アランさんはさ、そのエプロン着けたからって何か変わると思っているわけ？」

「いや……そういうわけでは……」

「じゃあアランさんって、ルディアさまのものはいつも持ち歩いてる？　持ち歩かないと妹との縁が切れちゃうって思ってる？」

「そんなわけないだろう。何もなくたってルディアは俺の妹だ」

「ほら、そういうことだよ」

　アランは不思議そうな顔をした。

「つまり、ルディアさまとは兄妹としてしっかりとした関係を築きずけているから、これから先何があろうと、自分との縁が切れることはないと思っているわけ。証しよう拠こ品ひんなんかなくともね」

「それは……」

「エデルのものは肌はだ身み離はなさず持っているということは、持っていないと不安だから持っているってことなの。エデルのエプロンを持っていれば、エデルとの関係性が保てると思いたいんだね、アランさんは。よほど結婚に対して不安を抱いているということだなぁ」

　アランは押し黙った。

　そういえば、自分はエデルのものを欲しがるばかりか、自分の持ち物もたくさんエデルに持たせようとしていたのだ。

　両親を疑うたがったり、エデルの気持ちを推おし量はかったり……このところ、精神的に不安定だったのは否いなめない。

「エデルには結婚のことは何も心配ないよ、とか言ってるんじゃないの？　気持ちを抑おさえ込んでるからそういう風に……ちょっと異常な行動をし始めるんだよ」

　セスは、アランが腰に巻いているエプロンを見やって、冷たい目で言った。

　アランはエプロンを外すと、椅子の背もたれにかける。

「ありがとう……セス。冷静になった」

　そういえば、「父さんは自分のことをどう思うか」ということで頭がいっぱいだった。ドゥーガルドの手記を読み進める前からずっとそうだ。

　いわば、父はエデルとの結婚を認めてくれるのか、ずっと不安でたまらなかったということだ。

（父さんは、自分の機嫌を窺うかがうような答えを望んでいるだろうか……違うよな）

　父にどう思われるか、ではない。自分がどんな答えを出すかだ。仮にアランの出した答えを父が気に入らなくとも、説得できるだけの強さがあればいいのだ。

　課題は父の意向を探さぐるものではなく、自分と向き合うためのものであるべきだ。

　アランはふと、セスの顔をまじまじと見た。

「な、何」

「お前はなぜだか達たつ観かんしているよな。どんな本を読めばそんな風になれるんだ？」

「僕あんまり、読書家じゃないんだけど。記き憶おくだって飛んでるし」

　アランは腕を組んで思案した。

　ディセント家の爵しやく位いの引き継ぎは、結婚して家庭を得ると行われる。結婚は一人前と認められたあかしだ。

（父さんが言っているのは、俺はエデルの夫としては一人前になれないという意味だ）

　ほかの女性ならいいと言われた。なぜだ？

「お前は、カラバ女おんな侯こう爵しやくの伴はん侶りよに自分がふさわしいと思うか？」

「うーん、そう言われると自信なくすなあ。彼女はもともとひとりでも強い人だったし、周りに助けてくれる人もたくさんいるしね。ふさわしい人にはなりたいと思うけど、でも彼女より強くなることが必ずしもふさわしいことではないと思うし」

「というと？」

「ほら、たとえばうまくいってる男女って、真逆の性格をしていることがあるじゃない。無口な旦だん那な様さまとおしゃべりな奥様、自分のしたいことをする女性と、ついてきてくれる男性」

　アランは身近な例を思い浮かべた。カーレン嬢は活発な性格だが、彼女の婚こん約やく者しやは穏おだやかな男性。シレーヌは自分の信念を曲げない女性だが、歌姫の彼女を陰から支えたオーウェンはけしてでしゃばるようなことはしない男性だった。

「お互い同じような性質だと反発し合うこともあるからね。どうせなら彼女の特性を知ったうえで、自分に何ができるかを考えて、それからどういう方向で努力するかを決めるかな。彼女にデキる男と認めてもらうのはもちろんだけど、僕だったらそのうえで彼女を立てるような男を目指すかも。主導権を握るタイプの男がナターシャと一緒になったら反発し合いそうでしょ？」

「なるほど……」

　アランはうなった。アランは今まで、「完かん璧ぺきな跡取り」を目指していた。ディセント家の使命をまっとうするため、がむしゃらに靴を蒐しゆう集しゆうしてきた。ガラスドームの経営も順調で、このままいけば文もん句くのつけどころのないディセント伯爵になれるはずだった。

　ところが、結婚相手にエデルを選んだことで父の評価が変わった。

　アランは、完璧な跡取りであるにもかかわらず、エデルの夫にはふさわしくないと判断された。それはエデルが労働者であるからという以上に、魔術師であるから。父は、エデルが魔術師のコミュニティからねらわれる可能性を懸け念ねんしていた。ディセント家にとって、エデルは劇薬だった。エデルはすばらしい効能を持つ薬になるかもしれないが、同時に危険な副作用を持つ薬でもある。

（ようは、俺は劇薬を扱うには不十分な当主であるということだ。俺が目指すべきは完璧な当主ではなく、劇薬を良薬にするような当主なのではないか？）

　完璧な当主なら、最初から危険性のある薬を手に取ったりしない。だから父はほかの女性との結婚を勧すすめている。

　ならば、この手記を読んだうえで出す答えはなんだ？

　模も範はん解かい答とうは、自分にとって必ずしも正解にならないのかもしれない。

「アランさん？」

「なんでもない。続きを読むことにする。コーヒーをありがとう」

「がんばって」

　アランは気を取り直して、席についた。
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　乙女おとめの会を終えたのち、エデルはマリーを引き留めた。

「マリーさま、お話を……よろしいでしょうか」

　少女たちが部屋を去ると、残されたのはマリーとルディア、そしてエデルのみとなった。

「どうかなさいました？」

「あの……レオンさまとお会いしたのです」

　マリーは片かた眉まゆを上げた。

　ふたりに席を勧すすめると、マリーは向かいの席に腰こしをかけた。円えん卓たくを挟はさむと、彼女との距きよ離りをとても遠くに感じる。

「兄に何か言われたの？」

「マリーさまと、和解したいと」

「そう、いつもあの人はそう言って女の子をだますの。本心で言っていることではないわ」

「それはどういう意味ですの？」

　ルディアがたずねると、マリーはいまいましそうな顔をして言った。

「私との仲をとりもってほしいという理由で、好みの女性に近づこうとしているのよ。甚はなはだ迷めい惑わくだわ。信じてしまったなら申し訳ないけれど、あれはあの人の常じよう套とう手段よ」

　エデルは面食らってしまった。

（レオンさまは……心からマリーさまと仲良くしたいと思っていたように、感じたけれど……）

　ルディアは優ゆう雅がに笑ってみせた。

「美しいお兄さまを持つとお互い苦労しますわね、マリーさま」

「あなたのお兄さまは別よ、きっちりした方だと聞いているわ」

「乙女の会を作られた本当の理由を聞きました。この会は、あなたが作られたのではないと」

　ルディアが言うと、マリーの目が見開かれた。

「お兄さまがお嫌きらいでしたら、毎年この会を開いたりしないのでは？」

「それは……」

「レオンさまがいたからこそ、こうしてわたくしたちも出会えたのですもの。正直に気持ちをお話しになって」

　マリーは口をつぐむと立ち上がった。

　柱の壁かべを三回たたいて、奥に押し出す。

　エデルは目を見開いた。柱の中は空くう洞どうになっており、螺ら旋せん階段が顔を出したのだ。

「いないようね」

「マリーさま……？」

「兄はたまにここから会の様子を見ているの」

　マリーは観念したように言った。

（え……？）

　レオンは、マリーのことをこっそり見守っていたはずだった。マリーはそれを知っていたのか？

「そう、聞いてしまったのね。私がこの会を続けている本当の理由」

　エデルはふと、疑問に思った。

（本当の理由とは、マリーさまがご友人を作るためで、レオンさまが女心を知るためであったはず……）

　レオンの口ぶりからするに、あくまでマリーには秘密で乙女の会の仕掛けをしたはずだ。

　ということは、マリーは少女たちの秘密が兄に漏ろう洩えいしていると分かっていながら会を続けていたことになる。

「いつから、お兄さまのことをご存じだったのですか？」

「初めての会を開かい催さいした当時からよ。壁の向こうからたまに物音がしたの。それがステイシア城の幽ゆう霊れいに違いないと招しよう待たい客きやくは沸わき立ったけれど、私には分かった。お兄さまがあの隠かくし通路にいると」

　マリーのあの兄の嫌いようから見るに、盗み聞きの事実がわかった時点で兄に注意するなり、部屋を替えるなり、もしくは会をとりやめるくらいのことだってしたはずだ。それなのにマリーはこの部屋で例年同じように乙女の会を開催した。

　ルディアは重たい声こわ音ねで言った。

「マリーさま。わたくしたちだけには本当のお気持ちをおっしゃってくださいな。わたくしたちは分かっています。ここまできたらとことんお付き合いしましてよ」

　ルディアがエデルの手に軽く触ふれて、大人しくしているように合図をした。エデルは悟さとった。ルディアは、とてつもないかまをかけているのである。

「私の気持ち？　何をおっしゃっているのか分かりません」

「エデルさんがステイシア城の幽霊の話を持ち出したとき、冷静なあなたが動どう揺ようしていらっしゃいましたわね。それは、この部屋で聞こえた物音が幽霊の仕し業わざではないと気づいてらっしゃったからでしょう？」

「……そうです」

「レオンさまがこの会をこっそり聞いてらっしゃったこと、あなたは気づいていたのに無視していた。なぜですの？」

　エデルは初めて会に参加したときのことを思い出した。

　マリーは、この柱を熱心に見つめていたのではなかったか。

「会の規律をきっちりと守ってらっしゃるあなたが、どうしてお兄さまに盗み聞きをやめさせることができなかったのですか？」

「それは……」

「できない事情があったのでしょう。お兄さまとの接せつ触しよくを極力避さけていらっしゃったのですものね。──そうでなければ、ご自分の気持ちが抑おさえきれなかったからでは？　あなたはわたくしたちにはとても親切でしたのに、レオンさまに関してだけとてもかたくなでした。まるで何かを恐れているかのように」

　マリーは唇くちびるを嚙かんだ。

「わたくしたちは秘密を守る誓せい約やく書しよにサインをしております。三人だけの乙女の会を始めましょう。どうか、悩なやみをおっしゃって。力になりますわ」

「軽けい蔑べつするわよ」

「いたしませんわ」

「するに決まっている」

　エデルははっとした。

　螺旋階段から、黒い靄もやがわきあがってきたのである。

「あなたは知っているんでしょう、私がおぞましい人間であることを」

　マリーがじりじりと隠し階段の方へ後ずさってゆく。

　エデルは蒼そう白はくになって、ルディアの袖そでを引っ張った。

「魔術の靄が」

「なんですって？」

　マリーはふりしぼるようにして言った。

「お願い、誰だれにも言わないで。私には婚こん約やく者しやがいるの。兄の本は売れたわ、彼はいつでもここを出て行くことができる」

「マリーさま、そちらへ行ってはいけません」

　エデルは思わず一歩前に踏ふみ出したが、それがかえってマリーを刺し激げきしてしまったようだった。彼女は階段をかけのぼってゆく。

「ルディアさまは、ここでお待ちください」

　隠し通路は未知の場所だ。ふたりして閉じ込められるようなことはあってはいけない。

「わたくしも行きます。連れて行って、エデルさん」

「それは賢けん明めいとは言えないと思います」

「あら、冷静なご意見ですわね。でも、わたくしの血が役に立つかもしれません。どうぞ連れて行ってくださいまし」

　エデルは迷ったが、マリーを見失わないことが先決だ。ルディアの手を引いて、螺旋階段をかけあがった。




　通路に入ると、エデルはたちまち立ち往おう生じようしてしまった。あかりとりの窓はあったが中は薄うす暗ぐらく、慣なれたものでなければ速度を緩ゆるめずに歩くことは不可能だった。エデルは靄に視界が覆おおわれているので、余計である。

　ルディアはすべてを察さつしたのか、エデルの手をとって歩き出した。

「ルディアさま、私が行くと言ったのに、すみません」

「大丈夫ですわ。わたくしがピンチになったら助けてくださいまし」

　ふたりは立ち止まった。目の前に現れたのは、巨大なクローゼットだった。黒い靄が扉とびらの隙すき間まから、臭しゆう気きを放つようにただよっていた。

　マリーはその前にたたずんでいた。クローゼットの扉に手を置いている。

「マリーさま……」

　マリーは闇やみに溶とけるような、かすれた声で言った。

「懐なつかしいわ。お兄さまと初めて会ったのは、この場所だった。クローゼットの中に隠れていた私を見つけてくれたのは、お兄さまだった」

　彼女はうっとりとクローゼットを見つめていた。

「私とお兄さまは、このクローゼットの中にたくさんの宝物を詰つめた。貴き婦ふ人じんの恋文や今は亡なき料理人のレシピ、きれいな端は切ぎれや銀食器。開かずの箱もたくさん……」

　開かずの箱──。それはもしかして、靴くつ箱ばこでは？

　エデルは唇を嚙んでから、声をかけた。

「ディセント家のみなさんにお預あずけすれば、開かずの箱の中身が分かるかもしれません」

「嫌いやよ、渡したくない。これは私とお兄さまが見つけた宝物なの」

　マリーはエデルをにらみつけた。

「あなたはお兄さまに好きだと言われたんでしょう。もうキスはされた？　それ以上のことも？」

「えっ、あ、あの」

「あの人はどんなにはしたないことでも平気な顔をしてやるのよ。私の友人にも手を出すの。お兄さまは城のお母さまが亡くなってから好き放題だった。私にすべてを押しつけて、夜な夜な遊びに出かけてはくだらない恋愛指南書を何冊も書いて。彼は私よりも、私の友人を遊び相手に選んだ。私は裏切られた気持ちだった。お父さまも、お兄さまには甘あまいから勝手を許してばかり！」

　マリーは悲痛な顔をしていた。

「お兄さまは言っていた。特別な人を見つけて、この城を出てゆくと。あの人の特別な方はなかなか見つからなかった。女性と親したしくなっても、すぐに飽あきてしまった。あなたもすぐに飽きられるわよ。私が今のうちに教えておいてあげるわ」

　エデルはびくりと肩かたを震ふるわせた。マリーのあまりの形ぎよう相そうに、彼女が正気を失いかけているのがわかった。

「特別な人なんて見つからなければいいのよ。一生、時間を浪ろう費ひし続ければいい。だって私のことを裏切ったのだもの。私にとってステイシア城の夏は特別だった。お父さまと、お兄さまと、そして『お母さま』──。本当の親子みたいに過ごしていた。そしてお兄さまは世界で一番私に優しくしてくれた。私にとっての特別な人はいつだってお兄さまだった。私が好きでもない男と結婚するのに、お兄さまは特別な誰かを見つけるなんてあんまりじゃない」

「マリーさま……？」

　魔術の靄が、マリーのことを取り巻いて、くろぐろとうねり始めた。

「乙女の会では手紙を募つのって、くまなく調べたわ。誰がお兄さまの新しい恋人なのかを。それらしき相談があれば、私はその女性がお兄さまと別れるようにしむけた。お兄さまがこの家に寄りつかなくなればもうそんなこともできなくなるけれど、私は、私は我が慢まんができないの。婚約してしまえばこんな気持ちもどうにかなると思ったのに！」

　エデルは、かすれるような声になった。

「……マリーさま。お兄さまのことが、好きなのですね」

「そうよ」

　マリーは興こう奮ふんのあまり息もたえだえになっていた。

「兄きよう妹だいは結婚できないの。誰もが知っている常識よ。しかも私は、彼を母親を同じくした兄だと思って生きていたのよ。それでも異性として兄が好き、そんな私は異常者でしょう？」

　エデルはマリーの気き迫はくに、ただ息をのんだ。ルディアは厳きびしい目でマリーを見ている。

「城のお母さまを亡くしたとき、私は良心の呵か責しやくにさいなまれた。あなたの息子を愛してしまったと。私は言わなかった、幼おさな心ごころにも言うべきではないと思っていた。そして実の母親には、とても顔向けができなかった。この城の母の死は、私の気持ちにしこりを残した。兄は私の気持ちを知り、恐おそろしくなって家を空あけるようになったのよ」

「マリーさま、でもマリーさまはお兄さまのことを、以前……」

　軽蔑していると言った。

　エデルははっとした。

　軽蔑している、のではない。軽蔑したいのだ。彼を嫌いになりたいのだ。だから乙女の会で兄の恋の邪じや魔まをする。隠し通路にレオンがいることも、知っている。兄が見ている前で、粛しゆく々しゆくと彼の恋愛を否定してゆく。

　私はあなたのことを嫌いだ、と知らしめるために──。

　以前エデルがマリーに会の目的をたずねたとき、彼女は解決できない問題もある、と答えた。それは寄せられた悩みに対する解決方法ではない。彼女自身の悩みの解決だった。

　会の目的は、兄を心の底から嫌うこと。だが乙女の会で彼女が分かったことといえば、兄を好きだという気持ちに、何も変化がなかったということだけ。

「……私には、お兄さまに挨あい拶さつをする必要もないとおっしゃいましたね。それは、私とお兄さまが接触するのを避けるためですか？」

「そうよ。口に出して言えば、本当に兄を憎にくく思えると思ったの。だから私は彼を軽蔑することにした。でも、だからといって兄が女性と会うことを見過ごせるかと言えば別問題」

　マリーは暗い瞳ひとみでエデルを見た。

「私、レオンさまとは何もありませんでした。お慕したいしている方がいることもきちんと伝えてあります」

　マリーは静かに笑った。

「私は兄の本に書いてあるような言葉は一度もかけてもらえないの。一生、一度もね。赤の他人が浴びるようにもらっている言葉を私は一言ももらえない」

　エデルは、かけるべき言葉を必死に探した。

　このままでは彼女の苦しみは解き放たれない。どうにかしなくては。

「エデルさん」

　ルディアは声を硬かたくした。

　古びたクローゼットの扉にひびが入っている。

　マリーの気持ちに、あのクローゼットの中身が反応しているのだとしたら……。

　マリーは長年、道ならぬ恋に悩み、気持ちを押し隠してきた。でももう限界だ。彼女の婚約は決まり、乙女の会は終わる。壁越しに兄を見つめることもできなくなる。

「マリーさま。気持ちを抑え込んではいけません。今、決めるのです」

「何を決めるっていうの？」

　マリーは今、追いつめられている。乙女の会ではさまざまな悩みを解決してきた彼女が、たったひとつの自分の悩みだけはこじらせてしまったままだ。

「お兄さまとこのまま決別するか、彼に気持ちを正直に告白するか。あなたがこのまま誰かの花はな嫁よめになってしまう前に」

　エデルはこれまで、さまざまな選せん択たくを重ねてきた。そして少しずつ、自分が前に進んでいくたしかな確信を得てきた。

　カンディナールへ行くと決めたこと、ガラスドームで働くと決めたこと、魔術師の靴を回収し続けると決めたこと、そして──父親と決別し、新たな道をアランと歩むと決めたこと。

　決断するということは、ときに大きな幸福を得て、ときに大きな代だい償しようを支払い、そして人生を進めてゆくことなのだ。

　マリーは乙女の会のときのように、いつまでも公平な傍ぼう観かん者しやではいられない。

（選択をするということは、とても勇気がいる。でも、選び取ることで人生を変えることもできる。自分の気持ちに、けじめをつけられる）

　エデルはマリーにあえて選んでほしかった。それが彼女の人生を変えるきっかけになることを祈いのって。

　ルディアはよどみなく言った。

「私は気持ちを伝えることに賛成派ですわ。だってお人ひと柄がらに惹ひかれたことを伝える分には、なんにも問題はないですもの」

　ルディアは執しつ事じに恋をした女の子のときと、まったく同じ考えを述のべる。

「きっとわたくしのお兄さまなら、わたくしが恋心を伝えても、一いつ緒しよにどうしたらいいか考えてくださいますわ。レオンさまはどうかしら？」

「兄は……」

　マリーは唇を嚙んだ。

「分からないわ」

「私は……お気持ちは秘めたままでもいいと思います」

　エデルはあえて、ルディアとは逆の意見を述べた。

　これでどちらの意見も一対一。マリーの選択でどちらかにかたむく。

「マリーさまはお兄さまに気持ちが伝わってしまったとき、今の関係性が完全に壊こわれてしまうと思っているのではないですか？　怖いなら、無理をしなくとも構いません。好きの形を変えて、妹として彼を愛せばいいのです」

「妹はほかの女に嫉しつ妬となどしないわ」

「愛の形はいろいろです、マリーさま。決まりはありません。マリーさまなりの接し方でいいのです。言葉にするのが怖いのなら、態度で愛を示せば。それも一種の愛の形です」

　びきびきと不吉な音を立て、クローゼットに亀き裂れつが入る。

「危ない！」

　エデルはマリーの手を引いて、しりもちをついた。

　雷かみなりに打たれたかのような衝しよう撃げきが伝わり、古びたクローゼットはぱっくりと割れて、つぼみが花開くように四方に広がってみせた。

　エデルはマリーの手を握にぎった。朽くちきった木の隙間から、古びた靴箱が顔を出した。おどろおどろしいほどの黒い靄が漏もれ出ている。これがすべての根源だったのだ。

　マリーがエデルを振り払い、靴箱の方へ足を踏み出す。

「エデルさん！」

　ルディアは飛んだクローゼットの木片で手を傷つけると、エデルに差し出した。

「マリーさまをお止めして！」

　エデルはルディアの手のひらに浮かんだ血を指先でなぞると、紫色の鎖くさりを出現させた。マリーの腰を巻きとり、彼女の動きを封じる。

　ディセント家の魔術は、ディセント家の血がなければ利用することはできない。エデルの力でできることといえば、靴を壊すことくらいだ。魔術師の力では破は壊かいすることはできても、守ることはできない。

「わたくしはまだ力の加減がうまくできないの。このまま、マリーさまを抑えていて頂ちよう戴だい」

「ルディアさま、このあとは」

「大丈夫です、助すけっ人とがおりますから。──レオンさま！」

　エデルは、薄茶の瞳を大きく開いた。

「いらっしゃるんでしょう。あなたの妹が危ないの。助けてくださいまし」

　暗がりから、がさりと音がした。

　金髪の青年が、暗い表情で立っている。

「お、お兄さま……」

　姿を現したレオンを見るなり、マリーは表情をなくしてゆく。

「聞いていたの……？」

「ああ」

　マリーは体を震わせて、後ずさりをした。

「エデルさん、今のうちに」

　ルディアの言葉に、エデルははっとした。もうマリーを押さえつける必要はない。兄の登場に動揺した彼女は、魔術師の靴から意識が逸それた。

　エデルは走り出した。木片で自身の手を傷つけると、クローゼットの中の靴箱に手のひらを置いて体重をかけた。

　靴箱は割れ、中身が顔を出した。美しい鉄製の靴だった。エデルの血液を受けて、みるみるひしゃげてゆく。

　エデルはほっと息を吐いた。

　靴は壊れた。霧つゆを払ったかのように靄が消えてゆく。

「熟じゆつ考こうしてください。王おう妃ひシンデレラを手本に」

　ルディアが壊れた靴を見下ろして言った。

「王妃シンデレラを、手本に……」

　マリーが上の空でつぶやいた。

「私は……気持ちを伝えます。ここまで聞かれてしまったのだから、ありのままを」

　マリーは初めて、自分で選択をした。彼女は乙女の会ではずっと中立の立場を貫つらぬいてきた。円卓には座らずに、少女たちの意見を彼ひ岸がんからながめるだけだった。

「お兄さま……ずっとあなたのことが好きでした、子どもの頃から。実の母に愛されず、孤独な私を救ってくれたのはお兄さまでした。ステイシア城で過ごす時間だけが私の心の安らぎでした。恋愛物語を読んでも、想像する男性の姿はいつもお兄さまでした。ほかの男性なんてどうでもいい、私の婚約者だって、どうでもいいのです」

　エデルは固かた唾ずをのんで見守った。

「あなたが隠し通路を使って街へ繰り出すたびに、胸むねがはりさけそうになった。同時にそんな自分をひどく嫌けん悪おしました。乙女の会を続けていたのは、あなたの女性遊びを監かん視しするためでもありましたが、隠し通路から私たちを見ていると知っていたから。あなたを嫌悪するふりをしていた私は、自分からあなたに近づくことはできなかった。でも、壁を一枚隔へだてた向こう側にはお兄さまがいる。そう思えば、あの退たい屈くつな席に座るのも悪くなかったのです」

　マリーは懸けん命めいに気持ちを語った。

　レオンは、黙だまってそれを聞いていた。深しん刻こくそうな顔をしている。

「けれど私は嫁とつぎます。乙女の会はもう終わり。近くにお兄さまを感じることは永遠にありません。そして、私の知りたかったことも知ることはできなかった……」

「知りたかったこととは？」

　ルディアがたずねると、マリーはひと呼吸おいてから答えた。

「真実の愛がなんなのか、私はついに知ることはできませんでした。乙女の会には必ずといっていいほどむすばれるのが難むずかしい相手との恋の相談が寄せられますが、みなの答えは決まっています。『将来のことを考えて、有利にならないのならやめるのが賢明』だと。愛は一いつ過か性せいのものに過ぎないと。もしそうなら、私の愛はいつになったら終わるのでしょうか？」

「終わらせなくていい」

　レオンは短くそう言った。

「マリー、君に嫌われていなかっただけで僕は本当にうれしいよ。たったふたりの兄妹だからね」

「お兄さま」

「ほら、僕ってきれいだし、この通り女性にモテるだろう？　身近な異性が僕なんだから、君が僕のことを好きになるのはしごく当然な流れだ。将来はお兄さまと結婚する！　なんて言う妹は世界中にあふれかえっていると思うよ」

　レオンはわざとおどけたような口く調ちようで言った。

「だから君はどこも変じゃない。そりゃ、多少そんな夢を語るには大きくなったと思うけどね。だからなんだっていうんだ？　君はいつまでも、僕にとってはかわいい妹なんだから……いつだって、僕のことが好きだって言ってくれていいんだ。いくら多数決をとったって、本当に大事なことは自分で決めるべきだろう？　さっきみたいに」

　マリーは鼻を鳴らして、泣き出した。子どものように泣きじゃくった。

　しっかりして落ち着いた伯はく爵しやく令れい嬢じよう、マリー・コーディナル。その仮面が崩くずれ落ちてゆく。
















「マリーさまにはこの瞬しゆん間かんが必要だったのね。魔術師の靴の被害に遭あわれなくてよかった」

「本当に……」

　これからマリーの恋の行方ゆくえがどうなるかは分からない。けれど進むことも終わることもできなかった恋の苦しみから解放されたことには間違いない。

「気持ちを吐はき出してしまえば、誰かと解決方法を探さぐることができます。ひとりで悩んでいるよりも、誰かと悩みを共有した方がよほど良い結果を導みちびけることは、マリーさまご自身が一番分かっているはずですから……」

　乙女の会の会長、マリー・コーディナルは、さまざまな悩みに審しん判ぱんをくだしてきたのだ。

　ぼろぼろになった靴を拾い上げて、エデルはため息をつく。ステイシア城には、百五十年の遺い産さんが多く残されていたようだ。

「エデル、ありがとう。君の正体を聞いてもいい？　お嬢さまなのかメイドなのか、はたまた妖よう精せいなのか。さっき魔法を使っていなかったかい？」

「私はただの靴職人です、レオンさま」

「靴を壊したのに？」

「これはきれいにお直しいたします。ですが、とても危険な靴なのです。ディセント家で保管してもよろしいでしょうか？」

「構わないよ、この城はもともとシンデレラ王妃のものになるはずだった城なんだ。ディセント家にもらわれていくのが一番だろう。古い城には手を加えて、新しい歴史を作ってゆく。その靴をよそに渡して、僕たちはまた新しい日々を送るよ」

　マリーの背を優しくなでながら、レオンは言った。

（マリーさまが靴を履はく前にどうにかなって、よかった……）

　これまでエデルが対たい峙じした魔ま術じゆつ師しの靴の事件は、誰もがすでに靴の被害に遭っていた。

　恋に破れ、赤い靴を履いたカーレン。夢を諦あきらめ、銀の靴を履いたジュディ。完かん璧ぺきな伯爵令嬢でいるため、アランを手にしようと人魚の靴を履いたシレーヌ。死を招く薔ば薇らの世話から逃のがれるためにこびとの靴を履いたリリーローズ。亡き友人との約束を守るために猫の長靴を履いたナターシャ。

　みなが何かしらを失い、そして靴を脱ぬいで前へ進み始めた。

　エデル自身も赤い靴に導かれ、母を失った悲しみを乗り越え、アランに新しい靴を与えられた。

　そう、前へ進むには──歩き出すには新しい靴が必要だ。

「マリーさま。よろしければ、ガラスドームにいらしてください。思い出のクローゼットの品をいただく代わりに、マリーさまのための靴を……私、作りたいです」

　マリーは真まっ赤かになった瞳でエデルを見つめた。

「マリーさまの愛のための靴を作りましょう。一緒に考えさせてください」

「私の、愛……」

「いいね。マリー、一緒にカンディナールに行こう。僕からその靴をプレゼントするよ。久々に一緒に出かけよう」

　レオンの言葉に、マリーの顔が輝かがやいた。

　エデルはふと思った。彼女の笑顔を見るのは、これが初めてだ。

　ずっと素直になるのを我慢していたのだろう。

　マリーの笑顔にみとれていたエデルの前を、ルディアがすっと横切って、レオンに微笑ほほえみかける。

「レオンさま。わたくし、シンデレラの子孫として、この城にとっても興味がわいてきてしまいましたの。マリーさまと一緒にこの隠し通路を探検したいですわ！　男の方もいらしたら心強いのですけれど」

「あ、そう……マリーどう？　一緒に探検してみる？」

「お兄さまがいいなら、いいわ」

「それではおふたりで先を歩いてくださいまし。わたくしエデルさんとあとからついていきますわ」

　四人はゆっくりと歩き出した。横にいたルディアを探るように見ると、ルディアが耳打ちした。

「これを機会にこの城をくまなく観察しますわよ。わたくし頭の中に地図を作りますから、エデルさんは魔術の気配を感じたらわたくしの手を握ってくださいまし」

　エデルはこくこくとうなずくと、改めて思った。

（ルディアさま……さすがだなぁ）

　隠し通路に入った機会を逃さず、抜け目なく地図を作るつもりである。

　あ、とエデルは前を歩くふたりを見る。

　マリーとレオンは、しっかりと手をつないで歩いていた。

　もしかして、隠し通路の地図作りだけが目的ではなかったのではないか。マリーがのびのびとできるのは、気持ちを打ち明けた自分たちの前だけだ。少しでも長く彼女が兄に甘えられるように、配はい慮りよしたのでは。

　エデルが探るように見やると、ルディアは唇の前にひとさし指をあててみせた。

「エデルさんはすごいですわ。わたくしの考えをよく察してくださるのね」

「そ、そんな」

「人に寄り添そい、人の悩みの本質を見抜くことができれば、事件を未然に防ぐことができる。魔術を使えないわたくしが考えた戦い方です」

　ディセント家の人間は、靴を封ふうじるために、守るための力を使う。

　エデルは靴を壊すための力を使うことができる。もちろん、靴を履いて戦うこともできる。この間の硝子ガラスの靴のときのように。

　ルディアにはルディアの戦い方があり、自分には自分のやり方がある……。

　エデルは壊れた靴を胸に抱かかえた。

　不ふ変へんと斬ざん新しん。古い城に、新しい歴史を刻きざんでゆく。

「私は……私のやり方を、探します」

　ルディアは微笑んだ。

「それがよろしいわ。時代は流れてゆくものですもの」
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　乙女の会の最後の悩み相談を終えると、エデルたちは帰路へつくことになった。

　エデルとルディアがディセント家の本ほん邸ていに到着すると、すぐにダリアが現れた。エデルが貴族式の挨拶をしてみせると、ダリアはにっこりと笑ってみせた。

「さまになっているわね」

「あ、ありがとうございます」

　エデルはことの次し第だいを説明した。ステイシア城に魔術師の靴があったこと。マリーの本当の悩み。乙女の会自体に問題はなかったものの、その会はたんなる意見交換会ではなく、コーディナル家の兄妹の複雑な事情が絡からんだものであったこと。

「それで、あなたはメイドに扮ふんして情報を集めたというわけね」

「……はい」

「淑しゆく女じよの中に堂々と入ってゆくことはせず」

「……はい」

　エデルはしっかりと顔を上げて言った。

「申し訳ありません。私は未熟で、これからたくさん場数を踏まなければ、ルディアさまのような立ち振る舞いはできないと思います」

「そのようね」

「淑女らしくない振る舞いではあったと思います。しかし、魔術師の靴の気配を感じて、ことは急を要すると思いました。乙女の会を練習の場にすることはできませんでした。危険がすぐそこに迫せまっていましたので……」

　エデルは布で丁てい寧ねいにくるんだ魔術師の靴を取り出した。

「私は靴を壊して持ち帰りました。以前、ダリアさまからはディセント家の女性の役目は靴を壊すことでも魔術師と戦うことでもないと教わりました。ディセント家の力は、人を守るために使うものです。私は魔術師の血をひく人間で、ディセント家の血がなければ守りの力を使うことはできません」

　今回、そばにルディアがいなければマリーを止めることはできなかった。

　エデルがひとりであの場所へ向かっていたら……と思うと、ぞっとする。マリーはもしかしたら靴を履いてしまっていたかもしれない。

　エデルは気がついた。靴を封じるためには、アランやルディアの協力が必要不可欠なのだ。自分は無力だった。だが、自身のことを無力だと思い込んでいたルディアは、彼女なりの方法で靴の被害者を守る手だてを見つけた。

　アランは以前、不変と斬新についてたずねたときにこう答えた。不変は変えようのない過去、斬新は新しいものを思い切って取り入れることだと。そして、ダリアはエデルのことを「斬新」だとたとえた。

　思えばもう答えは出ていたようなものだった。ダリアが望んでいたのは、エデルがうまく課題をこなすことではない。貴族社会という『異国の地』に飛び込んで、エデルなりの答えを見つけてくることを望んでいた。ただその答えはアランの庇ひ護ご下かにいたのではけして出てこなかった答えだった。

「私はディセント家の方のような力を使うことはできません。ですが、魔術師の靴の気配を感じ取ったり、こうして靴を壊すことはできます。ディセント家の人間としてはふさわしくない力かもしれない。でも、私は私なりのやり方で、やってみたいです。魔術師の靴を破壊し、そして美しく仕立て直していきたいです。これが……私の、やり方です」

「そう。あなたは、我わが家やに染そまるつもりはないというのですね」

　エデルは冷や汗をかいた。

「寄り添っていきたいとは思います。ただ、私はあまりにも異質すぎて、染まりたくても染まれません」

「……どんなやり方でも、結果が伴ともなっていれば構かまいません。マリー・コーディナルは魔術師の靴の被害に遭わずにすんだ。これがすべてです」

「ダリアさま」

「まどろっこしいことは嫌いです。淑女にあるまじきことですが、私は非常に短気です。答えのはっきりと決まっていないことを理り屈くつっぽくこねくりまわすことには、我慢しがたいのです」

「は、はい」

　ダリアの勢いにおされて、エデルは上ずった声をあげた。

「あなたは魔術師。私たちの天敵ではありますが、魔術師は魔術師なりの戦い方があることを、私たちは熟知しています。もとより私の依頼は、ルディアと一緒にステイシア城を調べてくるように、ただそれだけなのです」

「あの……それで、いかがでしたでしょうか」

「そうね。あなたがかわいらしい顔をしながら予想以上に大だい胆たんで、靴を破壊する荒っぽさを持ち合わせ、同じ年頃の令嬢とは相あい性しようが悪いことがわかりました」

　エデルは肩を落とした。さんざんな評価である。

「我が家にはいないタイプです。とても面おも白しろくなりそう。社交界のことは、いきなりうまくできるとは思っていません。いじめられてしまったのはルディアの手落ちですね」

　ルディアはため息をついて言った。

「気をつけますわ、お母さま。わたくしも反省しているの」

「本当よ。私なら、乙女の会の会員、全員を買収してしまうわね。情報と引き替えに仲良くしましょうと声をかけます。あなたは詰めが甘いわ」

　エデルは目を白黒させた。

「エデルさん。あなたはリステリアへ行ってどうでしたか？」

「私は……リステリアへ行ってよかったと思います。お客さまをもてなす職人ではなく、ひとりの人間として、ご令嬢たちと接することができたので」

　お客さまをもてなすことと、友人になることはまったく別のスキルが必要なのだ。エデルはそのことをよく学んだ。もっと深く、勇気をもって踏み入る必要がある。その逆に、表面的に仲良くするだけの付き合いというのも必要になってくるだろう。

　エデルのことを快こころよく思わない人も、これからもちろん現れるだろう。それでも自分らしく、心をこめて接してゆくしかない。すべての人に理解してもらえなくともいい。ぶつかってゆかなければ、何も得られない。

「異国の地を踏んだ気分です。課題は多く残っていると思います。でも……絶望するばかりではありませんでした。たしかな手応えが、あったと思います」

　靴の回収が終わってからも、エデルはローズたちのいる乙女の会へと積せつ極きよく的てきに参加した。令嬢たちの何人かはエデルに手紙をくれると言った。もし手紙が届かなくても、構わない。最後にはそう言ってくれたのがうれしかった。

「あなたの情報はたしかにいただきました。ルディアに頼み、リステリアでのあなたの様子は夫宛の手紙で報告させていました」

　ということは、アルヴァにもすべて伝わっているというわけだ。

「私ではなく侍女が手紙を書いておりますので、公平な評価になっておりますわよ。色もつけておりません。ありのままのエデルさんをお伝えしました。お父さまに小手先の噓うそは通用しませんもの」

　エデルは冷や汗をかいた。令嬢たちとうまくやれなかったり、メイド姿で潜せん入にゆう捜そう査さをしたことなども、もちろんばれてしまっているのである。

「それでは、話は終わりね。ご苦労さまでした」

「待ってください、ダリアさま」

　エデルは使用人に頼んで、トランクを持ってきてもらった。留め具を外はずし、中からスケッチブックを取り出すと、ダリアに手渡した。

「ご依頼いただいた靴のデザインを、考えてきました」

　スケッチブックには、一足のパンプスが描えがかれている。

　白い煉れん瓦がを敷しき詰めたかのように見える縫ぬい取りに、先のとがったヒールの部分は尖せん塔とうを象かたどって彫ほり出した作りだ。

　靴底は赤あか絨じゆう毯たんを思わせるようなベルベット。甲こうの部分には、カボチャの形に革かわがくりぬかれている。

「城をイメージして作りました」

「どうして？」

「ステイシア城を見て思ったんです。城はどんなにひどい雨風にたたきつけられても、しっかりと建っていなくてはいけない。城はときに人よりも長く、私たちの歴史を見守ってくれるものだと思ったのです」

　不変とは何か。エデルはそれが城に似ていると思ったのだ。

　エデルがスケッチブックをめくって、もう一枚のデザインを披ひ露ろうする。

「でも、住む人が変われば、趣おもむきも変わります。ステイシア城は歴史ある城でもありますが、改装を加えられて新しく生まれ変わっているんです」

「これは？」

「取り替えられる飾りチヤームです。ベルトのところに、つけていただけるんですけど。素材は硝子ガラスにしようと思っています。溶かして、また生まれ変わった、硝子の靴のように。封ふう印いんの硝子と似ているものでお作りできたらと思いますが、色のご希望がありましたらお伺うかがいします」

「硝子の靴……」

「ダリアさまのおっしゃる斬新という言葉、私は硝子の靴に重ねました。あれほど形を変えて、役割を変えて、ディセント家に寄り添っているものは他にないと思ったのです。硝子の靴はもともと魔術師の靴だったにもかかわらず、今は魔術師の靴を封印するための道具になっているものですから……」

　ダリアは微笑んだ。

「素す敵てき。ぜひお願いするわ」

「本当ですか……？」

「城と硝子の靴だなんて、これ以上ない答えだわ。ありがとう。完成を楽しみにしているわ」

　エデルはほっと胸をなでおろした。

「ジジが私のサイズを知っているから、手伝ってもらって」

「かしこまりました」

「数日はこの家で休んでいきなさい。帰る頃には、アランの引き継つぎも終わっているでしょうから」

　カンディナールに帰ったら、忙いそがしくなりそうだ。

　エデルは、デザイン画を大切にトランクケースにしまいこんだ。
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　アランは、父親を前にして緊きん張ちようした面おも持もちをしていた。

「さて、感想を聞かせてもらおうか」

　靴箱館の中で、アルヴァはゆっくりと言った。

　無数の硝子のきらめきが、親子を照らしている。

「まずはこちらを」

　アランは手に持っていた書類の束たばをアルヴァに手渡した。ずしりとした重みに、彼は顔をしかめる。

「これは？　読む気を失う厚さだが」

「手記を読んだ俺の所感です。父さんにすべてを語るには三日あっても足りそうにないので、そちらで補足しました」

「……」

　アルヴァがぴらりとページをめくると、びっしりと埋うめ尽つくされたアランの文字が顔を出す。

「なるほど。私とはまったく違うやり方をしたことはわかった」

　アルヴァはこういった細かい作業は好まないだろうと思ったが、あくまで自分らしく課題をこなすため、アランはガラスドームで職人のデザイン画をチェックするときと同じように、手記の一日一日に注意深くメモ書きをつけていた。

「まずは、ということは別の何かがあるのだろう？　まさか私に今ここでこれを読めとは言うまい」

「はい、もちろんです。俺の感想は、結論から述べるとこうです。『ドゥーガルドの時代とは違うディセント家を作り上げたい』」

　アルヴァは黙っている。アランはよどみなく続けた。

「孤独なドゥーガルドは妹を守るため、母を見捨て父の側につきました。父の言う通りに魔術師を殺し、父の言う通りに伴はん侶りよを迎むかえました。彼は多大な功績を残したが、その功績の裏には常に父がいて、母がいた」

　そう、今のアランのように。

　父から習った力を使い、家のために魔術師の靴を集めて。おそらく自分は違う家庭に生まれていたら、まったく違う人生を歩んでいたに違いない。

「いわばドゥーガルドは操あやつり人形だった。さまざまなものが彼を操り、彼を縛しばり上げていた。母を狂くるわせた硝子の靴を溶かし、こうして靴箱館を作り、伯爵位を得て、そうしてようやく彼はドゥーガルド・ディセントというひとりの男として人生を歩み始めたと、俺は感じました」

「そうだな。ドゥーガルドは両親に運命を翻ほん弄ろうされた男だった」

「彼は他人の作った舞台で踊おどっていた。ドゥーガルドだけではない。彼が始まりとなったディセント伯爵家という舞台の上で、祖先は代々踊り続けてきた。けれど俺は、そこに魔術師の血を迎え入れようとしている」

　エデル・アンダーソンという、魔術師の少女を。

「彼が人生をかけて断ち切った魔術師との縁えんをまたつなごうとしている、それが何を意味するのかは、この手記を読んで深く考えさせられました。祖先が懸命に作り上げた舞台を、のちの子孫が破壊するようなものだと。父さんが彼女との結婚に反対する理由は、よく分かります」

　ですが、と言葉を切った。

「魔術師は敵です。魔術師の靴は忌いむべき存在です。だが本当に拒こばむべきなのは、魔術師そのものではなく、おぞましい魔術そのものであると考えています。過去を断ち切るために、今の魔術師をこの家に迎え入れることは間違ったこととは思いません」

「私が言った危険性に関してはどう考える？　エデルを求めて魔術師のコミュニティが接触してきたら」

「好機ととらえます。エデルの話では、魔術師の力はいずれ消えてゆくものだそうです。彼らは危機感をおぼえているに違いありません。こちらの交こう渉しよう次第では、寝返ってもらうこともできるかもしれない。そのときにエデルの存在は、彼らとの橋渡しになる。彼女が彼らの手本になることができたら理想です」

「理想でしかない」

「理想は必ずしも現実にはならないかもしれません。ですが人間、理想が抱いだけなくなったら終わりです」

　アルヴァは片眉を上げた。

「立りつ派ぱなことを言うものだな」

「はい、志こころざしだけは立派でありたいと思っています。この家を継ぐのなら、不幸な連れん鎖さは二度と起こしてはいけない。ですが現状維い持じだけでは我われ々われとて魔術師の二の舞です。俺とルディアは父さんたちよりもずっと力が弱い。終わりが始まろうとしています。ここで、現状を打破するためには俺は……俺の伴侶は、エデルでなくてはいけません。彼女のことが好きだから、それだけが理由ではない。父さんの言う通り彼女は大きな可能性を秘めています。未知数です。最高の結末も最悪の結末も考えられる。でも俺は、彼女を信じたい。エデルとなら魔術師との関係を変えられる。信じるということが、最も俺に必要なことだと、わかりました。彼女はいわば硝子の靴です。その扱い次第では悪女になることもできる、だが清き心で魔術師の靴を封じることもできる」

　魔術が悪いのではない。持ち主の心のありようが、その結末を変える。大きな力を秘めたエデルを悪女にするのか、良きディセント伯爵夫人にするのかは、すべて夫となるアランの導きにかかっていると言ってもいい。

「今まで俺には余よ裕ゆうがありませんでした。彼女の保護者として、彼女を守らなくてはいけないと思っていました。レイに足をすくわれ、彼女に何度も助けられてきました。心のどこかでは、そんな彼女に置いて行かれないように、必死になっていたのだと思います。彼女は驚おどろくほどに強い女性になっていきましたから。もうひとりぼっちでガラスドームの扉をたたいた彼女ではなくなっていたから」

　アランはずっと不安だった。エデルは自分よりもずっと大きな存在で、自分が彼女を制御することができるのか、自信がなかった。

　父はおそらく、アランのそんな部分を未熟だと感じたのだろう。

「俺なりにどうすればいいのか考えました。俺よりもずっと力を持っていたドゥーガルドは結局親の支配から抜け出せなかった。俺も、本来なら父さんの言う通り、エデル以外の女性を妻に迎えた方がいいのでしょう。でもそれでは何も変わらない。魔術師もシンデレラの末まつ裔えいも力を失うなら、最後にひとつになって過去を清算できればいい」

「私はわざわざエデルと結婚する必要はないと言った。もう彼女はこの家に縛りつけてある」

「縛りつける関係では何も変わらない。魔術師はいつ我々が百五十年前のように冷れい酷こくに裏切るか、疑心を抱くでしょう。俺はエデルと対等なパートナーになりたい。父さんと母さんのように、互いを信じ合うパートナーに。エデルは俺を信じてくれたのに、肝かん心じんの俺はそれができなかった。俺はドゥーガルドができなかったことを成し遂とげます。彼は本当は両親にも妹にも笑っていてほしかった。仲間を殺したくなかった。血筋が人生を変えるようなことはあってはならなかった。この家は未いまだに彼の理想を成し遂げられていない。俺は、その理想を手に入れてみせる。エデルの背後に魔術師のコミュニティが忍び寄るなら、俺は彼らと全面的に敵対するのではなく、エデルの出生の問題ごと、すべてを受け入れる。硝子の靴はドゥーガルドが悪女の母親を受け入れたうえで、新たに自分たちの力にした靴だから」

　アルヴァは長いこと黙っていた。硝子ガラス細ざい工くを見上げて、ぼんやりと目を細めていた。

「時代は変わろうとしている。私たちも変わらなくてはいけない。ただ、私は変わるつもりはない。私はディセント家の不変であり続ける。すべてがまるきり変わってしまっては、瓦が解かいするのは時間の問題だろう」

「父さん……」

　それでは、アランの答えは不合格ということか。

　アランはこぶしを握りしめた。

　自分は、自分なりの答えを出した。

「俺はエデルを妻にする。そして魔術師をまるごとのみこんでやる。この答えは変わりません」

　まっすぐにアルヴァを見つめて、アランは逃にげない姿勢を見せた。

　シンデレラ伯爵家と魔術師たちは長年の因いん縁ねんに縛られ続けてきた。

　今変わらないで、いつ変わるんだ？

　自分とエデルが出会ったのに。

「それがお前なりの当主のあり方だというのなら、最後まで貫け」

「え……」

「エデル・アンダーソンを妻に迎えるなら宣言通り、彼女の背後の勢力もすべて取り込むつもりでやれ。ダリアやルディアに迷惑をかけるな。当主としての責任を果たすことだ」

「父さん、それは」

「ドゥーガルドの手記には、彼の悲痛が綴つづられている。跡あとを継いだ者には、堪たえ忍しのぶ彼のような当主になると言った者もいれば、彼の作り上げてきたものを守ることを約束した者もいる。私は靴箱館を守り、血筋を守ることを選んだ。しかしそれが必ずしも正解ではない。守ったはずの血筋はだんだんと薄まり、私たちは年々不利な戦いを強しいられている」

　アルヴァの言う通り、ディセント家の将来には不安があった。ルディアの存在だ。次の世代には魔術を使えない子どもが生まれてくるのではないかという不安である。

「当主というものは、ときには柔じゆう軟なんに問題に向き合わなくてはいけない。自分の選択のひとつひとつが、領民の将来を変えるといっても過言ではない。良き当主であるために必要なものは、人によってそれぞれ違う。お前がドゥーガルドや私のやり方を踏とう襲しゆうするなら、エデルを伴侶にするのを認めるつもりはなかった。けれどお前は私たちとは違う道を歩むのだな」

「はい、そのつもりです」

「ならばやってみるがいい。お前が間違っていたかどうかは、その後の時代が決めることだろう。間違いは正せる。粛しゆく正せいするのはお前の子か、はたまたルディアの子か。正されることがなきよう、私は祈っていよう」

「……エデルが、リステリアに行っています。彼女は試されています。結果を待たなくてよいのですか？」

「結果はもう届いている」

　そのときだった。使用人が館やかたの向こうから、ふたりを呼ぶ声がした。

「ルディアから手紙をもらっている。ようやく私のかわいい娘むすめが帰ってきたようだ」

　靴箱館の扉が開く。するりと飛び出してきたエデルの姿に、アランの胸はどうしようもなく高鳴っていた。

「アランさま！」

　エデルの顔がぱっと明るくなる。と同時に、アルヴァの姿を見て背を正した。

「アルヴァさま、ご無ぶ沙さ汰たしております」

「リステリアはどうだった？」

「とても良い場所でした。魔術師の靴を持ち帰って参りました」

　エデルは鞄かばんから布にくるまれたものを取り出した。

「のちほど、手記を見せていただきたいのです。私が壊してしまったので、せめて形だけでも以前と同じようにお直ししてあげたくて」

「アランから借りるといい。よくやった」

　エデルは不思議そうにアルヴァの顔を見上げた。彼の態度が以前よりも柔やわらかくなっていたので、疑問に思ったのだろう。

　もうアルヴァはエデルのことを使用人のように扱あつかっていなかった。口調や態度のはしばしから、アランはそれを感じ取っていた。エデルにはまだ分からないだろうが、親子であるアランには、それがよく分かる。

「おめでとうございます、お兄さま」

　同じくアルヴァの子であるルディアも、それが分かったようである。

「楽しみですわ、エデルさんとの結婚──」

「待ってくれ！」

　アランは妹の言葉を遮さえぎった。

「俺は、まだ彼女にプロポーズをしていないんだ。だからまだ言わないでくれ」

　ルディアは仕方がないというような顔をした。

「お父さま、久しぶりにお散歩に付き合ってくださる？」

「これから一番面白いものが見られそうなのに」

「分かっていますわ、でも部外者は出て行ってこそ、場面は盛り上がるものですわよ」

「そうだな、登場人物その一とその二は舞台袖そでへ」

　アルヴァはルディアの手をとって、靴箱館を去っていった。




　残されたエデルはぱちくりと目をまばたかせた。

「あの、アランさま、おめでとうとは……」

　アランは必死でポケットを探っていて、エデルの言葉は届いていないようだ。

「えっと、アランさま」

「指輪……机の引き出しの中で」

「？」

「また後日でいいか？　実は正式にお前のことを……あ、待ってくれこれ以上はプロポーズのときに」

「あ、あの」

「薔薇の花もないし、豪ごう華かな食事もないし、実は手記を読み込んで徹てつ夜やしていて、もっときれいな身なりをしてからでないと……すまないが、待ってもらっても」

「薔薇の花も素敵なお食事もいりません。指輪も必要ありません。私……アランさまがいてくださればそれで、十分です」

　エデルがきっぱりと言うと、アランは驚いたような顔をした。

「アランさまと一緒にいることが一番の贅ぜい沢たくです。私、アランさまにおかえりなさいって、言ってもらいたいです」

　アランはエデルの手をとって、それからぐいと引き寄せた。

　エデルは彼の肩に顔をうずめて言った。

「ただいま帰りました、アランさま」
















「……おかえり。俺と結婚してほしい」

　エデルは目を見開いた。

　そうか、彼はアルヴァに認められたのだ──エデルはアランの腕の中で思った。

「俺と一緒に新しいディセント家を作ってほしい」

「はい。一緒に、作りましょう。この靴箱館を守っていきましょう」

　リステリアへ発つ前もこうして彼に抱きしめてもらったが、あのときとは決定的に違う。

　離れる不安を埋うめるためではなく、未来を分かち合うために、ふたりは強く抱きしめ合った。

　体を離したときに残った気持ちは寂しさではなく、満ち足りた幸福感。

　アランはエデルの左手をとった。はめられる指輪がないのが不満そうだが、エデルはプロポーズの場所がこの靴箱館になったことが、何よりもうれしかった。

　シンデレラ伯爵家の靴箱館は、エデルの人生を塗ぬり替えた、革命的な場所である。

　エデルははっとした。

「アランさま」

「どうした？」

　結婚前に解決しなくてはいけない問題を忘れていた。アランに相談しなくてはと思っていたのである。

「子どもをたくさん作るには、どうしたらいいんでしょう。五人は必要なんですよね？　私の体型で問題ないのでしょうか。結婚前にお医者様に診みていただいた方が、いいかも……」

　アランはしばし口を閉ざしていたが、探るようにたずねてきた。

「そのことは、気にしなくてもいいと言ったはずだが……」

「えっ、子どもがたくさんできなくては結婚できないのではないのですか？　私てっきり……」

　アランは咳せき払ばらいをしてから言った。

「そうだな。結婚してからふたりで相談しよう。子どもは少ないよりは、多い方がいいから」

「そうですね……アランさまのあのご本を見ながら決めた方がいいでしょうか」

「いや、それはやめてくれ」

　アランは早口でそう言うと、エデルをもう一度抱だきしめた。

　エデルはもっといろいろと彼に相談したかったが、あまりにも心地ここちがよかったので、言葉をのみこんでしまった。

　彼の腕うでの中にいると、不安なことがすべて溶けきってしまうということは、プロポーズを受けたエデルが初めておぼえた出来事だった。





[image: ]






　エデルは靴を作る手を止めて、顔を上げた。

　お客さまが来店する時間だ。

　遠くはるばる、リステリアからこのカンディナールまで、ふたりは靴を作りにやってくる。

　身み支じ度たくを整えて、そろそろと玄げん関かん口ぐちに立っていると、一台の馬車がガラスドームの前に止まった。

　コーディナル伯爵家の紋もん章しようのついた馬車だ。

「いらっしゃいませ。お待ち申し上げておりました」

　先に降りて、妹に手を差し出していたレオンは微笑んだ。

「本当だ。君は靴職人だったんだね」

「はい。本日は精せい一いつ杯ぱい務つとめさせていただきます。ステイシア城の靴をいただいたことで、オーナーがぜひご挨拶をしたいと申しております」

「ああ、あのぼろぼろの靴。ディセント伯爵家がいわくつきの靴を集めている噂うわさは本当だったのか」

　のちにあの靴は、「鉄の靴」と呼ばれる魔術師の靴だということが分かった。代償は靴に火がつき、足を焼き切られてしまうこと。マリーが被害に遭わなかったことに、改めてほっとする。

　鉄の靴は、硝子の靴の試作品として作られたという。以前の被害者は継まま子こをうらやむばかりにこの靴を履き、そして自分の足を失った。

　家族を愛する彼女が、あの靴を履くべきではないということがよく分かった。

　馬車を降りたマリーは、エデルに礼れい儀ぎ正しく挨拶をした。

　伯爵令嬢が靴職人にするような挨拶ではない。

「ごきげんよう、エデルさん。いえ、ディセント伯爵夫人とお呼びした方がよろしい？」

「えっと……まだ、式はあげていませんので。どこからその話を？」

「ルディアさまから、お手紙で。ですがなんとなく予想はしておりました。ルディアさまが乙女の会に連れていらしたことで、あなたはディセント家の特別な方なのではないかと」

　レオンは後ろ髪をかいた。

「まいったな。君、結婚するの？　ディセント伯爵家の令息と」

　エデルがうなずくと、まてよ、とレオンが小声でささやいた。

「それってまさか、あのときに話してくれた……君を肉とか軟なん体たい動物にたとえてくるっていう彼が、アラン・ディセントだということかい？」

「はい、そうです」

　エデルがはきはきと答えたので、レオンは複雑そうな顔をした。

「彼はきっと、僕の本を読んだ方がいいと思うな。正しい口く説どき方を勉強しないと。あとで送ってさしあげなくては」

「？　アランさまはご本が好きですから、きっとお喜びになります。お部屋にご案内いたしますね」

　客室への移動がてら、エデルはきわめてさりげなく、マリーにたずねた。

「あの……マリーさま。その後はいかがですか？」

　兄への秘めた恋心を打ち明け、マリーは結局どうすることにしたのか。彼女には婚約者もいる。

「予定通り、婚約者と結婚するわ。お兄さまにもステイシア城を出て行っていただくの」

　エデルは目を見開いた。

「恋愛と結婚は別、でしょう。貴族に生まれたなら、結婚相手にロマンスなどは求めない。でも私は結婚前に恋を知ることができた。それがどんなに幸福なことか、あなたには分からないかもしれないわ。お兄さまはいつか特別な誰かを見つけるかもしれない。でもお兄さまにとって最初に特別だったのは私……。そして、今でも私たちは切っても切れない、特別な間あいだ柄がらだわ。たったふたりの兄妹ですもの」

　マリーは笑えみを浮かべて言った。

「私の初恋は、滞とどこおりなく終わったわ。ようやくけじめをつけられる。これからは夫となる方を愛せるように努力したいの。乙女の会の方たちが、少女時代に区切りをつけて、誰かの妻になるのを私はただ黙って見ているだけだった。でも今度は私の番。新しい愛を見つけられる靴をオーダーしたいわ」

「かしこまりました」

　レオンは、マリーのことを特別な女の子だと言った。そして、これからも妹として彼女を愛すると誓ちかった。これがふたりの答え。

　これもまたひとつの愛の形であり、真実の愛には決まった正解などないのかもしれない。

　周囲の意見に耳をかたむけることも大切だが、本人たちが覚かく悟ごを持って導き出した答えが、真実なのだと。

　アランの婚約者となったエデルだが、靴職人がディセント伯爵夫人となることを聞きつけた社交界の動揺は耳に入っている。

　未だに、自分がディセント伯爵の妻になることがふさわしいかと問われれば、心がざわめいてしまうだろう。

　だが決めたのだ。魔術師であっても、労働者であっても、アランと共に力を尽くし、シンデレラ伯爵家の靴箱館を守ってゆくと。──自分なりの、やり方で。

　初恋を終わらせ、伯爵令嬢としての責務を果たすべく歩き出したマリー。

　愛する人とむすばれるために、身分不相応な世界へと踏み出したエデル。

　未来に立ち向かわなくてはいけないのは、マリーもエデルも同じだった。

（そして私は、靴職人として、このガラスドームでできるだけのことをする。おじいちゃんの遺い志しを、伝えてゆくために）

　靴は人の運命を変える。

　私は、マリーさまの運命を、変えてみせる。

「マリーさま。とびきりの靴を作りましょう」

　エデルがマリーの手をとって、力強く訴うつたえかける。マリーはエデルと同じ色の瞳をまばたかせて言った。

「やっぱりあなたは、職人さんね。乙女の会にいたときよりも、生き生きしているわ」

　すかさずレオンが身を乗り出してくる。

「たしかに。ステイシア城にいたときの十倍……いや、百倍は魅み力りよく的てきだよ」

「お兄さま。既き婚こん者しやには手を出さないって約束を忘れたの？」

「いや、エデルはまだ既婚者じゃ……分かったよ、つねらないでくれ」

　お茶の用意をした見習いと共にアランが現れた。きっちりとフロックコートを着て、表情は若じやつ干かんだが硬い。

「初めまして。アラン・ディセントと申します。ステイシア城では妹のルディアと、婚約者のエデルがお世話になりました」

　婚約者、という響ひびきに慣れないエデルは思わずうつむいた。

　マリーがなめらかに話し始める。

「助けられたのは私たちの方です。我が家とディセント家は今まで疎そ遠えんでしたが、これを機会に良きお付き合いができたらいいと思っております」

「ええ、ぜひ」

　アランはマリーと握あく手しゆをすませて、じろりとレオンをにらんだ。

「……エデルから聞いております。彼女と湖で食事をされたとか。粗そ相そうがなければよかったのですが」

「そうですね、何もありませんでしたよ。彼女はどこから見ても立派なレディでした」

　エデルはおろおろとふたりのやりとりをながめた。

　エデルがメイド姿で屋や敷しきを漁あさっていたことをレオンは黙っていてくれるつもりらしいが……。

　アランはレオンの方に一歩、大きく進むと懐ふところに手を入れた。

　とたんにレオンはあわてた表情になる。

「待ってくれ、本当に何もないんだ。あなたと婚約しているのを知らなかったので、彼女を散歩に誘さそったのだが──」

「いつも拝はい読どくしています。サインをください」

　アランが差し出したのは、革のブックカバーのかかった本である。

　カバーを外して、レオンにタイトルを見せる。

「……噓だろ」

　レオンは本とアランを交互に見比べて、つぶやいた。

「噓ではありません。今までの著ちよ作さくすべてに目を通し、そのおかげで私は宝物のような婚約者を得ました。妹からこの本の作者があなただと聞いて」

「僕の本のどこをどう読んだら、あんな……」

　レオンは言いかけて、口をつぐんだ。

「わかりました。あなたとはぜひ、ふたりきりで酒でも飲みに行く必要がありそうだ。おい君、サインを書くからペンを持ってきてくれ」

　見習いに声をかけ、レオンは改めて手を差し出した。

「僕はコーディナル家を継ぐことはない人間ですが、ひとりの友人として、仲良くしてください。アランさん」

「もちろん。ただし、今後はエデルを誘わないでいただきたい」

　アランは淡たん々たんと返しながら、固い握手を交かわした。
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　マリーたちがガラスドームに訪おとずれる、少し前。ディセント伯はく爵しやく家けの当主となったアランは、すぐさまエデルと婚こん約やくした。

　彼の突然の婚約発表はまたたく間に社交界に広まり、エデルは一いち躍やく時の人となってしまった。シレーヌとの婚約を断り、彼が選んだのがよりによって靴くつ職人であるということは、大いに人々の耳じ目もくを集めた。

　アランはほとぼりがさめるまで、エデルを積せつ極きよく的てきに社交の場に出さないことを決めたが、ルディアはその間精力的に社交界に顔を出し、多くの人々にエデルの話題をふりまいた。クラウデッド伯爵家のシレーヌと、コーディナル伯爵家のマリー、そしてカラバ侯こう爵しやく家けのビオレッタは、エデルと懇こん意いであり、婚約を祝っているという内容である。

　口さがない者たちは、その話を聞くなり、エデルの話題を持ち出すのをやめた。

　アラン目当てにガラスドームに通っていたご令れい嬢じようたちは、今度はエデルをひと目見てやろうとこぞって店にやってきたのだが、接客が終わるとみな毒気を抜かれたように帰ってしまうのだった。

　ディセント伯爵を籠ろう絡らくし、名のある家の女性たちとも渡り合うというエデル・アンダーソンがどのような悪女か見物してやろうと思ったのに、エデルがあまりにも一生懸けん命めいに応待するため、だんだん気持ちが殺そがれてゆくようだ。

　巷ちまたでは、エデルのことをただの無む垢くな少女だという者、いや性しよう根ねはしたたかな女であるという者、さまざまな噂うわさが飛び交かっている。

　しかし、エデルは分かっている。すべての人に認めてもらうのは難むずかしくとも、自分らしく、心をこめて接していけばいいと。

　ステイシア城でマリーに教わったことは、これからの人生において大きな指標のひとつになるに違いない。

「とうとうこの日がやってきましたのね」

　ルディアはうっとりとした顔をして、エデルの姿を見つめた。

　ドレスメーカー三社のプレゼンにより決定したウェディングドレスは、襟えりの詰つまった純じゆん白ぱくのドレスだった。すとんと落ちたシンプルなシルエットのドレスだったが、胸むねの下をシルクの大きなリボンで飾かざっている。髪かみは丁てい寧ねいに結ゆい上げて、豪ごう奢しやなレースのベールをかぶる。ベールは床ゆかの上で豊かに広がっていた。

　母のブローチを襟に飾り、エデルはレースの手袋をつけた。

　婚約から一年。準備はすべて調ととのった。

　エデルはカンディナールにやってきたばかりの頃と比べると、少しばかり大人びた顔つきになっていた。

　この日彼女は、愛する人の妻になる。

　リリーローズから白い花をたっぷりと束たばねたホワイトブーケを手渡される。エデルは彼女にたずねた。

「変なところはないでしょうか……」

「とてもきれいです、奥さま。私がベールの後ろを持って歩きますので」

　リリーローズは白の子ども用ドレスを着ている。薄うすいブルーのリボンが飾られた愛らしいデザインだ。ルディアがはりきって用意した。

　ルディアはうきうきした様子で言う。

「完かん璧ぺきですわ、エデルさん。やっぱり露ろ出しゆつの多いドレスよりもこういう貞てい淑しゆくなドレスの方がお似合いですのね。お兄さまより早く見られて役得ですわ」

　靴くつ箱ばこを開けると、顔を出したのは純白のブライダルシューズだった。靴底にはガラスドームの合あい番ばんが押されている。ジジの印だった。

　セスがデザインし、ディックが底を作り、ジジが縫ぬい上げたこの靴は、とろけるようになめらかなシルク地の柔やわらかな靴だった。

　後ろ寄りにつけられた高めのコンチネンタルヒールにはきらきらと輝かがやく薄うす紫むらさきの宝石をちりばめてある。ヴァイオレットの形かた見みのブローチに合わせて、特別なこの靴の装そう飾しよくにはアメジストが選ばれた。甲こうにはディセント家の紋もん章しようである、蔓つるを巻いたカボチャを精せい緻ちな銀ぎん細ざい工くで作り上げ、王冠のように飾った。

　エデルがプロポーズを受けたあと、アランはすぐさまこの靴をセスにオーダーし、職人たちが丹たん精せいをこめて作り上げた。制作現場はエデルの職場でもあるので、エデルはこの靴ができあがってゆくさまを見ながら、そわそわとしていた。ガラスドームに来てから、自分が工房にいるにもかかわらず携たずさわることのない靴があるなんて初めてのことだった。

　みなはにこにこしながらエデルにこう言ったのだった。

「まあ待って、すぐにとびきりのができあがるから」

　エデルはおずおずと、靴に足の指先を入れた。

　ぴったりだった。どこにもおかしなところはない。あるはずがなかった。彼らはエデルのことをよく知っていた。

　扉とびらをノックする音がする。

「花はな嫁よめの用意はできたかな？」

「はい、お父さま。こちらにいらして」

　アルヴァはエデルの姿を見るなり、表情をゆるめた。

「ほう、きれいになるものだな」

「失礼ですわよ、お父さま。エデルさんはもともとかわいらしいお方ですのに」

「さらにきれいになった、という意味だよ」

「あ、あの」

　エデルは立ち上がろうとして、つんのめった。ドレスの裾すそを踏ふんづけてしまったのだ。リリーローズがあわててエデルを支えた。

「いいよ、そのままで。君、私にも薔薇を頼む」

　しゃがんだアルヴァの胸に、背伸びをしたリリーローズが白い薔薇を挿さした。

「今日から私が君の父親だ、エデル。付き添そい人は私が務つとめる」

「はい」

　事前の打ち合わせで決まっていたことだ。エデルには、彼女を送り出してくれる家族がいない。

　ジジがやろうかと申し出てくれたが、アルヴァが自みずからエデルの手を引くと言い出した。前当主が付き添い人になることで、エデルの印象をより良くしたいという意い図とがあるようだ。

「私は君の唯ゆい一いつの父親になることを約束しよう。息子に愛あい想そをつかしてしまったときは、私のもとへ相談へくるがいい」

「い、いえそんな」

「今日から君はディセント家に忠ちゆう誠せいを誓ちかった使用人ではない。私の娘むすめだ」

　エデルの手の甲に唇くちびるを落とすと、アルヴァは言った。

「妻に靴をありがとう。とても気に入っているようだ。出かけるたびに自じ慢まんされるよ」

「よかったです。アルヴァさまにも靴をお作りしたいです」

「いい話だが、うちの家族があんまり君ばかりに靴を作らせたらジジの仕事がなくなるからね。あれには仕事を与えておかないといけない。すぐに女遊びに走る。作るならジジとふたりで」

「わかりました」

　エデルはそわそわしながらたずねた。

「アランさまは、どちらに……」

「もう教会に向かいましたわよ。会うのは誓いの言葉を交わすときですわね」

　ルディアにうながされ、リリーローズに手伝ってもらいながら、エデルは慎しん重ちように立ち上がった。

「エスコートをお願いします、アルヴァさま」

「違うだろう？」

　エデルは、あ、とつぶやいて、手を差し出した。

「申し訳ありません……。お、お義と父うさま」

　エデルはふと気がついた。

　誰かを父と呼ぶのは、これが初めてだ。

　アルヴァは優しく微笑ほほえんで、エデルの手をとった。







　アルヴァに手をとられながら、エデルはバージンロードを歩いている。

　エデルが緊きん張ちようしないように、と式には招しよう待たい客きやくをあまり呼ばなかった。伯爵家の結婚式とは思えないほどこじんまりとした式だったが、のちほどカンディナールの屋や敷しきで行われる宴えん席せきには、大勢の客がまねかれている。

　エデルは招待客の席にあまり気を配る余よ裕ゆうはなかったが、異国からかけつけてくれたカーレンが涙なみだぐんだ顔で見ていたので、遠えん慮りよがちに笑ってみせた。

　アランがはっとしたような顔をして、こちらを見ている。

　彼の前に立って、エデルはすっと深呼吸をした。

「エデル」

　アランは小声でエデルの名前を呼んだ。

「とてもきれいだ」

「は、はい」

「そのドレス、とても知的に見えるな。以前はお前のことを猿のようだと言ったが」

　エデルはまばたきをした。

　そういえば、ガラスドームで在庫表を作るというアイディアを出したさい、アランに猿のようにかしこいと言われたのだった。

「今はさらにかしこく見える。猿よりかしこいとなると……人間のようだな」

「私は人間です、アランさま」

「そ、そうだった」

　エデルは心配になった。アランはどうやらずいぶんと疲つかれているらしい。心なしか顔色が悪い。

　このところずっとはりきって式の準備に取り組んでいたので、体調を崩くずしているのではないだろうか。

　エデルも手伝おうとしたのだが、彼は靴作りに集中していいと言ってくれたので、そのまま甘えてしまった。

（どうしよう。アランさま……大丈夫かな）

　神に永久の愛を誓うと、アランはエデルの指に指輪をはめてくれた。

　うつむいて手をとったアランの顔があまりにもきれいだったので、エデルはうっとりとしてしまった。神父にうながされるまで、自分も同じことをしなくてはいけないことを忘れていたくらいに。

　アランは小声でたしなめた。

「何をしているんだ」

「す、すみません」

「早くはめてくれ。この日をどんなに待ちわびたことか」

　エデルも、彼の指に指輪をはめた。彼が自分のものであるあかし。贅ぜい沢たくなあかしである。

「それでは、誓いのキスを」

　ベールをめくるアランの手は震ふるえていた。

「とうとう、このときがきてしまったな」

　自分もひどく緊張していたエデルだが、アランのそれが尋じん常じようでないことを悟さとり、精せい一いつ杯ぱい彼をなだめた。

「だ、大丈夫です。きっと……」

「だが、これは事故でない初めてのキスだぞ」

　どうやら彼が落ち着かなかったのは、誓いのキスが原因らしい。

　エデルとアランは、だいぶ前にみだりにキスをしないと約束していた。なので、これが約束をして以来初めての、口づけなのだ。つまりぶっつけ本番なのである。

「昨晩お前に見立てた枕まくらで練習したが、枕には首や肩かたがないから、だいぶ本物との違いがあってだな……」

　エデルは自分も練習してくるべきだったかと後こう悔かいしたが、今更もう遅おそい。こうなったら腹をくくるしかないのである。

「えっと、たぶん、勢いでしてしまった方が」

　神父がごほんと咳せき払ばらいをして、もう一度「誓いのキスを」と低い声で言った。

「目をつむっていてくれないか」

「は、はい」

「口は……たぶん閉じていた方がいいんだろうな。閉じてくれ。いや、ちょっと開いていた方がいいのか？」

　なかなかキスをしないふたりに、客席ががやがやし始める。

「何やってるんだあのふたり」

「お兄さま、少しでいいので顔をかたむけて」

「アランさん、がんばれー」

　セスの小さな応おう援えんが耳に入って、アランは顔を真まっ赤かにした。

　エデルの肩に手を置いて、覚かく悟ごを決める。

「い、いいか。一、二、三でするぞ」

「はい、お受けいたします」

　アランが動揺しているので、エデルまでわけがわからなくなってしまった。

（あれ、三って言ったらするのかな。それとも一、二の次の瞬しゆん間かんするのかな）

「一……二……」

「あ、アランさま、待っ……」

　がちん、っと音がして、エデルは思い切り前歯をぶつけた。アランの被ひ害がいも甚じん大だいだったようで、口を押さえて悶もん絶ぜつしている。

　初めての正式なキスは、大勢の前で見事に失敗した。

「……」

　会場はしばし、静せい寂じやくに包まれた。

「見たか、ダリア!?」

「見ました、あなた」

　ふたりの両親が声をはばからなかったので、やがて招待客も遠慮せずに笑うことにしたようだ。どっと笑いに包まれ、新郎新婦は顔を赤くしたまま立ち尽つくした。

　神父はにこやかな顔で言った。

「ここまでなごやかな式は初めてです。ふたりに祝福を」

「あ、ありがとうございます……」

　アランはくやしかったのか、エデルを引き寄せて、もう一度キスをした。
















　今度はうまくいった。エデルは目を見開いて、されるがままになっていた。

　呼吸の仕方が分からなかったので、必死に息を止めなくてはならなかった。

　それでもエデルはうれしかった。指輪よりも、誓いの言葉よりも、彼の体温を近くに感じられたことで、彼の妻になった実感が、まだふわふわとしているが──湧わいてきたような気がする。

「練習が必要なようだな」

「は、はい……でも……もう、本番は終わりました」

　せっかくふたりのキスが成功したというのに、見ていたのは一部の客人だけで、あとはひたすら最初のキスを話題に盛り上がっていた。

「これから毎日キスを日課にするぞ。そして俺はすごくキスがうまい男だと、知ってもらわなくては」

「結婚式が終わったのにですか？」

「妻に知ってもらわなくてはいけないんだよ。今日は、お前が主役なのに恥はじをかかせたから」

　エデルは顔を赤くして言った。

「さっきのキスも素す敵てきでしたけど、最初のキスも、私は好きですよ。一いつ緒しよにがんばろうって気持ちになりましたから」

「そうか……？」

「あ、でも呼吸の仕方が分からないと、つらいかもしれません」

　あやうく窒ちつ息そくするところだった。キスとはこんなに苦しいものなのかと、驚おどろいたのだ。

　アランは生き生きと言った。

「それでは、練習だな。今日から毎日キスの練習だ」

「へっ」

「こういうのは場数を踏まないとうまくならないものだ。日々の鍛たん錬れんを怠おこたってはならない。毎日、俺はお前に欠かさずキスをするからな」

　エデルは狼ろう狽ばいした。そんなにキスをされたらとても平常心を保たもてそうにない。

「あの……どきどきしすぎて寿じゆ命みようが縮ちぢみそうです」

「そうか。ならば朝と夜だけにしておくか」

「お、多くないですか？」

「こんなものだ。父さんと母さんは昼となく夜となくキスをしていたから、普通だ」

（ふ……普通なのか……）

　エデルは両親と暮くらしたことがないので、普通の夫婦がどのようにキスをしているのかが分からない。けれどアランは両親の暮らしぶりをよく見ているのだから、自分よりもよほど詳くわしいはずである。

「勉強不足で申し訳ありません。それではこれから毎日キスのご教授、よろしくお願いします、アランさま」

「任まかせておけ」

　アランは得意げにそう言うと、エデルの手をとった。

「行こう、表にみんなが集まっている」

　エデルはアランに連れられて、教会の入り口に立った。

　新しく夫婦となったふたりを送り出すために、招待客が集まっている。

　カーレンは、海の向こうから夫と共にやってきた。外国の意い匠しようの変わったドレスは会場の中で誰だれよりも目立っている。

　ジュディは荒野の果て、カンバスから、エデルの作ったショートブーツを履はいてきてくれた。

　シレーヌは誰よりも美しかった。少し離れた場所に、彼女のファンであるオーウェンがいた。ふたりらしい関係性である。

　エデルのベールを持ってくれたリリーローズは、ガラスドームの職人たちと並んでいる。

　カラバ女侯爵は、艶あでやかな赤のドレスを身にまとっていた。もう姿を偽いつわっていたビオレッタの姿ではなかったが、不思議とよく似合っていた。

　コーディナル家の兄きよう妹だいは、仲むつまじく寄り添っている。

　カンディナールにやってきて、エデルの友人になってくれた人物がこんなにいる。天てん涯がい孤こ独どくだったエデルのことを受け入れ、ディセント家の人々が家族になってくれた。

　人生最高の日だ。この瞬間をずっとおぼえていたい。

「こんなに多くの幸せを手にできるとは思いませんでした、アランさま」

「これからもっと幸せになる。俺は、お前を幸せな花嫁にすると決めたから」

「幸せな……豚ぶたの花嫁ですか？」

　アランは以前、エデルを一途に愛し、まるまると太った幸福な豚のようにしたいと語った。

「そうだな。俺のことも豚にしてくれるか？」

「そ、想像できませんけど……でも、私にはアランさまだけです」

　アランはエデルの手を、固く握にぎりしめた。

　陽ひの沈しずみゆく直前の、空に溶とけ込むような色の瞳ひとみで、エデルのことを見つめた。

「何があっても、絶対ずっと一緒だ。この手を離さない」

　エデルは真っ赤になりながら、うつむいて、それからゆっくりと顔を上げた。

「……はい。離さないでください、アランさま」

　ふたりは夫婦だ。これから多くの困こん難なんが待ち受けていることだろう。魔術師の血をひいていること。貴族社会になじまなくてはいけないこと。靴職人の仕事を続けながら、伯爵夫人になること。

　それでも、ふりかかる困難は、誰かと解決できる。




　ひとつ、道に迷まよえば先せん達だつの背中を。

　ふたつ、道を外はずせば大声で叫さけべ。

　みっつ、道の向こうから迎むかえを待て。




　エデルはアランにたずねた。

「私が道に迷ったら、迎えに来てくださいますか？　アランさま」

「もちろん。お前が大声で俺の名前を呼んでくれるなら」

　エデルは、アランさま、と彼の名を呼んだ。

「大好きです」

　靴は人の運命を変える。

　かつて、敬けい愛あいする師はそう言った。

　大きな運命の奔ほん流りゆうを乗り越え、私はここにたどり着いた。

　エデルは、アランが贈おくってくれたブライダルシューズを見下ろす。

　魔術師のディセント伯爵夫人、エデル・ディセントの、生しよう涯がいの宝物となる靴である。
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　シンデレラ伯はく爵しやく家けの靴くつ箱ばこ館かん、第七巻です。

　今回は主役ふたりの話に重点を置きましたので、童どう話わモチーフなどは特にありません。

　一巻発売当初から、複数の方より「恋愛指南書の作者って、誰なの？」という質問をいただいていました。そのあたりのことに焦しよう点てんを当てたお話です。

　今回が最終巻、これで最後のお話となります。




　私自身、こんなに長くひとつの物語を書いた経験がありませんでしたので、このあとがきを書いている今もなんだかほっとしたような、でもやりきったような気分です。

　本作は女の子が前向きに歩き出す話を書きたいと思い、原稿に向かっていました。担当さまには何度も「明日靴を買いに行きたくなるような話を」とご指し導どういただいていました。読み終わったとき、読者のみなさまの心が明るく晴れやかになっていたらいいなと思います。

　エデルやアランはもちろんですが、セスやルディア、レイなどの脇わき役やくがとても書きやすく、シリーズを通してずいぶんと助けられました。

　色々ありましたがエデルも無事にディセント伯はく爵しやく夫ふ人じんとなりました。物語は終わりますが、キャラクターたちのその後を読者のみなさまに想像していただけたらうれしいです。

　結婚後のふたりの話は短編にて書き下ろしましたので、併あわせてお楽しみください。




　それでは、ここからはお礼の言葉を。

　担当さま。お忙しい中、シリーズを盛り上げようと一いつ生しよう懸けん命めい心を尽くしてくださってありがとうございました。担当さまのご指導あってのシンデレラシリーズでした。

　イラストのあき先生。デビュー前から、いつかあき先生に挿さし絵えを描いてもらえたらいいなと思っていました。まさか本当にその夢が叶うとは……。毎回丁てい寧ねいに原稿を読み込んでくださって、ありがとうございました。表紙は笑顔のエデルが見られて感かん無む量りようです。

　校正さま、デザイナーさま、編集部のみなさまをはじめとする、本作に携たずさわってくださったすべてのみなさま、シリーズを通して大変お世話になりました。

　たくさんの方に助けられて、約二年間シリーズを続けられました。すべての方に御おん礼れいを申し上げます。

　そして、読者のみなさま。全七巻、みなさまの応援あって、ここまで走りきることができました。こうして無事に完結できたのは、みなさまのお力によるものです。お付き合いくださり誠まことにありがとうございました。




　本作が発売する四月は始まりの季節ですね。エデルがカンディナールにやってきたのも、春先のことです。みなさまに新しい幸運が訪おとずれることを祈っております。








仲なか村むらつばき





















[image: ]










　ディセント伯はく爵しやく夫ふ人じんとなってから、初めての誕生日。

「おかえり、エデル」

　ガラスドームでの仕事を終えて屋や敷しきに帰ると、アランは寝しん室しつで待っていた。

　このところ、彼は週の半分を領主としての仕事に使っている。「行ってきます」を告つげたのち、再び会うのは寝室というのもしばしばだ。

「ただいま帰りました、アランさま」

　アランが身をかがめてきたので、エデルはあわてて背伸びをした。仕事へ行く前と帰ってきた後には必ずキスをする。ふたりの約束ごとだ。

　結婚してしばらく経たつのに、エデルはこれに未いまだに慣なれなかった。もう歯や鼻がぶつかることはないけれど、体を離すタイミングがつかめない。すぐに離れてしまうと、アランは機き嫌げんが悪くなる。

　ところが、今日のアランはキスをさっと終わらせた。エデルの手を引いて椅い子すに座らせると──結婚してからアランが欲しがったふたりがけの椅子だ──エデルの膝ひざの上に、リボンのかかった靴くつ箱ばこを置いた。

「誕生日おめでとう、エデル」

「これ……私にですか？」

　うれしさのあまり胸が高鳴り、エデルはアランを見上げた。

（ジジさんたちが、また内ない緒しよの靴くつを作っていると思ったけれど……やっぱり、私へのプレゼントだったんだ）

　誕生日が近づいていたので、もしやと思っていたのだが、いや早とちりかもしれない……アランさまは私の誕生日なんておぼえていないかも……とそわそわと落ち着かなかったのである。

「私の誕生日、おぼえていてくださったんですね」

「当たり前だ。お前の夫なんだから。……早く開けてみろ」

　エデルはリボンをそっとほどいて、靴箱のふたを開けた。

　目に飛び込んできたのは、クリーム色の革かわの美しい舞ぶ踏とう靴ぐつだった。甲こうには光こう沢たくのある深い青の大きなリボンが載のせられていて、群ぐん青じよう色いろのレースパネルが側面からかかとにかけられてあしらわれていた。レースの隙すき間まからクリーム色の革が覗のぞいて、とても美しい。

「こんなに素す敵てきなものをいただいてしまって、いいのでしょうか」

「毎年お前の誕生日と結婚記念日には靴を贈おくることにした。今度の舞踏会はこれを履はいてほしい」

　初めての舞踏会に、夫から贈られた新しい靴。

　尊そん敬けいする職場の先せん輩ぱいたちが作ってくれた靴。

　エデルがぽうっとしていると、アランはしゃがんで言った。

「履かせてやる」

　アランはあっという間にエデルの靴のストラップをはずし、脱ぬがせてしまった。それから新品の舞踏靴に手を伸ばす。

　エデルはどぎまぎしながらも、されるがままになっていた。

「……きれいだな」

「そうですね、素敵な靴です」

「お前の足がだよ」

「えっ、そ、そんな」

　こんなことになると思っていなかったから、もっとお手入れしておけばよかったと思っていたのに。

「あの……気を遣つかっていただかなくても、大丈夫です」

「俺は思ったことしか言っていない。当日が楽しみだな。俺たちの初めての舞踏会だから」

　ここ数週間、エデルとアランは毎日のように特とつ訓くんを続けていた。ディセント家の当とう主しゆ夫ふ妻さいとして、舞踏会に出席するためだ。

　白鳥の気持ちになってもらいたい──と言われたあのときからずいぶんと時間が経ったけれど、じっくりと練習したおかげで、ワルツを問題なく踊おどれるまでになった。

　だが、舞踏会はダンスの発表会ではなく、社交をするための場だ。

　結婚してから何度か公おおやけの場には出たものの、エデルは経験不足だった。舞踏会の作さ法ほうなどわからないことだらけだ。それに今回はディセント伯爵夫人として、ふさわしい振る舞いをしなくてはならない。

　正直、楽しみというよりは不安が強い。

「大丈夫だ。俺がいるんだから。たくさん練習したし、ワルツはルディアにも合格点をもらっただろう」

「は、はい。がんばります、アランさま」

　アランは言いづらそうに口にした。

「……そろそろ、その『アランさま』はどうにかならないか？」

「どうにか……とは？」

「俺たちはもう夫婦なんだから……他た人にん行ぎよう儀ぎにさまなんて付けないで、たとえば、名前を呼び捨ててくれるとかだな」

「えっ……」

　エデルは困こん惑わくした。

　出会ったときから「アランさま」なのに、今更呼び方を変えるなんて……。

「でも……アランさまは、アランさまですし」

「アラン、と呼んでみてくれ。いいから」

　エデルはおずおずと口を開いた。

「ア、アラン……」

「……！」

「……さま」

　アランががっくりと肩を落としている。

「申し訳ありません、お許ゆるしください。とても呼び捨てなんてできません」

「俺はお前を呼び捨てにしているじゃないか」

「アランさまはいいのです、でも私は……とても抵てい抗こうがあるのです」

　もともとエデルは誰だれかを呼び捨てにするなど、ほとんどしたことがなかった。使用人や職場の見習いも「さん」付けで呼んでいるし、同い年のディックですら「ディックくん」と呼んでいる。

　アランは堪たえかねたように言った。

「父さんのことはお義と父うさま、母さんのことはお義か母あさま、ルディアのことはルディアさん……そう呼んでいるのに俺だけ呼び方が変わらないのは、おかしいと思うのだが……」

　でも、彼らのことを呼び捨てにするようになったわけではない──とエデルは思ったが、これ以上言い訳をしてもしかたがない。

　アランも同じことを思ったのか、ため息をついた。

「すまない。せっかくの誕生日なのに」

「い、いえ……私こそごめんなさい」

　アランはエデルをなだめるつもりなのか、自分の気持ちをなだめるつもりなのか、こめかみに触ふれるだけのキスをした。

「いつか呼んでもいいなと思ったときに、呼んでくれ」

「あの、はい。いつか……」

　そうは言ったものの、その日がいつくるのかは、エデルにも分からないのであった。
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　舞踏会当日。

　エデルは襟えりぐりの開いた、青い絹きぬのドレスを着ていた。金きん糸しで花はな柄がらを織り込んだそのドレスは、きらきらと光を反射するビーズが胸元や裾すそに縫ぬい付けられている。この日のために仕立てたドレスだった。

　ドレスの裾からは、深い青のリボンの舞踏靴が覗のぞいている。

「緊きん張ちようしなくていいからな」

「……は、はい。ア……」

　エデルは言いかけて、口をつぐんだ。

　あの日以来、アランの名前を呼べなくなってしまった。

　どうしてもアランさまと呼びそうになる。そのたびに、あの日のアランのがっかりした顔が頭に浮かぶ。気がつけば、彼の名前を呼ぶ回数が減っていた。

（呼べばいいだけなのに……）

　なぜ気楽に夫の名前を呼べないのか分からない。理由があるとしたら、アランは夫である前に自分の保護者だったからかもしれない。呼び捨てにしたからといって敬けい意いが消え去るわけではないのに、なんとなくいけないことをした気分になってしまう。

　しばしの歓かん談だんの時間は、アランと共に忙いそがしく挨あい拶さつにまわった。結婚してから初めて会う人も大勢いる。招しよう待たい客きやくの情報はルディアが事前に教えてくれていたが、顔と名前と経歴が一いつ致ちせず、しばしば焦あせった。そのたびにアランがさりげなくフォローしてくれる。

　ようやく場の空気をつかんできたところで、すらっと背の高い紳しん士しから声をかけられた。

「こんばんは、ディセント伯爵。ご夫婦そろっては初めてお会いしますね」

「こんばんは、オルタナ伯爵。こちらは妻のエデルです」

　アランに紹しよう介かいされ、エデルも挨拶をすませた。

　オルタナ伯爵は垂たれ目めがちの優しそうな目元をしていた。彼の妻もたおやかな雰ふん囲い気きの淑しゆく女じよで、似合いの夫婦だ。

　エデルはこのふたりのことを、アランと結婚する前から知っている。

　以前、夫婦は連れだってガラスドームを訪おとずれた。オルタナ伯爵は三み十そ路じを少し越えたばかりで、妻に結婚十周年の記念に靴を作りたいとオーダーした。

「おぼえていらっしゃらないかもしれませんが、妻が以前そちらで靴を作りましてね」

　エデルはオルタナ伯爵夫人の方を見て、ゆっくりと答えた。

「おぼえております、甲に空色のビーズを縫い取りました」

「うれしいわ。あの靴、お気に入りになりすぎて、靴箱にしまったままになってしまったの。汚よごすのがもったいなくて」

「お手入れすれば、きれいに履き続けることも可能です。修しゆう繕ぜんも承うけたまわっておりますので、安心してお履きください」

「まぁ、やっぱり職人さんは頼りになるわね」

　夫人の言葉に、オルタナ伯爵は顔をしかめた。

「こら、お前」

　アランがすかさず言葉を挟はさんだ。

「自じ慢まんの妻ですが、職人としての腕うでも申し分ありません。お褒ほめいただき光栄です。靴店は家か業ぎようですから、靴のことならば私たち専門家にご相談ください」

　アランの口く調ちようが穏おだやかであったことで、顔を青くした夫人はほっと胸を撫なでおろした。

　今日のエデルは職人としてではなく、ディセント伯爵夫人としてこの舞踏会に招待されている。夫人はついうっかり口をすべらせただけで、悪気はなかったのだろう。

　エデルは深く息を吸った。

　こういったときの対たい処しよは、すべてルディアに教わっている。

「これからもガラスドームをどうぞご贔屓ひいきに。そして、今日は新しん参ざん者ものの私に伯爵夫人の心構えを教えていただけたらうれしいです」

「もちろん、あとでじっくりお話ししましょう」

　音楽隊が楽器を構かまえ、その場が一時しんとなった。

　白鳥と花はな嫁よめと星空のワルツが流れ始める。

「あなた、行きましょう。それではおふたかた、またのちほど」

　夫人が伯爵の腕に手をからませる。

　慣れた仕し草ぐさだった。エデルにはまだ夫に甘あまえるように腕をからませるなどできない。

「俺たちも行こうか、エデル」

「は、はい」

「ディセント伯爵夫妻らしいところを見せてやろう」

　アランが不ふ遜そんな顔で笑ったので、エデルは背筋を伸ばし、夫の手をとった。

　人ごみを割って、堂々とホールの真ん中へ。

　音楽に乗って、エデルはアランに体を寄せて、彼の動きにすべてを合わせた。何度も彼の足を踏ふんづけておぼえたステップは、今は華か麗れいに踏むことができる。そして今日は、特別な靴を履いている。

　青いリボンがドレスの隙間から覗いて、水面みなもに映し出された星空のようにちらちらと光る。

（私、ちゃんと白鳥みたいにできているかな）

　周囲の人々が、痛いほど自分たちに視線を向けているのがわかる。

　今日エデルを初めて見る貴族たちは、彼女に伯爵夫人にふさわしい振る舞いができるのかと興きよう味みしんしんだ。

　だがエデルにはアランしか見えていなかった。彼のすいこまれそうな青紫色の瞳ひとみしか、見えない。

　なぜなら、彼がエデルのことを真剣に見つめているから。周りに目もくれていないから。

　ふたりは三曲ほど踊ると、礼をして輪からはずれた。

　エデルがほっと息をつくと、アランは言った。

「エデル、白鳥のようだったぞ」

「本当ですか？」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせてたずねると、アランは言った。

「立派な白鳥だ。目が離せないくらいの、特大サイズの白鳥だった」

「それはよかったです……」

「少し休もうか。飲み物をとってきてやる」

　夜風にあたりたかったエデルはうなずいて、バルコニーに出た。火ほ照てった体を冷やしてくれる風が気持ちがいい。うっすらとかいていた汗がだんだんとひいてくる。

　ふと、人の気配がしてふりむくと、オルタナ伯爵が立っていた。

「すばらしいダンスでしたよ」

「あ、ありがとうございます。ご夫人は……？」

「姪めいのもとへ行っています。今日が舞踏会デビューの日なのです」

「そうなのですか。もう姪めい御ごさまはダンスを踊られましたか？」

「いいえ、今日は壁かべの花です」

　エデルはそれ以上質問するのをやめた。貴族の令れい嬢じようにとって、ダンスに誘さそわれないことほどつらいことはない。

「姪があなたをうらやましがっていました。あんなに息の合ったダンスを見せられてはね。姪はディセント伯爵に憧あこがれていたんです。でも、あなたと踊るディセント伯爵を見てきっぱりと諦あきらめられたようだ」

「え……？」

「お互たがいのことしか目に入っていなかったでしょう？」

　エデルは顔を赤くして、うつむいた。

「ディセント伯爵はあなた以外と踊る気はないでしょう。あなたと連れ立っている彼はまったく隙がありませんでしたからね。先ほどは、妻つまが失礼をしました」

「いいえ、そんな」

「実は、あなたの靴がとても美しくてね。どうですか、ガラスドームの宣伝がてら、私とも踊ってくれませんか？　その靴を見せる機会が増やせると思いますよ」

　オルタナ伯爵の申し出に、エデルは迷まよった。

　ダンスを踊れば、エデルは間違いなく注目を浴あびる。まだ味方の少ないエデルにとって、ダンスを踊ってくれるような紳士はアランのほかにいないのだ。彼以外の男性とダンスホールに現れれば、話題性は抜ばつ群ぐんだ。

　社交界では味方は多いほどいい。それがエデルのためだけでなく、ディセント家のためになる。

　靴職人から伯爵夫人に成り上がったエデルに良い印象を持つ者は少ない。オルタナ伯爵がエデルをダンスに誘ったとあれば、彼がガラスドームだけでなく、エデルの人間性や能力を認めてくれたと宣伝できる。

　けれど──。

「オルタナ伯爵」

　カクテルを持ったアランが、ふたりの間に割って入った。

「申し訳ありません、妻はまだダンスに不ふ慣なれなもので。ありがたい申し出なのですが──」

「あ、アランさま私なら……」

「無理しなくていいぞ、エデル」

　オルタナ伯爵はしばしふたりのやりとりをながめて、ふふと笑った。

「いやはや、熱気にあてられましたな。では夫人とのダンスはまたの機会にとっておくことにしましょう」

「あ、あの申し訳ありません──」

「いいえ。新婚の頃を思い出しました。妻もなかなか『オルタナ伯爵さま』が抜けなくてね」

　あなた──と伯爵夫人の呼ぶ声が聞こえる。どうやら次の曲は一いつ緒しよに踊るつもりらしい。

「それでは妻のもとへ行きます。ダンスはぜひ、また次の機会に」

　オルタナ伯爵が去ってしまうと、エデルは気まずそうにアランを見た。

「あ、あの……」

　アランはエデルの手にグラスを持たせると、バルコニーの手すりに背をあずけた。

「オルタナ伯爵夫人の母親は労働者だった。俺たちに親切にしてくれるのは、自分の境きよう遇ぐうを重ねてだろう」

「そうだったのですか」

　それで夫人はオルタナ伯爵「さま」が抜けなかったのか。

　彼がダンスに誘ってくれた理由も、なんとなく納なつ得とくできた。

「……呼び方のことは、気にしなくていいから。名前を呼んでもらえなくなるくらいなら、ずっと『アランさま』でいい」

　エデルははっとした。アランは気づいていたのだ。

　とっさに彼の名前を「さま」付けで呼んでしまったが、それすら久しぶりのことだった。

「あ、あの……その……」

　エデルはカクテルに口をつけて、それからもごもごと口にした。

「……あなた」

　アランは驚おどろいたような顔でエデルを見た。

「さっき、オルタナ伯爵夫人が、伯爵のことをそう呼んでいました」

　エデルはアランの方に体を寄せて、続けた。

「いきなり、呼び捨てはまだ難しいです。だからその……あなた、からでもいいですか？」

「もちろん。もう一回呼んでくれるか？」

「あなた……」

　エデルはアランの手をぎゅっと握にぎった。

「あの、やっぱり恥はずかしいので、ふたりきりのときはアランさまでよいですか？」

　人前では夫婦らしく「あなた」と呼ぶべきだと思ったが、やっぱり恥ずかしさが抜けないエデルであった。

「ふたりきりのときこそ『あなた』と呼ぶべきなんじゃないか？」

「だって、やっぱりアランさまのお名前を呼びたいですし……」

「そこは呼び捨てしてくれればいいのに、ふたりきりなんだから」

「でも……」

　エデルはもじもじしながら、こっそりアランの耳元に顔を寄せた。

　まずは最初の一歩が肝かん心じんである。

　彼の耳のそばで、ほんの小さな声ではあったが。

　愛する夫の名前を発音すると、エデルはその後に「さま」をくっつけることなく、きゅっと唇くちびるをかみしめた。

　アランは目を細めて、エデルの腰こしを抱き寄せた。

　驚いて手にしていた飲み物をこぼしそうになったが、エデルはどうにかこらえた。自分の手が熱いので、グラスがだいぶぬるくなっている。

「やればできるじゃないか」

「ずっとは無理です。た、たまにしかできません」

「ならたまに、さっきみたいに呼んでくれ」

　アランが譲じよう歩ほしてくれたので、エデルはほっと胸を撫でおろした。

「……そろそろ、行きましょうか。オルタナ伯爵夫人とお話をしたいです」

「ダンスを断ってしまったしな。そうしておこうか」

　エデルはおずおずとアランの腕に自分のそれをからませた。

（さっき、オルタナ伯爵夫妻がしていた……）

　見ていて少しうらやましかった、夫人の甘え方。

　こうして少しずつ、見よう見まねでも、できることが増えていくのかもしれない。

　ダンスや挨拶も問題なくできた。もう少し、自信をつけて、背筋を伸ばして歩いていたい。

　幸いなことに、誰もが美しいと認める靴を自分は履いている。

「あなた、ダンスホールに連れて行ってください」

　アランは微笑ほほえんで、エデルに歩調を合わせてくれる。

「もちろん、どこへ行くにも一緒だ」

　新しい靴で、一歩ずつ、踏みしめるように。

　再び、ワルツで彩いろどられた会場へと歩き出した。
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